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前 文

国立大学において、どうすれば男女共同参画をいっそう推進することができるか。

我が国は男女共同参画社会の実現を「２１世紀の我が国社会を決定する最重要課題」と位

置付け、その総合的かつ計画的な推進を調ってきている(男女共同参画社会基本法)。この

方針に沿って、我が国においても世界の多くの国々におけると同様に、社会の各分野で着

実な改善が図られつつある。しかし今なお、女』性がその能力を十分に発揮できる社会には

なっていない。国際的に見ても、男女共同参画という観点からは見劣りがする状況を、我

が国は未だ脱しえていない。

大学は知の生産活動の拠点であり、次世代へ文明を伝達する拠点である。したがって、

男女共同参画社会という人類の理念・理想の実現についても、大学は大きな役割を果たし

うるし、また果たさなければならない。とりわけ国立大学は、国が基本方針として掲げる

理念・理想が浸透しやすい組織体であることが期待されている。男女共同参画社会の実現

に尽くすべき責任も、国立大学においては一段と重い。

国立大学協会は、2000年(平成12年)６月の総会において、「国立大学における男女共同参

画を推進するために－－報告書－－」（http:"wwwjanu.』p/active/txt6-2/hl25html)を採択した。

そこでは、国立大学において男女共同参画を推進するために、以下の提言がなされた。

Ｌ大学における男女共同参画推進のための姿勢と方針の明確な表明

２．カリキュラムおよび研究におけるジェンダー学の拡大充実

３．大学における女性の雇用および教育関連の実情把握のための調査資料の整備

４．女性教員増加のための、教員公募システムの確立とポジティブ・アクションの採用

５．理工系、その他特に女`性の少ない分野への女'性の参画の推進

６．非常勤講師の処遇および研究環境の改善

７．研究における男女共同参画の推進、女性研究者の研究環境の改善

８．不服申立て制度の導入

９．セクシュアル・ハラスメントの防止と問題への対処

１０．育児環境の整備、介護との両立支援について

ｌＬ研究遂行における通称(ないしは旧姓)の使用について

12．その他

これらの重要な提言のなかでも、とりわけ注'三1されたのは、2010年（平成22年）までに、

国立大学の女`性教員（助手・非常勤講師を除く。）の比率を20％に引き上げることを達成

目標に掲げたことであった。さらに、翌年の６月総会時に開催された第３常置委員会は今

後10年間にわたって男女共同参画推進状況を継続的に調査することを決定した。この決定

に基づき、これまでに2001年(平成１３年)１０月と2004年(平成１４年)12月の2回にわたり、追跡

調査が実施された。



国立大学の法人化後に新たに社団法人として再出発した国立大学協会においては、企画

委員会が上記の追跡調査の任務を受け継いだ。これを実施させるために、企画委員会の下

に設置されたのが、当「男女共同参画ワーキンググループ」である。そこで我々は託され

た任務を果たすべく、20005年(平成17年)１１月を回答期限とする第３回の追跡調査を行った。

本報告書は、その調査結果を報告するものである。

本調査については、回答期限にやや遅れた大学は存在したものの、結果的にはすべての

国立大学(87大学および2短期大学)にご協力をいただくことができた。国立大学改革の進展

により多忙を極めるなかで、関係者の方々にこのようなご協力を賜ったことに対し、この

場をお借りして心より御礼を申し上げたい。

本調査にあたっては、一方では回答や分析の負担を軽減するため、質問項目には可能な

限り学校基本調査と同様の項目を採用したり、アンケート調査用紙をデジタル化すること

によって、回答をインターネット経由で送信すればよいようにしたりと、種々の試みに取

り組んだ。しかし他方では、男女共同参画の推進状況に関する具体的な記述を各大学に求

め、そのデータをそのまま、本報告書に掲載した。佃』性豊かに記述された回答を掲載した

部分は、男女共同参画社会の実現を願う者にとっては、示唆に富む情報の宝庫である。

本報告書の最後には、「国立大学の女`性比率一覧」を掲載した。国立大学協会が10年後

の数値目標を掲げつつ走り始めて以来、５年が経過した折り返し時点において、女'性教員比

率は６．６％から９．３％に上昇した。５年間で２．７ポイントの改善である。今後この趨勢のま

まであれば、2010年(平成22年)に20％という目標は達成困難といわざるをえない。しかし

この5年間に８．９ポイントの改善を成し遂げた東京外国語大学や、７．９ポイントの改善を成

し遂げた一橋大学のような例もある。多くの国立大学において、今後飛躍的な改善が図ら

れることを期待したい。

本報告書のアンケート項目の作成および回答の分析にあたっては、当ワーキンググルー

プの委員にご協力いただいた。とりわけ、名古屋大学大学院教育発達化学研究科の金井篤

子教授には、報告書原稿の執筆にあたっていただいた。また、国立大学協会の事務局の多

大な支援を得た。とりわけ、企画部の和田雅裕氏には、アンケート調査用紙のデジタル化

やアンケートの配布・回収・督促、それに報告書の取りまとめや刊行を率先して進めてい

ただいた。ここに厚く御礼を申し上げる。

本報告書が、国立大学における男女共|司参画の推進に役立つことを願っている。

2006年(平成18年)3月

社団法人国立大学協会

企画委員会男女共同参画ワーキンググループ

座長浜田道代

２



Ｌ調査の概要

１－１調査目的

国立大学協会では，２０００年５月に「国立大学における男女共同参画を推進するために」

を発表し，その際，大学における女性の雇用および教育関連の実態把握のための調査資料

の整備，共通のデータベースの構築と必要に応じて各大学への情報提供を行えるような情

報の集積を目的に，１０年間に渡り，男女共|可参画推進状況の追跡調査を行うことを決定し

た。途中やむをえない事情により，毎年の追跡調査を実施するにはいたっていないが，本

報告書はこの目的のために実施された第３回目の追跡調査報告書（第］回追跡調査報告書

；２００１年１１月調査，2002年１１月発行，９９大学対象，第２回追跡調査報告書：2003年１

月調査，２００６年３月発行，９９大学対象）である。

今回の調査の最も大きな特徴は，インターネットによる調査方式を取り入れたことであ

る。今回は初めての試みであり，質問紙の設計や図表等の書式化が必要だったことから，

それほど効率化には貢献しなかったが，これにより，今後の追跡調査が迅速に行われるこ

とが期待できる。また，各大学からのメッセージをそのまま掲載する部分が含まれており，

各大学の推進状況を各大学の言葉で把握することができる点も特徴としてあげられる。

1－２調査方法

インターネット方式による質問紙調査（添付資料Ｃを参照のこと）

1－３調査対象

2005年５月１日現在設置の８７大学及び２短期大学（回収率１００％）

1－４調査期間

２００５年９月から２００６年１月

３



Ⅱ男女共同参画の現状：統計調査結果

Ⅱ－１大学における女性比率の推移

図Ⅱ－１は国立大学における学部，修士課程汀博士課程の卒業者および教員の女性比率

の推移を１９７２年度から２００５年度まで見たものである。２００５年度は学部学生37.7％，修士

学生26.0％汀博士学生24.4％，女性教員（助手を除く）比率は９３％であった。

年度ごとの推移を見てみると，学部学生の女性比率は1999年からほぼ36％前後と安定

してきているのに対し，修士学生，博士学生の女性比率は，年々増加していることが見て

取れる。これに対し，教員の女'性比率も年々微増傾向にあるものの〆博士学生の増加率と

比較して，その増加率は低く抑えられており，博士を修了しても，教員としての受け入れ

が追いついていない状況が第１回調査以来依然として続いていることが示された。

女'性教員比率についてさらに111Ｍ別にその推移を示したのが図Ⅱ－２である。２００５年度

における女性教員比率は，学長２．２％，副学長２．０(ル教授６．４％，助教授ＩＬＯ％，講師

16.8％，助手１６．２％で，教員総数（助手を除く）における女性教員比率は９．３％となった。

:微増ではあるものの順調に増加傾向にあることが指摘できるが，2000年６月の国立大学協

会報告書「国立大学における男女共同参画を推進するために」における提言である「2010

年までに２０％」の目標は，このままの推移であれば，達成は不可能であることが指摘でき

る。

図Ⅱ－３は国立大学における男女別教員数と女性教員比率の推移について示したもので

ある。女性教員比率は徐々に{''１びているものの，男女別に見れば，圧倒的に男性が多いこ

とが明らかである。また，その(''1び率も遅々としたものであることは否めないであろう。

４
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Ⅱ－２大学の意思決定機関等における女性比率

大学の意思決定機関等における女性比率を表Ⅱ－１に示した。学長補佐４７％，経営協

議会､教育研究評議員等３．０％,部局長等１９％,監事３．４％で,教授における女性比率６．４

％をさらに下回ることが明らかとなった。

表Ⅱ－１大学の意思決定機関等における女性比率

機関名 女 男 計

女性

比率

(％）

調査対象大学

中最高女性比

率(％）

調査対象大学

中最低女'性比

率(％）

学長補佐 1４ 283 297 ４．７％ ３３．３％ ０．０％

経営協議会､教育研究評議会等 7８ 2，５３０ 2,608 3.0％ 36.4％ 0.0％

部局長等 2３ 1１９７ 1２２０ 1.9％ 40.0％ ０．０％

監事 ２ 5６ 5８ 3.4％ 100.0％ 0.0％

小計 117 4,066 ４，１８３ ２．８％

非常勤理事 ３ ６１ 6４ ４．７％ 100.0％ 0.0％

大学運営に参画する外部委員等 6８ 604 672 １０．１％ ３３．３％ 0.0％

非常勤監事 ２ 1１５ 117 1.7％ ５０．０％ 0.0％

小計 7３ 780 8５３ ８．６％

合計 1９０ 4,846 5,036 3.8％



Ⅱ－３専門分野別女性比率の推移

専門分野別に学部卒業，大学|院修了者と職名別教員の男女比率を示したのが図Ⅱ－４

（１）、（２）である。

（１）女子学生比率の比較的高い専門分野の特徴

専門分野別で最も女子学生比率が高い分野は「家政」であり，学部は１００％，博士学生

も８３．３％を女性が占める。これに対し，女性教員比率は助手，講師はほぼ学生比率と同等

の比率であるが，助教授，教授は５５％前後にまで低下する。「人文科学」は女子学生比率

が学部学生６５．８％，修士学生５３．７％，博士学生４７．９％と，他分野と比較して女`性比率が

高いが，女性教員比率は助手30.6％，講師３６．７％，助教授２Ｌ９％，教授１１９％であり．

かなり格差のあることが見て取れる。「教育」，「芸術」は学生，大学院生の男女比率は

およそ半々であるが，教員の男女比率はおよそ３０％から１０％前後に過ぎない。「保健」は

学部，修士はほぼ男女同率であるが，博士では女』性比率が２５．７％と半減し教員比率は２０

％から］0％程度にとどまっている。これらの専門分野は学生の女性比率が高いものの，教

員における女性比率が低く，女子学生比率に見合った女､性教員比率が期待される。

（２）女子学生比率が'1二'程度の専門分野の特徴

「社会科学」，「理学」，「農学」は学生の女性比率は専門分野別に見るとほぼ中程度

であった。学部学生では３７．１％（社会科学），２８．９％（理学），４２．８％（農学）の女性比

率であるが，博士学生ではそれぞれ24.0％，１４．６％，２３．４％に減少する。また，社会科学

の助手，講師を除くと，女`性教員比率は女子学生比率と比較して，かなりの低率である。

これらの専門分野においては，女子学生に対する大学院進学へのエンカレッジと，女子学

生比率に見合った女性教員比率が期待される。

（３）女子学生比率の低い専門分野の特徴

「工学」「商船」は専門分野別の比較において，もっとも女子学生比率が低いが，教員

においては，「商船」の助手を除いて，さらに女性比率の低さが顕著になった。学生の女

'性比率に見合った女`性教員比率が期待されるともに専門分野として，女子学生比率を高

める努力が期待される。

また，図Ⅱ－５（１）、（２）は専門分野別・女性比率（助手を除く）大学数である。

該当する専門分野のある大学でその専門分野における女'性比率（助手を除く）を示した。

９
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Ⅱ－４非常勤講師の状況

非常勤講師の男女比率について示したのが表Ⅱ－２である。この中で，本務を持たない

非常勤講師（60歳未満）の女１性比率が５３．２％と特に高いことが指摘できる。この割合は第

１回追跡調査時の３７９％，第２回追跡調査Ⅱ寺の４９．９％と増加傾向にありより深刻化して

いると言えよう。事実上常勤化している非常勤講師を常勤教員として採用する努力が期待

される。

単位：人表Ⅱ－２非常勤講師の構成

禺閉、.､.､■、
■、■、

Ⅱ－５採用および昇任

常勤教員の採用および昇任は，講師の学内昇任を除き，いずれも常勤教員の女性比率を

上回り，女性教員比率の微増の傾向がここでも示された。

単位：人表Ⅱ－３常勤教員の採用・昇任などの異動

'４

本務の形態 女 男 計

女』性

比率

(％）

調査対象大

学中最高女

性比率(％）

調査対象大

学'1ｺ最低女

性比率(％）

専任教員の本務を持つ者 Ｌ８０６ 12,093 1３，８９９ 13.0％ 36.6％ 0.0％

教員以外の本務を別に持つ者＊ 523 1０，７９９ 1２，３２２ 12.4％ 60.0％ 0.0％

本務を持たない非常勤講師(６０歳以上） 422 2」１０ 2,532 16.7％ 100.0％ 0.0％

本務を持たない非常勤講師(６０歳未満） ３，２２３ 2,837 6,060 53.2％ 100.0％ ０．０％

合計 ６，９７４ 2７，８３９ 3４，８１３ 20.0％

任用形態 異動後の職名 女 男 計

女`性比率(％

）

(参考）

Zoo5年度常勤教員

の女１性比率(％）

採用･転入

教授

助教授

講師

助手

小計

6３

1９６

1２６

5２３

9０８

664

8０８

４１４

2３００

４」８６

727

1００４

5４０

2８２３

５，０９４

8.7％

19.5％

23.3％

18.5％

１７．８％

６．４

l］､０

1６．７

１６」

学内昇任

教授

助教授

講師

小計

1４４

1２７

6３

334

982

8３７

４５１

２，２７０

1１２６

964

５１４

２，６０４

12.8％

13.2％

１２．３％

12.8％

6.4

lＬＯ

1６．７



Ⅱ－６職員の状況

職員の状況を表Ⅱ－４に示した。また，図Ⅱ－６はこれをグラフにしたものである。そ

の他一般職員７０．９％，主任等６２．７％，係長，専門職員等２３．３％，課長補佐,専門員等６．６

％，課長以上８６％であった。第１回追跡調査（その他一般職員６５．９％，主任等５２．８％，

係長，専門職員等２２．３％，課長補佐,専門員等13.1％，課長以上４８％），第２回追跡調

査（その他一般職員６７．１％，主任等５５．９％，係長，専門職員等２２．５％，課長ﾈili佐,専|]'１員

等ｌＬ０％，課長以上５．７％）における状況と比較して，依然として，主任等に滞留する傾

向のあることが指摘できる。課長以上は増加しているものの，これは医療系について，第

１回，第２回調査の際には，看護部長，副看護部長について，特に区分上の指定をしなか

ったが，今回の調査では看護部長，副看護部長を課長相当職以上に区分するようにしたこ

とから，増加したものであり，実質的な増加分ではないと考えられる。

1５



表Ⅱ－４職員の状況

計事務系 技術技能系 至療系 教務系 その他

女性

比率

(％）

女性

比率
(％）

女性

比率

(９６）

女性

比率
(妬）

女性

比率

(妬）

女性比

率(妬）
職名

男女男 女 女 男 男女 男 女 女男

課長相当職以上 224 21387 8.64２ 1８０ ００ Ⅱ 1８２.iＯ５ ２０ ２ 1５７ １．３ 9９ 6４．５ 、 ８ ００

課長補佐.専門員等 2１２ 2，８０１ 7.01２８ 2.140 5.6 2６ 417 5-9 5０ Ｈ０Ｅ 1９．８ Bi 4１ 1６．３ 、

Ｐ
■
Ⅱ
Ⅱ 0.0

係長､専門職員等 '０，１７６ 23.61７３ 6５．４ 3，１３７１３７０ 6５５７ 3４７ 2.780 １１］ 1.366 5４ 9９ 3５３ Ｊ１ 1６ ｑｏ7２４

主任等 2.440 2555 4８．８ ４ 1６ 0-0 5,045 3,098 62.09５ 2,506 95.2 ０3８７ 1９．７ 1２６ 1４ ２２．２

その`他一般職員 4６９ 22.6 20,486 ６９．９3－１５３ 3,572 1６．２０１ 3１７ 9４ 3２２ 8,8387２１ 2.639 21-5 2,030 8８．９ 275 5３５
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課長相当艦以上 4２ 2.105 1５７ 1．３ 1８０ 9９ 6４ 1８ ０．０ 224 2.387
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Ⅱ－７「女性学，ジェンダー関連講座」開設状況

平成１６年度における女J性学，ジェンダー関連講座の開設状況を表Ⅱ－５に示した。表中

（）内は第２回追跡調査（平成１５年度）の結果である。開講科目数は，学部では４６８

コマで第２回追跡調査よりも３７コマ増加した＝博士前期（修士）課程では１８４コマで第２

回追跡調査よりも３３コマ増加した。博士後期（博士）課程では１０５コマで第２回追跡調査

よりも７コマ減少した｡全学共通科目では１７０コマで第２回追跡調査よりも６４コマ増加し

た。公開講廊は２０コマで第２同追跡調査よりも７コマ減少した}。総数は９４７コマで第２

回追跡調査よりも１２０コマの増加であった。

受講者概数は男`性総数が１７，６２６名（第２回追跡調査より８，０６７名増加），女剛性総数が

24,121名（第２回追跡調査より４，６１６名増加）であり特に男性受講者の伸びが顕著であ

った。男性の受講者の増加には全学共通科目が貢献していると考えられた。このように開

設科目数の増加につれて，受講生が増えていることは望ましい傾向と考えられるが，学生

総数から見れば，その受講割合はまだ限られており，今後についても科目開設数の増加が

期待される。

表Ⅱ－５女性学･ジエンダー研究関連授業開講状況

（）は前回調査;平成１４年度

1７

課程
開講
科目数

担当教員(人）

女 男 専任 非常勤

受講者概数(人）

女 男 受講者計

①学部
468

(431）
3８１ 278 523 1３４

1４，３１１

(11,065）

9,369

(8,872）

23,680

(19937）

②博士前期(修士)課程
1８４

(151）
1４４ ６１ 1８３ ２１

779

(1,062）

4８１

(442）

1,260

(1504）

③博士後期(博士)課程
1０５

(１１２）
6５ 4９ 1０２ 1４

２１０

(192）

9１

(１１２）

3０１

(304）

④全学共通科目
1７０

(106）
1８９ 319 ４２５ 8７

8,555

(６８１２）

7.375

(106）

15,930

(6918）

⑤公開講座
2０

(27）
2９ 2９ 4８ 1０

266

(374）

310

(27）

576

(401）

計
9４７

(827）
808 7３６ 1,281 2６６

24］21

(19505）

17,626

(9559）

４１，７４７

(29,064）



Ⅱ－８育児介護休業等の利用者数

表Ⅱ－６および図Ⅱ－７は平成１４年度から平成［６年度までの育児介護休業等の利用者

数と利用者が教員であった場合の代替教員数および代替コマ数である。男性の育児･休業

取得者，および介護休業取得者が出てきていることは望ましい方向といえるが，まだその

数は限られており，今後の課題である。

壷、－６育児介護休業等の利用者数(平成１４～１６年度）

代替教員数職員教員 代替
コマ数女’男１女’男’女’男

2１１３
４１１０７１

部分休業 ロロ ﾛ４ ０

平成14年度 育児休業 411４２１１３１１９９１1１６

Cｌ介護休業 0 Cｌ 、ロ 9１§

部分休業 0 Cｌ ﾛ１ 2０ 、：

平成15年度 育児休業 4111５４ 8１２９４1０１１１，１９１1２８

介護休業 O’ ﾛ４

■
－
１
－
１

７

ロ ０

０１１３３ OＩ部分休業 ﾛ ﾛ４ ロ

平成16年度 育児休業 181’１６３1４１ 411,307 ２ 6０

介護休業 ロ O’311１７ ロ 、２

図Ⅱ－７育児介護休業等の利用者数(平成１４～１６年度）
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Ⅱ－９保育施設の設置状況

表Ⅱ－７は保育施設・設備等の設置状況の一覧である。また，保育施設の詳細は９０ペ

ージ以降に示した。学内および提携保育所(室)は２９（２４大学），その他学内保育施設・設

備は３（３大学）であった。そのうち，病院に設置されているものが１６であった。大学か

らの援助についてみてみると，認可保育所は基本的に土地の無償貸与と光熱費，設備費で

あり，無認可保育所はほかに人件費を援助しており，もっとも多い大学からの援助額は，

1,882万円（大学医学部付属病院内保育所）であった｡

表Ⅱ－７保育施設･設備等の設置状況

数

大
大
作
谷
、

川
本

’一コ一一一一
１１ｍ・』』■』■■■・
’
Ⅱ

1９

大学名

学内及び

提携保育
所（室）

他
内
施
設

の
学
育
・
備

そ
の
保
設 名称または特徴等

北海道大学 １ 国立大学法人北海道大学子どもの園保育園（札幌市認可保育園）
東北大学 １ 国立大学法人東北大学川内けやき保育園
秋田大学 １ 千秋保育園

千葉大学 １ 千葉大学医学部附属病院さつき保育園

東京大学 ２ 【1】 たんぽぽ保育園、東大駒場地区保育所、【授乳室】
お茶の水女子大学 １ 【1】 いずみナーサリー、【ベビールーム】

新潟大学 １ あゆみ保育園

信州大学 １ 信州大学医学部附属病院授乳所

金沢大学 １ 【1】 つくしんぼ保育園、【授乳室】

岐阜大学 １ 岐阜大学医学部|吋属病院たんぽぽ保育所

名古屋大学 ３ ひまわり保育園、どんぐり保育園、あすなる保育所
三重大学 １ 医学部附属病院内授乳所（さつき保育園）

大阪大学 ２ たけのこ保育園、まきぱ保育所

神戸大学 １ はとぽっぽ保育所

鳥取大学 １ 鳥取大学医学部附属病院保育室

岡山大学 １ 医学部・歯学部附属病院保育所

広島大学 １ 広島大学病院保育園

山口大学 １ 山口大学医学部附属病院保育所

徳島大学 １ 徳島大学医学部附属病院授乳所

九州大学 ２ まつぽっくり保育園、杉の子保育園

長|崎大学 １ 長崎大学医学部・歯学部附属病院院内保育所

熊本大学 １ こぱと保育園

鹿児島大学 １ 鹿児島大学授乳所（あおぞら保育園）
琉球大学 １ 琉球大学医学部附属病院授乳施設

合計 2９ ３

大学数 2４ ３



､、男女共同参画推進の実施状況に関する調査結果

本調査項目は２０００年５月に発表された｢国立大学における男女共同参画を推進するた

めに」における提言に基づき，その推進状況を明らかにしようとするものである。第１回，

第２回追跡調査では，各提言の推進状況を尋ねるとともに，施策の実施の有無について回

答を求める方式であったが，本追跡調査では，個別の施策についてそれぞれその実施状況

を尋ねた。そのため，単純に比較できない部分があることに注意が必要である。また，読

査対象大学数も第１回，第２回追跡調査では，，大学であったが，今回の追跡調査時点では

８９大学となっていることについても注意が必要である．

Ⅲ－１男女共同参画に関する広報や啓発活動

男女共同参画に関する広報や啓発活動において！：最も実施されているのは，ホームペ

ージによるもので２１大学（23.6％）が実施中であった。ついで，広報誌などの雑誌が１７

大学（19.1％），講習会が１４大学（15,7％），学生ガイダンスが１３大学（１４６％），シ

ンポジウムが７大学（7.9％）であった。第２回追跡調査では，ホームページによるもので

１４大学（１４１％）が実施中であった。広報誌などの雑誌が１１大学（]Ｌ1％)，講習会が１２

大学（１２．１％），学生ガイダンスが１０大学（１０．１％），シンポジウムが９大学（9.1％）

であった。こういった広報や啓発活動はチャネルの多いことがその成功の決め手となると

考えられるが，最も多かったホームベージについても，検討･中を含め３２大学（35`９％）が

取り組んでいるにとどまり，６０％以上の大学が「男女共同参画に関する広報や啓発活動」

が未検討壜あるいは回答なしの状況であることが指摘できる。

図Ⅲ－１男女共同参画に関する広報や啓蒙活動
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Ⅲ－２男女共同参画を推進するための指針（規則・規定）等の制定

男女共同参画を推進するための指針（規則・規定）等の制定については，学長声明，

通達等（文書）が９大学（101％），学長指示等(口頭)が１５大学（16.9％），指針（規則

・規定）を制定が１３大学（14.6％），学内規定等に附記が１２大学（13.5％）であった。

第１回追跡調査は調査全体で７大学（７１％），第２回追跡調査は学長声明，通達等（文書）

が６大学（6.1％），学長指示等(口頭)が６大学(‘１％)，指針（規則・規定）を制定が８

大学（８１％），学内規定等に附記が８大学（３１％）であったことから，いずれもやや増

加したことが分かる。

図Ⅲ－２男女共同参画を推進するために指針(規貝|｣･規定)等の制定

ロ実施中□検討中ロ未検討ロ不畦

’１学長声明、通達等(文書） ９１１４ 箙

甲
一
■
■
■
■

'2１２学長指示等(口頭） 1５１８ 6４

1３３指針(規則。規定）を制定 1９ 繩 １

'２４学内規定等に附記 1２１１０ 6５

６１６ 7７５その他

0Ｗ 20％ 40％ 60％ 80Ｗ １００Ｗ

Ⅲ－３男女共同参画を推進する担当組織，委員会の設置

男女共同参画を推進する担当組織，委員会の設置については，３０大学（33.7％）男女共同参画を推進する担当組織，委員会の設置については，３０大学（33.7％）で実

施され，１］ノ<学（１２．４％）が検討'二１ｺであった。これは第１|丘|追跡調査時点における１２大

学（]2.1％，2001年１１月），第２|Ⅲ|追跡調査時点における１６大学（162％，２００３年１

月）から大きく増加したと言える。このうち，組織として整魑傭している大学は，女性支援

室（お茶の水大学），男女共同参画室（名古屋大学），男女共同参画推進事務室（京都大

学），男女共同参画推進室（奈良女子大学），男女共同参画推進室（九州大学）の５大学

であった。形態としては，委員会としての設置が最も多く，その設置目的も，男女共同参

画推進に関する委員会，ハラスメント|坊止に関する委員会，人権に関する委員会’人事に

関する委員会，苦情処理に関する委員会など種々に渡った。ほかに，プロジェクト，ワー

キンググループなどがみられた．
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図Ⅲ－３男女共同参画を推進する担当組織.委員会の設置

検討中□未検討□不朋□実施中□

4７ １実施(検討)状況 1１30

100Ｗ20％ 40Ｗ 60％ 80％０Ｗ

Ⅲ－４統計資料等の整備と問題点の分析

統計資料等の整備と問題点の分析については，現状調査が２２大学（２４７％）で実施さ

れ，意識調査は１１大学（１２４％）｜その他の調査が７大学(７９％)で実施されている。第

１回追跡調査は調査全体で１１大学（1ＬＭ），第２回追跡調査は現状調査１９大学（19.2

％），意識調査９大学（9.1％），その他の調査１大学（１０％）であったことから，調査

実施大学数が増加していることが分かる。また，検討1:'１の大学が現状調査では７大学（7.9

％），意識調査では，大学（10.1％），その他の調査では１９大学（2Ｌ３％）あり，今後続

計資料等の整備が進むものと期待される。

図Ⅲ－４統計的資料の整備と問題点の分析

□実施中□検討中□未検討□不明

１現状調査 ７ 癖 １2２

２意識調査 1１１９ 雛 １

’’９１１１７ 鰯３その他の調査
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Ⅲ－５教員の採用における公募システムの確立

教員の採用における公募システムの確立については,すべて公募である大学が１７大学

（19.1％），原則公募である大学が６１大学（６８５％），半数以上が公募である大学が６

大学（6.7％），半数以上が公募以外の大学が３大学（3.4％）であった。第２回追跡調査

時点では，すべて公募である大学が２９大学（24％），原則公募である大学が５９大学（５０

％），半数以上が公募である大学が，大学（8％），半数以上が公募以外の大学が２２大学

（18％）であったことから，公募が定着しつつあることが分かる。

また，公募の方法(複数回答)としては，ホームページが８３大学（93.3％），関係機関に

公募情報を公示が７３大学（８４３％），科学技術振興事業団が７３大学（82.0％），学会誌

が５４大学（６０７％），国立情報研究所が２８大学（34.5％）であった。第１回追跡調査時

点では，関係機関への公示が７１大学（7Ｌ７％）に対して，ホームページが６３大学（63.6

％）であり，第２回追跡調査時点では，関係機関への公示が８１大学（83.5％）に対して，

７４大学（７６２％）であったことから，従来関係機関への公示が1121心であった公募|青報の公

開が，ホームページに移りつつあることがわかる。

図Ⅲ－５(1)教員の採用における公募システムの確立：内容

ロ全て公募□原則公募ロ半数以上が公募□半数以上が公募以外□不明

61312１７ 6１

0Ｗ 20％ 40％ 60％ 80％ i00％

図Ⅲ－５（２）教員の採用における公募システムの確立：方法（複数回答）
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、－６女性教員増加を目指した大学(部局)の達成目標等の設定

女性教員増加を目指した大学(部局)の達成目標等の設定については，達成目標を設定

した大学（部局）が２８，ダイムテーブルを設定した大学（部局）が１６，実施状況の自己評

価を実施している大学（部局)が２０，実施状況の外部評価を実施している大学（部局）が７

であった。第１回追跡調査時点では，達成目標とタイムテーブルを策定した大学は２大学

であったが，第２回追跡調査時点では，達成に|標を設定した大学（部局）が１９，タイムテ

ーブルを設定した大学（部局）が６，実施状況の自己評価を実施している大学（部局)が６，

実施状況の外部評価を実施している大学（部局）が４となり，この第３回追跡調査ではさ

らに達成目標の明確化とその評価を実施する大学（部局）数が増加した。これには２００４

年度の法人化も影響しているものと考えられるが，達成目標の明確化とその評価の実施数

が増加することは望ましい流れと考えられる。

図Ⅲ－６女性教員増加を目指した大学(部局)の達成目標等の設定

ロ実施中□検討中□未検討ロ不明

Ⅱ4０
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１
１
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３実施状況の自己評価

４実施状況の外部評価

５その他
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、－７ポジティブ・アクション

ポジティブ゜アクション（男女教員数の著しい格差の積極的改善措置等）については，

教員採用における女性候補者の積極的発掘が１６大学（18.0％），採用。昇任等において資

格が同程度の場合に性バランスを配慮する制度が１２大学（１３．５％），若手女性研究者のキ

ャリア形成の支援が８大学（9.0％）であった。本調査項目は第１回追跡調査時にはなかっ

たが，第２回追跡調査を比較すると，それぞれ１８大学（18.2％）’８大学（8.1％），，

大学（9.1％）であり，採用。昇任等において資格が同程度の場合に性バランスを配慮する

制度については大学数が増加したが，後の２つについては若干減少した。
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図Ⅲ－７ポジティブ･アクション(男女教員数の著しい格差の積極的改善措置等）

ロ実施中ロ検討中□未検討□不匪

’

1教員採用における女性候
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Ⅲ－８女性教職員の昇進の拡大

女性教職員の昇進の拡大については，女性教職員に対する教育研修機会の提供，女性

職員の配置転換とも男女公平であるとした大学が８割強を占めた。また，女性教職員の昇

進に拡大については，実施中が２７大学（３０３％），検討に'二|が１７大学（19.1％）であった。

本項目は本調査で初めて採用した項目のため，経年での比較はできないが，８割の大学が

男女に公平な教育研修の機会や配置転換をしていること，３割の大学が女性教職員の昇進

の拡大に取り組んでいることは一定に評価でき今後の女性管理職比率への反映に期待し

たい。

図Ⅲ－８（１）女性教職員の昇進の拡大【平成１６年度】

口優先□公平□未検討ロ不破
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図Ⅲ－８（２）女性教職員の昇進の拡大【平成１６年度】

□未検討□不明□実施中□検討中

4５１７2７３女性教職員の昇進の拡大

100％80％20％ 40％ 60％0％

Ⅲ－９女性教員数。比率の組織評価項目への組み入れ

女性教員数。比率の組織評`価項'二|への組み入れについては，自己評価が１８大学（202

％），外部評価が７大学（7.9％）であった二本調査項目は第１回追跡調査時にはなかった

が，第２回追跡調査を比較すると，それぞれ１９大学（192％），１４大学（１４１％）であ

り，特に外部評価における組み入れ大学数の減少が顕著であった。

図、－９女性教員数｡比率の組織評価項目への組み入れ

ロ実施中ロ検討中□未検討ロ不明
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m－１ｏ理エ系，その他特に女性の少ない分野への女性の参画の推進

理工系，その他特に女性の少ない分野への女性の参画の推進については，特に少ない

部局に注意を喚起している大学が７大学（7.9％），女性の進出を妨げている要因の調査検

討をしている大学が６大学（6.7％），女子学生の大学院への進学の奨励をしている大学が

１２大学（１３５％ルポジティブ・アクションを実施している大学が５大学（5.6％）であ

った。第１回追跡調査では，注意喚起が８大学（８１％），進出を妨げる要因調査が３大学

（3.0％），大学|院進学奨励が９大学（９．１％）であった。また，第２回追跡調査では，特

に少ない部局に注意を喚起している大学が５大学（5.1％），女性の進出を妨げている要因

の調査検討-をしている大学が６大学（6-1％），女子学生の大学院への進学の奨励をしてい

る大学が，大学（9.1％ルポジテイブ。アクションを実施している大学が４大学（４０％）

であった。何らかの活動を行っている大学数は少しずつ増加しているものの，取り組み大

学の数が依然として少ないことが指摘できる「

図Ⅲ－１０理工系、その他特に女性の少ない分野への女性の参画の推進

ロ実施中口検討中ロ未検討ロ不明
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、－１１本務枝のない非常勤教員の処遇。研究環境改善の対策

本務校のない非常勤教員の処遇。研究環境改善の対策については，事実上常勤化して

いる長期勤務者の常勤としての採用を行っている大学が２大学（2.2％），研究環境の改善

を行っている大学が８大学（9.0％），専任ポスト獲得，情報へのアクセス当の企画拡大の

ための配慮を行っている大学が９大学（１０１％），教員との交流，共同研究プロジェクト

への参力|｣を,促進している大学が１６大学（18.0％）であった。第１回追跡調査では，非常勤

講師対策を行っている大学が３大学（3.0％）であった。第２回追跡調査では，事実上常勤

化している長期勤務者の常勤としての採用を行っている大学が１大学（１０％），研究環境

の改善を行っている大学が４大学（４０％），専任ポスト獲得，情報へのアクセス当の企画

拡大のための配慮を行っている大学が４大学（4.0％），教員との交流，共同研究プロジェ

クトへの参加を促進している大学が８大学（8.1％）であった。何らかの活動を行っている

大学の数は増加しているものの,取り組み大学の数が依然として少ないことが指摘できる。

図、－１１本務校のない非常勤教員の処遇｡研究環境の改善の対策

ロ実施中ロ検討中□未検討□不匪
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Ⅲ－１２研究における男女共同参画の推進と女性研究者の研究環境の改善

研究における男女共同参画の推進と女'性研究者の研究環境の改善については,大学内，

大学間共同研究プロジェクト等への女性研究者の参加が４４大学（49.4％），補助業務から

の開放や処遇面における差lIjlll(１勺慣行の撤廃指示が２５大学（２３１％），キャリア形成上不利

な処遇を受けている事例調査をその改善措置が７大学（7.9％）であった。第１回追跡調査

では，それぞれ３８大学（38.4％），１０大学（10」％），１大学（Ｌ０％），第２同追跡調

査では，それぞれ２７大学（27.3％），５大学（5.1％），２大学（2.0％）であった。経年

では，若干数値の変動があるものの，第３回調査時点で取り組み大学数が増加しているこ

とは評価できる「

図Ⅲ－１２研究における男女共同参画の推進と女性研究者の研究環境の改善

ロ実施中□検討中ロ未検討□不明
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Ⅲ－１３大学の意思決定の場への女性の登用

大学の意思決定の場への女性の登用については，実施中の大学が４４大学（４９４％）で

あった。第１l亘|追跡調査では３１大学（39.4％），第２回追跡調査では３４大学（35.0％）

であった｡

図Ⅲ－１３大学の意思決定の場への女性の登用

□実施中□検討･中□未検討.□不鴎

141 4０4４
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Ⅲ－１４教職員の待遇に関する不服申し立て制度の整備

教職員の待遇に関する不服申し立て制度の整備については，実施中の大学が４０大学

（４４９％）であった。第１回追跡調査では２０大学（２０２％），第２回追跡調査では１７大

学（17.5％）であった。

図Ⅲ－１４教職員の待遇に関する不服申立制度の整備

□整備中□検討中□未検討□不明
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Ⅲ－１５セクシュアル･ハラスメント防止。対応のための制度の整備

セクシュアル・ハラスメント防止・対応のための制度の整備については，ガイドライ

ン制定が８１大学（9Ｌ０％），相談窓口の設置が８９大学（100％)，相談員の研修が６５大学

（730％）、防止のための措置啓発活動が８６大学（97.6％），プライバシー保護・二次被

害防止のための措置が８０大学（89.9％）であった。第１回追跡調査は，ハラスメント防止

に取り組んでいると回答した大学は９７大学（９８０％）であった。第２Ｉ亘|追跡調査では，ガ

イドライン制定が７５大学（75.8％），’1:H談窓口の設悩が９１大学（919％），イ1二|談員の研

修が７５大学（75.8％），防止のための措置啓発活動が８８大学（８８９％），プライバシー

蝋保護。二次;被害防止のための措置が６２大学（６２６％）であった。今回のすべての設問中最

も取り組まれている施策であり，今回の調査ですべての対象大学に相談窓口が設置された

ことが明らかとなった，

図、－１５セクシャル･ハラスメント防止･対･応のための制度の整備

□制定済・設置済。実施中□検討中□未検討□不明
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Ⅲ－１６育児環境の整備，介護との両立支援についての継続的改善

育児環境の整備，介護との両立支援についての継続的改善については，保育施設以外

の育児支援策が２４大学（２７．０％），育児支援に関するニーズ調査が２６大学（２９２％），

大学院生の育児支援が９大学（]ｑ］％），留学生の育児支援が４大学（４５％），介護支援

に関するニーズ調査が５大学（5.6％）であった。第２１可追跡調査では，保育施設以外の育

児支援策が７大学（71％），育児支援に関するニーズ調査が９大学（9.1％），大学院生

の育児支援が３大学（3.0％），留学生の育児支援が４大学（4.0％），介護支援に関する

ニーズ調査が２大学（２０％）であった。育児支援に関するニーズ調査がこの間約３割の大

学で実施されたことが分かる。

図Ⅲ－１６育児環境の整備､介護との両立支援についての継続的改善
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Ⅲ－１７その他の対策

その他の対策については，９大学（１０１％）が実施中で，３大学（3.4％）が検討中で

あった。具体的には，女性トイレ，更衣室，休養室，医務室等の環境整勵傭。夜間の安全措

置の改善。部分的な旧姓使用の承認。家庭と仕事を両立させるための，ノー残業デーの設

置および夏季休日の指定。男女共同参画に関する産学官連携フォーラムの設置。次世代育

成支援対策推進法をうけ，男性の女性のともに，すべてのIliiili員が個性と能力を１分に発揮

し，安心してllillき続けることのできる雇用環境の盤`傭を図O，仕事と子育てを両立できる

ように両立支援を行う。などがあった。

図ｍ－１７その他の対策

図ｍ－１７その他の対･策

ロ実施中 ロ検討･中 ロ不販
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Ⅳ各大学の中期目標項目および今後の方針

門中女1牛教員塾

〆
』

〆
１

到り

ｇ中女件教員数

5１。 砥星この土目Jbb

3斗

大学名 北海道大学

学長名 中村睦男

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 7.1％ 総教員数 2１２６ 名中女性教員数 1５０ 名

第１期中期目標･中期計画|こお|ナる男女共同参画に関する記載

Ｉ大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置
２研究に関する目標を達成するための措置

(2)研究実施体制等の整備に関する目標を達成するための措置

(8)学部･研究科･附置研究所等の研究実施体制等に関する特記事項
･ジェンダーに関する研究教育，及びアイヌ民族をはじめとする北方諸民族に関する研究教育を総合的'二推進する体制の構築

を図る。

Ⅲ業務運営の改善及び効率化|こ閏する目標を達成するためにとるべき措置
３職員の人事の適正化に関する目標を達成するための措置
,(ﾕ)外国人･女性等の教員採用の促進に関する具体的方策

･男女共同参画社会基本法並び'二雇用の分野にお|ナる男女の均等な機会及び待遇の確保等に関する法律の精神に則り、ポジ
ティブ･アクションを含めた総合的な施策を講するための担当組織を設置するなど主主の取組により女性教員の比率を高める。

・育児'二あたる必要の生じた本学の職員や大学院学生，ボストドクター，外国人研究者等が安心して就労又は就学できるよう|こ
するため，保育園｢子どもの園｣の運営の充実等育児環境の充実整備に努める。

(5)事務職員等の採用｡養成｡人事交流に関する具体的方策
･事務職員の人事管理に当たっては，各職員の意欲･適性･能力等を勘案しつつ↑男女の均等な機会や待遇の実質的な確保'二

努めるとともに階層月'１や専門別研修民間企業や私立大学との人事交流等を実施する。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

男女共同参画社会基本法が１９９９年に制定されて以来，本学では同法に掲げる｢男女が互いにその人権を尊重しつつ責任も分か
ち合い性別にかかわりなくその個性と能力を十分|こ発揮することができる男女共同参画社会の実現｣を最大の目標として全学
的な見地から｢男女共同参画委員会｣を設置いたしました。

本委員会で'よこれまで|こ認可保育園の設置，研究者を目指す優秀な女子学生を育成するための大塚奨励金倉||設など本学独自
の施策を実施してきたところでありますⅣ

今後lよさらなる環境の整備として，次|こ掲げる諸施策を進めていきたいと考えております｢，

○職員の職業生活と家庭生活との両立を支援するための雇用環境の調査及び整備○ポジティブアクションの導入'二向けた検討
○意思決定の場への女性の参加○職員や学生からの相談'二応じる体制の整備○ジェンダーに関する教育研究を推進するため
の体制の整備

大学名 北海道教育大学

学長名 村山紀昭

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １３６％ 総教員数 3９７ 名中女性教員数 5４ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

(中期目標)Ⅲ業務運営の改善及び効率化に関する目標

3人事の適正化に関する目標

(T)教員人事の適正化|こ関する目標

優れた人材を広く求め、更に教員の質的向上を図るために、教員人事に係る基準を公開し、インセンティブの付与を可能|こする業績
の適切な評価システムなどを構築する。
(中期計画）Ⅱ業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置

３教職員の人事の適正化に関する目標を達成するための措置

(4)女性･外国人等の教員採用の促進に関する具体的な方策

○教員の採用'二際して'よ，能力に応じた公平なシステムのもと女性や外国人の採用を積極的に推進する』

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

北海道教育大学|こおける女性教員の全教員にしめる比率は、2000年段階で約１０９６で、|日国立大学99大学では10位､教員養成系

大学で|まトップであった。国大協の2010年まで20％にという至||達目標にはまだ至らないが、現在この比率は約１４％にまで上昇して

いる。今後は、中期目標･中期計画に貝||り、さら'二本学|=おける男女共同参画を推し進めるために、総務担当理事の下に学長特別

補佐を中心とする数名で｢男女共同参画のためのＷＧ｣(仮称)を早期に設立し、男女共同参画に対する本学の基本姿勢、本学の現
状、問題点と課題、それらを解決するための具体的方策、男女共同参画推進会議(仮称)の設置の必：要性等を検討する。





Ⅳ各大学の中期目標項目および今後の方針
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学長名 鈴木直義

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 5園３％ 総教員数 1３２ 名中女性教員数 ７ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

.教職員の人事の適正化に関する目標を達成するための措置
○女性の教員採用の促進に際し女性及び実務経験者の積極的な採用に努める。
○教職員の行動規範等に関して，セクシュアル･ハラスメント等防止対策を検証し，必要に応じ見直しを行うとともＩ
周知徹底を図る゜

￣､ 人権擁護の

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

本学の中期計画にも掲げてあるとおり，実務経験のある女性教員については，積極的な採用'二努めており，研究プロジェクト等に

際しても：女性研究者の積極的な任用を行っているところである。また,女性教職員の採用及び昇任人事についても，男性教職員と
の格差はない。

しかしながら，従来より女性教員が少ないことから，
も多いとは言えない｡

例えば，大学の意思決定の場等において，女性の声を反映する機会が必ずし

女性教員の増加は，雇用の平等原則に則るものであり、また優秀な人材確保･多様な知の創造と伝達からも推進されるべきもので
あることから，本学の学生の男女比率なども鑑み.特に女性の少ない分野での女性教員の増加に重きをおいて，広く公募情報を周
知し，より積極的な女性教員･研究者の採用に努めるものとする。

大 学}6名 旭1111医科:大学[差ＩＩＪ三（
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学長名 八竹直

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １３．８％ 総教員数 2８９ 名中女性教員数 4０ 名

第１期中期目標･中期計画にお(ﾅる男女共同参画に関する記載

女性教員の害１１合を増加させる方策を検討する。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針



Ⅳ各大学の中期目標項目および今後の方針

田中女1年教員数

５１

〆
』

白ロ。女1rF教員塾

正三Ｃ、

〕７

大j'学名:↓:ｌｊ１ｉﾐ至霞 北見工業大学了 =璽已

学長名 常本秀幸

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 3.2％ 総教員数 1５５ 名中女性教員数 ５ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画|こ関する記載

外国人及び女性教員の採用促進'二閏する方策

現状では本学でも外国人教員や女'性教員の比率は低いと言わざるを得ず､その改善に取り組む必要がある。しかし、一律には論じ
難い問題でもあるので､本中期目標･中期計画の期間内'二具体的な数値目標ができるよう検討を進める。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

女性教員の採用を促進するため、中期目標の期間|こ具体的な数値目標を設定できるよう検討を進める。

大学客ｌＩｉｉ蕊二;i苞$弘前i草達し■｡÷三!；

学長名 遠藤正彦

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １１．９％ 総教員数 7０６ 名中女性教員数 8４ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

・学長の下'二学外有識者３名及び学内から選出した教職員４名から構成される人事苦情処理室を設置し,教職員の人事及び給与

等に関する不服申立を受け付|ナ，問題の処理に当っている。

・学内の常置委員会としてハラスメント防止等対策委員会を置きハラスメントの防止，対策及び相談を任務として行うととも'二ハラ
スメントに起因する問題が生じた場合の調査及び対応を行っている。
。全学の教職員及び大学院生を対象に保育施設の設置に係るニーズについてアンケートを実施中である。



Ⅳ、各大学の中期目標項目および今後の方針
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の現堀ｒエＦ１百l帛房i由1０
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大学名 ｜岩手大学

学長名 平山健一

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 ７４％ 総教員数 420 名中女性教員数 3１ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

Ⅲ業務運営の改善及び効率化に関する目標及び目標を達成するためにとるべき措置

３教職員の人事の適正化に関する目標を達成するための措置
4)女性、外国人等の採用の促進に関する具体的方策
(ﾕ)男女共同参画に配慮し､女性の採用･登用の拡大を図り、教職員の２０９'6の構成'二なるよう努める。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

事務系職員の女性比率は２３４％で目標の２０％を超えているが,今後は教員の女性比率をたかめるように努めたい｡また，事務

職員については女性の幹部登用を推進するため『他機関に出向させ広い視野での考え方を養うなど種々の経験を積ませて人材の
育成を図っている。

大学名 '東北大学■ﾉーエーモニＴⅡ:ご念ゾー丁冠ﾉｺｪ

学長名 吉本高志

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 7.5％ 総教員数 ２６４０ 名中女性教員数 1９９ 名

第１期中期目標･中期計画にお|ﾅる男女共同参画に関する記載

鬮女性教員数の増員'二ついて積極的に取組むとともに､社会的･文化的'二つくられた性差からの解放の問題解決等に努める。ただ
し、女性教員人材数'二限界がある学術領域においては．単純な数確保につながらないよう慎重な配慮に努める。
･職員等の男女の比率を改善し、男女共同参画体制の早期実現のため、任用において、応募者の研究｡教育上の能力等を公正|こ
評価するように努める。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

東北大学で'よ平成１３年４月に｢男女共同参画委員会｣を設置し本学におlナる男女共同参画状況の調査｡広報活動･ジェンダー教
盲の振興･相談窓口の設置等の男女共同参画の推進'二向けた活動を行っている。

平成１４年９月'二|よ｢第１回東北大学男女共同参画シンポジウム｣を開催し「男女共同参画推進のための東北大学宣言｣を採択し

翌年にはその宣言に躯った男女共同参画社会の実現に必要な諸分野の研究･教育を推進するための｢東北大学男女共同参画奨
励賞：（通称:沢柳賞)｣を倉ll設した□また、１６年度に行われた学内利用(希望)状況調査に基づき１７年９月に学内保育所(｢川内け
やき保育園｣)を開所している．このほか，全部局に男女共同参画ワーキンググループを設置して専門領域に応じた研究教育環境
の改善に努めている｡しかしながら本学'二お|ナる全

学の女性教員比率は７５％にとどまっており教職員の人的構成上のジェンダー｡バランス確保の問題で'よ改善の兆しはごくわず

かとなっている□今後、ジェンダー･バランスの改善を一層促進するため'委員会が年次ごと|こ各部局の教員比率を把握し適宜助
言を行うこととしている。



Ⅳ各大学の中期目標項目および今後の方針
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平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １４６％ 総教員数 1３０ 名中女性教員数 1９ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

３人事の週止化に関すも白標

○適正な人事評価の体制及びシステムを検討する。

○教職員の流動性･多様性を向上させるために必要な措置方策について検討する。
(I)～③記載略
(､)外国人｡女性等の教員採用の促進'二関する具体的方策
○ジェンダーバランスについては、全学として女性比率を高めるよう努力する。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

干成１５年４月に|宮城教育大学男女共同参画推進に関する懇談会｣を設置し、同懇談会において、本学における現状とその推進'二

かかる検討を行い、同懇談会から(1)男女共同参画に関する意識向上の啓発②育児休業｡介護休業の際の代替える要員の確保(3)
環境整備(1)男女共同参画推進に関する組織への男性の参加の４つの提言が行われた｡翌平成16年７月に｢男女共同参画推進プ
ロジェクト｣を新たに設置し､懇談会からの4つの提言を踏まて､①男女共同参画の現状の調査及び自己評価②男女共同参画の推
進のために必要な啓発活動(3)男女共同参画の推進のための具体的事項の策定(豆)その他男女共同参画の推進に関する事項の
任務にあたっている。同プロジェクトでは､現在、育児休業･介護休業支援策の策定及び附属学校における実態調査の結果を分析
し、男女共同参画lこ関する意識の向上、環境整備、男女共同参画への男性の参加等を推進する等の活動に取り組んでいる。

し大;学F名（ 秋圧 大学)-ﾉｰご」＝

学長名 三浦亮

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １１．６ｑ'６ 総教員数 5７０ 名中女性教員数 6６ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

中期目標人事の適正化'二関する目標…教員組織の柔軟性･流動性を高め，教員構成の多様化を推進する。

中期計画教職員の人事の適正化に関する目標を達成するための措置
○外国人･女性等の教員採用の促進に関する具体的方策

･平成１６年度に，同一大学出身者の害||合，外国人,女性及び障害者の積極的登用についての指針を策定する。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

本学では，男女共同参画を積極的に推進するため：平成１７年２月に男女共同参画推進委員会及び同委員会の専門委員会として

男女共同参画推進専門委員会を設置し男女共同参画推進を図るための組織を立ち上げた。また，平成１７年４月に男女共同参画
担当学長補佐を配置し同学長補佐を男女共同参画推進委員会委員及び同専門委員会委員長に任命し男女共同参画の積極的取
り組みを開始した。今年中に，男女共同参画の取り組みに係る提言を策定する。また，教職員の意識調査に関するアンケート調査を
実施する。その他昨年度，今年度と先進大学から講師を招き｢男女共同参画講演会｣を開催したほかハラスメントに関する講演会
も企画している。今後'よ提言に基づく具体策を検討し安全･安心･健全な職場とキャンバス環境の整備女性教員増加のボジティ
ブアクションの推進等↑積極的に取り組むこととしている。



Ⅳ各大学の中期目標項目および今後の方針
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学長名 仙道富土郎

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １２１％ 総教員数 7８７ 名中女性教員数 9５ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

中期目標Ⅱ業務運営の改善及び効率化３人事の適正化'二関する目標（１）教員について１）人事方針１．教員の人事'二当

たっては，水準の高い教育研究活動の推進や社会貢献を果たすため，多彩な人材が確保できる人事制度を構築する。（２）事務職
員等について１）人事方針１．事務職員等の採用に当たっては,広く人材を求め，採用の公平性が保たれる人事制度を構築す
る。中期計画：Ⅱ－３－（１）－１）－１－４教員横
成の多様化を推進するため，外国人･女性等の積極的な採用や実務家教員の登用の在り方|こついて実現を図る。Ⅱ－３－(2)－
１）－１－１事務職員等の採用'二当たっては，国立大学協会で実施する統一試験を基本としつつも，医療,情報及び国際交流等の
専門性を要する事務系及び技術系職員'二ついては,選考採用も活用し必要な人材を確保する。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

Ⅲ教員人事について.公募により国内外、性別の無差別を原則としているが､その中で女性の積極的採用を凶り、平成１６年度で１
1名の女性教員を採用した｡

2Ｌ事務職員について.統一採用試験合格者の中から、積極的に女性の採用を図り平成１６年度で９名を採用した。
３上位ポストへの登用．課長補佐､係長級への登用拡大を図り、なるべく近い将来に課長級への登用を目指している。
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学長名 臼井嘉一

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １２８％ 総教員数 ２６５ 名中女性教員数 3４ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

･女性の教員採用'二ついては、今後とも優れた人材を積極的に確保するという観点から一層の推進を図る゜そのための方策として、
女性が働きやすい職場環境を整備する。

･セクシュアル｡ハラスメントをはじめとする各種ハラスメントの防止を含めた、教職員が守るべきガイドラインを定め、学内外に、周
知｡公表する。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

１６年度に学長の諮問機関として設置された男女共同参画検討準備委員会|こおいて、全教職員、全学生を対象にlセクシュアル･ハ
ラスメントと男女共同参画'二関するアンケート｣を実施し、現状調査､意識調査を行った。その結果等を踏まえた学長への答申|こ基づ
き、１７年度に本学の男女共同参画の推進｡啓発活動、調査検討機関として男女共同参画推進専門委員会を発足させた。
今後は、当委員会を中心に、本学における男女共同参画に関する基本方針を｢宣言｣｢憲章｣という形で策定し､本学における男女共
同参画の基本的姿勢の確立を図る。また、セクハラ等の人権侵害や、本学における男女共同参画を実現する上での教育環境･職場
環境上の課題の解決のため、ガイドラインの策定、講演会の実施などにより本学の全構成員の意識改革を行っていく。



Ⅳ各大学の中期目標項目および今後の方針
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学長名 菊池龍三郎

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １０６％ 総教員数 ５７５ 名中女性教員数 6１ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

なし

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

状況に応じて、検討を進めていきたい｢！
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学長名 岩崎洋一

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １２％ 総教員数 1６９１ 名中女性教員数 ２０３ 名

第１期中期目標･中期計画におlﾅる男女共同参画に関する記載

外国人教員や女性教員が|動きやすい勤務環境を整備するとともに，国籍｡性別を問わない人事を推進し,平成１６年１月現在,外
国人教員率(２２％)，女性教員率(１０４％)の拡大を図る。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

育児･介護休業制度を次のとおり拡充した。

･育児のための勤務時間の短縮を小学校就学前まで取得可能とした。

･介護のための休業期間を通算３年まで可能とした｡
また，学内|こ保育施設を設置する計画を策定中である、



Ⅳ、各大学の中期目標項目および今後の方針
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学長名 大沼直紀

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １１．５％ 総教員数 １１３ 名中女性教員数 1３ 名

第１期中期目標･中期計画にお|ﾅる男女共同参画に関する記載

女性教員の採用促進に関し，外国人･障害者の教員の採用と合わせて|大学全体の目標及びこれに基つく各部局の目標を設定し，

推進を図る』こととした｢，

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

平成１６年度においては，大学全体の目標の検討を開始するとともに,女性の助手２名を採用するなど女性教員の採用を促進し

た。弓|き続き女性教員の採用を促進する方針である〔；
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学長名 田原博人

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １１．３％ 総教員数 3４５ 名中女性教員数 3９ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

男女共同参画基本法に配慮して職場環境の充実に努める。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

優れた教員を確保するため、国内外の男女を問わず､広く公募を行っているⅡ
事務系職員についても、柔軟かつ公正な採用方針により、男女の区別なく有能な人材の確保Ｉこ努めているⅡ





Ⅳ、各大学の中期目標項目および今後の方針
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学長名 古在豊樹

平成１フ年５月１日現在の女性教員比率 １５．５％ 総教員数 1２６３ 名中女性教員数 1９６ 名

第１期中期目標･中期計画'二お|ﾅる男女共同参画に関する記載

(中期計画）

各部局にお|ﾅる個別の教員選考にあたっては，公募制の徹底を図る。
(１７年度計画）

各部局にお|ナる個別の教員選考にあたっては，年齢性別国籍等のバランスに配慮しつつ，弓|き続き公募制の徹底を図るとと
もに，人事の透明性を高める。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

教員選考'二関しては公募制は原則であり，一部の部局では選考委員に外部の委員を委嘱するなど,教員の選考|こお|ナる透明性

の確保について改善がなされている。

平成16年度においては，全学で15名の女性教員が採用されている。

本学では，弓|き続き公募制の徹底を図るとともに$各機関の検討状況を勘案してさらに改善に努めたい。

大学:名~が 東京大学

学長名 小宮山宏

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 9.2％ 総教員数 3９８８ 名中女性教員数 3６６ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

Ｉ大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

１教育に関する目標を達成するための措置

(4)学生への支援に関する目標を達成するための措置

○学習相談｡助言･支援の組織的対応に関する具体的方策

｡｜固々の学生の学習｡研究､専門分野や授業の履修に関するきめ細かい相談･指導･助言体制の充実を図る｡相談等の組織的対応
においては男女共同参画の理念を念頭に置いて進める。

Ⅱ業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置

３教職員の人事の適正化に関する目標を達成するための措置

○男女共同参画等の促進に関する具体的方策

･教職員の雇用について男女共同参画の推進に努める。

･教職員の採用については、国籍､性別、ハンディキャップ等にとらわれない開放的で、人材本位の人事政策を推進する｡

Ｘその他

２人事に関する計画
（１）雇用方針

･教職員の雇用について、男女共同参画の推進に努めるとともに、人材本位の人事政策を推進する□

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

|｢東京大学男女共同参画基本計画｣を推進した結果、教職員の女性比率は、教員が８４％(平成'５年５月１日現在)から９２％(平成１７

年５月１日現在)に､教員以外の職員が482％(平成15年１月３１日現在)から495％(平成17年５月１日現在)'二それぞれ増加した□個
人が性別にかかわりなくその個性と能力を十分'二発揮できる男女共同参画社会の実現を、２１世紀の最重要課題と位置づける男女
共同参画社会基本法の精神をふまえ、今後も引き続き男女共同参画を推進する｡



Ⅳ、各大学の中期目標項目および今後の方針
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大学と名 東京医科歯科大学H■三Ｗ-マユー

学長名 鈴木章夫

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １５．１％ 総教員数 ６７７ 名中女性教員数 1０２ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画|こ関する記載

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

太,学名

｛外一丼
》一星｛

｜東》 国語大学 1－1

学長名 池端雪浦

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 29.7％ 総教員数 2４６ 名中女性教員数 7３ 名

第１期中期目標･中期計画|こおける男女共同参画|こ関する記載

･教員採用'二あたっては、国籍､性別による差別を行わない｡

･外国人･女性教員については今後も積極的な採用に努める｡

･性別にかかわらず能力'二応じて職員を採用する。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

学生について本学は従前より、女子学生の比率が大きく、学部では６７９６、博士前期課程は６５q'６，博士後期課程は５６９６となって

いる。本学はさまざまな分野で活躍する国際的人材の育成を目標として活動しており、そのような人材の育成は男女共同参画の椎

進に直接に寄与していくことと考えている〕また､学生の選抜にあたっては男女どちらかを優遇するといった制度を設けず、志願者を
公平に選抜している。

次に教員については、国大協の提言｢国立大学教員の女性比率を20％|こする｣の数値をはるか|こ越えて､現在既に女性教員比率
２９７９'6を達成しているばかりでなく、ここ５年間、教員の採用では女性教員比率３６％、昇任では女性教員比率３３９６となっており、

女Ｉ性の在籍比率はさらに増加している｡これは、採用、昇進、共同研究者の選択といった選考判断上の基準lこおいて業績、能力の

みを重視し、性別|こよる処遇の違いを一切認めていないからである｣優秀な教員の採用は大学の教育研究の活性化に非常に重要
な問題であり、これまで通り性別に関わらず処遇すべきものと考えている、

大学の現状は以上の通りであるが、今後もこれまでと同様性別に関わりなくよりよい人材育成、研究環境提供を行っていき、ひい

て|まそれが男女共同参画の推進となるよう努めたいと考えている。



Ⅳ、各大学の中期目標項目および今後の方針
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大学名jＩ 東京'学芸大学 =、Ｌ－６－－

学長名 鷲山恭彦

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １７％ 総教員数 ３７６ 名中女性教員数 6４ 名

第１期中期目標｡中期計画にお|ﾅる男女共同参画に関する記載

外国人教員、女性教員の採用促進について検討する。
常勤の事務職員について、女性の採用の促進を検討する。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

男女共同参画推進を継続的に進めるため、基本理念(案)・行動計画(案)の作成及びその実行にあたる仕組み･制度等を提案して
もらうため｢男女共同参画推進プロジェクト｣を立ち上げた。
今後は、プロジェクトの提案を受け、基本理念、行動計画等の基盤整備を行う予定である。

大学１名 東京農工大学Ａ１セ－－」二一

学長名 小畑秀文

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 6.4％ 総教員数 ４１９ 名中女性教員数 ２７ 名

第１期中期目標｡中期計画'二お|ﾅる男女共同参画'二関する記載

中期計画において

｢教職員の人事の適正化に関する目標を達成するための措置」掴蒲郡函辨
○
現
ま
○
叺
翫

人｡女性等の教員採用の促進に関する具体的方策として、「国籍、性別、障害の有無、出身大学等にとらわれない採用を実

〕

ことを記載している，

､「研究実施体制等の整備に関する目標を達成するための措置」
適切な研究者等の配置に関する具体的方策として、「研究者の採用'二際しては、国内外の大学･研究所等への募集の周知を図

化、男女共同参画を考慮して､外国人や女性研究者の採用も十分'二検討し､その選考結果を公表する。」ことを記載してい

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

上記中期計画を受|ナ、教育研究評議会は、「教職員人事に関する基本方針｣を策定し、その中で国籍、性別、

学等|ことらわれない採用を一層進めることなどを定めている。部局等の教授会･運営委員会は、この基本方針Ｉ
ている｡

障害の有無、出身大

二基づき選考を行なっ

また、常勤の事務職員'二ついては、平成１６年度実績として女性の占める害|I合は、２９９６となっているが､近年、新採用者として積極
的に女性を採用している。
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大学名了 '東京芸術大学？

学長名 平山郁夫

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １３９％ 総教員数 ２２３ 名中女性教員数 3１ 名

第１期中期目標･中期計画にお|ナる男女共同参画に関する記載

外匡１人･女性等の教員採用の促進に関する具体的方策

･外国人教員と女性教員の採用を促進する。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

平成１６年５月２７日に制定したI教員の採用及び昇任等に関する選考要項｣に基づき、教員の新規採用にあたっては、同一の能力
であった場合、外国人教員、女性教員、障害を有する教員を優先的に採用することとしている。

大学;名豐｢窪ＬＬ:： 東京要業大学)L工

学長名 相澤益男

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 ５２％ 総教員数 1１３４ 名中女性教員数 5９ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

･第１期中期目標･中期計画への記載はない．

･平成１８年度より年度計画として，男女共同参画に関する事項を策定し取組を開始する予定である。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

･企画室に男女共同参画に関する検討ワーキンググループを設置し育児支援制度の整備に関して検討をしている状況である。

･東京工業大学ハラスメント対策委員会を設置し’各種ハラスメント等の啓発活動及び対応等を行っている。

･今後，理工系分野の特性を踏まえた男女共同参画の在り方の観点で，企画室を中心として検討を開始する。



Ⅳ各大学の中期目標項目および今後の方針

笘中女Ｔｌ三教員勢

、 hkEと名字ｲ弱fＯ亜コエ1百I老＝l由lＣ
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４１Ｋ

大学〈名 東京海洋大学
、

・毎㎡６

学長名 高井睦雄

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 111％ 総教員数 252 名中女性教員数 2８ 名

第１期中期目標･中期計画にお|ﾅる男女共同参画に関する記載

中期目標:教育研究の活性化のため、教職員の採用等は国籍や性別等を問わす'１】昌広〈人材を求め、そのため公半で－頁圧のあゐ

採用等を目指す。
中期計画:教職員の採用等は、

とする。

教育研究分野の特色等'二合わせて適切な人材を求め、国籍や性月||等にとらわれない公募製を原則

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

中期目標･中期計画|こ基づいて推進しているが､具体的な計画は今後検討していく〆

大学名 お茶の水女子大学ﾉ!～ｉｆ上」て

学長名 郷通子

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 ４５％ 総教員数 238 名中女性教員数 1０７ 名

第１期中期目標･中期計画にお|ﾅる男女共同参画に関する記載

常に時代社会の要請に答え得る優れた女性指導者･研究者を育成し、男女共同参画に寄与するととも|こ、男女共同参画社会の実

現に寄与する。

男女共同参画社会を実現するため、ジェンダーを考慮した人事制度を構築する。具体的計画としては、女性のライフスタイル(妊
娠・出産｡介護等)に即応した研究体系と研究支援を進め、資質を十分に発揮可能な分野や女性が不足している分野の女性研究者
を重点的に育成する。また、女性の社会進出を促進するために他の助成教育機関と連携を行う=能力が均等な場合には女性の採
用を優先し、女性の役職への登用を促進する。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

現状

｢女性支援に直結する研究拠点｣として、２１世紀Ｃ○Ｅ拠点｢誕生から死までの人間発達科学｣(Ｈ１４～Ｈ１８)と｢ジエンダー研究のフ
ロンティア｣(Ｈ１５～Ｈ１９)を、実践活動として｢アフガニスタン等開発途上国女子教育支援活動」(Ｈ１５／７－)を、津田塾大学･東京
女子大学｡奈良女子大学･日本女子大学ととも|こ実施している。「保育施設による研究者｡大学院生支援活動｣としては、大学院生に
対し､ニーズに合わせたフレキシブルな時間預かりや保育料の半額を奨学金として返還する精度を行ったいる。「育児休業を取らな

い教員の職務軽減制度｣(Ｈ１７－)として、男女を問わず半期２コマ年間４コマまで非常勤講師を手当てし、委員会等大学運営への
公務負担を軽減している

今後の方針

１３０年に及ぶ本学の女子教育の伝統とともに、日本におlナる｢女性リーダーの育成拠点｣を形成する｡今年度後半に｢リーダーシッ

ブ論公開講座｣を予定しており、来年度から｢女性リーダー育成のための特別教育フログラ
ある｢アカデミック世界のリーダー育成プログラム｣から始めて、女性研究者数の職位上昇（

ム｣を実施する計画である。先ず実績の

こ伴う急速な減少を緩和し、次に政策の立

案･実施能力をもった｢産業界や官界のリーダー育成｣のためのプログラムを実施する計画である｡また、「男女共同参画｣を組織とし

て進める計画であり、講師以上の女性教員比率を現在の４０％から５０９６へと増加を目指したいと考えている二，
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‘大学-名１日Ｊ１ＬＦＥに 電気通信大学

学長名 益田隆司

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 5.5％ 総教員数 344 名中女性教員数 1９ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

★ｹﾞﾄ'二１人、又1王寺(ﾉﾉ仕用の促進に関す●具１本印万策

人種、国籍､性別等による差別のない採用を促進するとともに､特定の大学やグループに依存しない開放的で人物本位の採用を図
る．

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

大)学｣'名;i;１ 「

--Ｌ~1~1
￣■「-門
■､ i憲橋大学=§ii=章二蓬二二!÷j;=Ｉ！

学長名 杉山武彦

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 288％ 総教員数 4４１ 名中女性教員数 1２７ 名

第１期中期目標･中期計画にお|ﾅる男女共同参画に関する記載

外lｴ1人･女'住の教員採用が拡大するように配慮する｢，事務職員採用時|こおいて、年齢構成を勘案する等人事上の考慮すべき
事情に配慮するととも|こ女性職員の登用について積極的に取り組む。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

|市民の字である社会科学の総合大学｣(本大学研究教育憲章)を褐ｌｆる本学'二おいて、男女共同参画社会の実現に向けた取り

組み|よきわめて重要である｡そのため社会学研究科を中心に他研究科と連携し、男女共同参画社会にむ|ナた全学的な教育プロ
グラムを策定し、憲章の提示する教育体制を実現させる」平成１７年度に学長裁量経費によるプロジェクト｢一橋大学にお|ナる男女
共同参画社会実現に向|ナた全学教育プログラムの策定｣が立ち上がった『，これにより、本年ジェンダー専任教員を採用するなど
組織的基盤をつくりあげている。また、次年度は、高等教育機関の視察､専門家招聰、ワークショッブの定期開催を行うこと|二よって
この点での全学的教育プログラムを完成させる｢］さらに平成１６年度分'二ついて、５名が専任教員として採用された□（内訳:教
授１名、助教授１名、専任講師３名）また、事務職員の採用にあっては、１２名のうち４名が女性の採用であった．
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大(学、名 政策研究大学院大'学）

学長名 吉村融

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 29.4％ 総教員数 ５１ 名中女性教員数 1５ 名

第１期中期目標･中期計画にお|ﾅる男女共同参画|こ関する記載

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

本学では、男女共同参画の推進について特に明文化や委員会の設置等を行っていないが、学内委員会等怠忠決定の場において

女性の積極的な参画に努めているところ。また、昇進や採用に際しては、男女といったジェンダーの観点ではなく能力による選考を
行っている ◎

大学名 横浜国立大学j三二Lエー ーwｉ－－：;i目」．: ■■け

学長名 飯田嘉宏

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １２．３％ 総教員数 ６１９ 名中女性教員数 7６ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

｢教職員の人事の適正化に関する目標を達成するための措置｣の具体的方策の－つとして、｜外国人･女性等の教員採用の促進｣を

掲げ､部局の特性に応じて他大学出身者、本学出身者の他機関勤務経験者、さらに外国人や女性など多様な経歴､経験や出身基
盤を持つ者を積極的に採用するよう配慮することとしている。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

多様な経歴､経験や出身基盤を持つ者を男女区:'|なく積極的'二採用したいと考えている。
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大学J名 上越教育大学L～八 ｡‐１－CU

P~、ﾛ----ｓ

学長名 渡邉隆

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １９．３％ 総教員数 1６６ 名中女性教員数 3２ 名

第１期中期目標｡中期計画における男女共同参画に関する記載

〔中期目標〕

○人事の適正化に関する目標

教員人事は，シンプルで明確な基準によって管理しその基準は公開を原則とし公開しうる業績等のデータによって評価する。研
究業績によって基準をさだめ，教育･研究指導の実績を重視した評価を行う，
教員の創意工夫と職員の志気が反映される人事システムを目指す。
〔中期計画〕

○外国人･女性等の教員採用の促進に関する具体的方策
外国人･女性教員採用|こ関する検討を組織的'二行い，その促進を図る゜

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

女性の教員への雇用促進のための検討を行う。

学長名 貫井英明

平成１フ年５月１日現在の女性教員比率 １１９％ 総教員数 5９５ 名中女性教員数 ７１ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

本学が取りまとめた｢山梨大学男女共同参画推進の提言一現状･意識調査を踏まえて－｣に基づき、全学的な取り組みとすることと
し､総務常置委員会の下に設けた教員の人事|こ関する小委員会において、女性教員の登用と育成の推進及び女性教職員採用の

促進と確保のための環境を整備するための検討を行っているところである。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

総務常置委員会の下に設|ナた教員の人事に関する小委員会おいて、i引き続き、女性教員の登用と育成の推進及び女性教職員採

用の促進と確保のための環境を整備するための検討を行うこととする｡特に、女性教員の採用促進に関する具体的な検討を継続し
て行うこととする。なお、教員の募集|ま原則として公募で行っているが､採用にあたってはジェンダーバランスを考慮して行うこととす
る '。



Ⅳ、各大学の中期目標項目および今後の方針「一声『
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Ⅳ各大学の中期目標項目および今後の方針

呂中女性教員勢

丙
〃

呂中女件教冒数

、

５４

大学名 !富山大学～:コハー‐（’－４魂？))ゴーへゴム,:ぃYｊｕ
▲

学長名 西頭徳三

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １２９％ 総教員数 ４７４ 名中女性教員数 ６１ 名

第１期中期目標･中期計画|こおける男女共同参画に関する記載

国際性男女雇用機会均等法の精神などの観点から，外国人教員，女性教員の採用を促進する。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

全学的な検討組織の構築を進める』

大学名 )富山医科薬科大学ヨミに１～＝二…ルー￣■~雑~丁;〆~$〆ボー参~:へ…～

学長名 小野武年

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １６．４％ 総教員数 ３６５ 名中女性教員数 ６０ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

次世代育成支援対策推進法に基づく，本学にお|ナる行動計画を策定し,子育てを行う職員の仕事と家庭生活との両立を支援する
大学運営への女性の参画機会の拡大及び管理職への登用の方策を検討する。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

｢国立大学法人富山医科薬科大学職員の育児休業等に関する規程｣に基づき，育児休業の取得可能期間を最長３年間とし，その間

は育児に伴う代替要員の雇用を積極的に促進すること等’育児休業を取得しやすい職場環境の調整･改善を図っている。平成１６年

度の育児休業'二ついては,事務職員及び看護師とも出産者全員が申請･取得しており取得しやすい環境下にあるといえる。
女性の管理職への登用では，平成１６年度に教授会構成員への昇任が決定した者は６名。また，事務職員は２名，看護職員では６

名が昇任した。



Ⅳ、各大学の中期目標項目および今後の方針

｜名己Ｌ+】Ｚｒｌ正ｮ2JI自叡

邑中女件翠口員敷

＜弓
Ｌ｣←■

大学名工一 高岡短期大学

学長名 西頭徳三

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １５．５９'６ 総教員数 ５８ 名中女性教員数 ９ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画|こ関する記載

特記事項はありません。

男女共同参画の推進|こ関する本学の現状と今後の方針

特記事項はありません。

大学名 金沢大学

学長名 林勇二郎

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １３２９'６ 総教員数 1０３３ 名中女性教員数 1３６ 名

第１期中期目標･中期計画にお|ﾅる男女共同参画に関する記載

中期曰標

Ⅲ業務運営の改善及び効率化'二関する目標
３教職員の人事の適正化に関する目標

非公務員型という法制度を活用し、多様な才能を備えた人材を集め、教職員各人が有する潜在的能力を発揮でき、主体的･意欲
的|こ取り組むことを可能とする柔軟な人事システムを構築する。
中期計画

Ⅱ業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置
３教職員の人事の適正化に関する目標を達成するための措置

○雇用･勤務形態等の見直し･充実を図り、短時間勤務、非常勤、兼業･兼職など柔軟で態様な勤務を可能とする人事制度'二つ
いて整備する。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

[－れまでの本字の王な動き」

本学|こおける男女共同参画への正式な取り組み'よ平成１３年１０月男女共同参画推進委員会の設置にはじまる。その後１２月|こ
は同委員会の中に，啓発･環境整備専門委員会，任用企画専門委員会の２委員会が設|ナられ,協働して本学の男女共同参画の椎
進を行う事となった。「フォーラム｣開催「授乳室｣新設など法人化を挟み､またそれ以降も弓|吉続き２委員会(法人化以降の名
称;啓発･環境整備小委員会，登用企画小委員会)を中心に男女共同参画の実現に向けた取り組みを行っている１
なお，これまでの本学における進捗状況は下記の通りである，

平成１２年７月教員の男女共同参画検討のための｢教官任用専門委員会｣を設置
平成１３年２月同委員会報告｢本学教員にお|ナる男女共同参画の推進|こついて(最終まとめ)」
平成１３年１０月同報告の提言を受け，男女共同参画推進委員会を設置
平成１３年１２月同委員会に啓発･環境整備専門委員会，任用企画専門委員会を設置
平成１４年１１月金沢大学フオーラムー教育現場から｢男女共同参画社会｣の実現|こ向けて－を開催
平成１６年４月法人化後の男女共同参画推進委員会を設置

平成１７年１月角間キャンバスに｢授乳室｣を設置

平成１７年３月同委員会に啓発･環境整備小委員会，登用企画小委員会を設置
平成１７年３月「男女共同参画に関する講演会｣を開催
平成１７年７月「男女共同参画に関するアンケート調査｣を実施

【現状と今後の方針】

現在，平成１７年７月に実施した｢男女共同参画に関するアンケート調査｣を分析･検討中である｡今後は，調査の結果を踏まえ本
学の現状及び職員の意識･ニーズを分析，本学に合った必要な諸施策について検討し平成１３年２月の提言よりもさらに詳細か
つ具体的な行動計画(提言)を策定し取り組む予定である。



Ⅳ各大学の中期目標項目および今後の方針
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大学_し名～～ 福井大学
０．､．。§￣~

｡～■

色･＞_‐.･･ﾑｫﾊｰの二八了:Ｔ－さ,0.N

学長名 児嶋眞平

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １０．５％ 総教員数 ５７０ 名中女性教員数 6０ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

1）男女共同参画を実現するための取組について更に検討する。－ジェンダーバランスの適正化に配慮するととも|こ，女性が働きや
すい環境の整備に努める。－

２)女性教員の採用促進の方策を検討する。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

職場環境や性差別意識に関し職種毎に調査を進めており関係委員会で随時内容に検討を加え，可能なものから改善措置を実施
している。

また，原則公募としている教員の採用について'よ従前どおり均等に応募機会を提供することを基本としつつⅡ今後とも公募情報を
広範囲に周知することに加え女性候補者の積極的発掘を図る゜

大学名 岐阜大学－J－〆 IDｒ＄｡－

学長名 黒木登志夫

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １２４％ 総教員数 ８３０ 名中女性教員数 1０３ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

男女共同参画を推進し､女性教員を積極的に採用する．

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

男女共同参画計画の推進と、女性教員の積極的な採用に関する具体的方策について検討を行う，



Ⅳ、各大学の中期目標項目および今後の方針

呂中女'↑ＬＦ教冒熟
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：大学名エンィュ） 静岡;大学丙}Ｆ１：

学長名 天岸祥光

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 ８．８９'６ 総教員数 736 名中女性教員数 6５ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

女性教職員、外国人及び障害者の採用を積極的に進め、多様な教職員構成を図る。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

男女平等、公平を大原則に男女共同参画の推進を進めていく｡

大学名吟仁
ヨ
|浜松医科大学

学長名 寺尾俊彦

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １５５％ 総教員数 2７８ 名中女性教員数 4３ 名

第１期中期目標･中期計画|こおける男女共同参画lこ関する記載

女性教員採用枠の設定を検討したが､優秀な人材を採用する目標と対立するときの困難があり、第１期中期目標として採用するに
至らなかった。男女の参画|こ特に差別をしている事実はないため、それに関する計画の記載はしていないⅡ

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

附属病院職員の産休交代要員の確保をするなど､産休を取りやすい条件を整えている□また、保育所の設置や、育児休暇後の復帰

を円滑|こする研修等の処遇も検討中である。教員の採用に関しては、特に男女を差別する規則も意識も無いという認識が共有され

ており、優秀な人材を採ることが最優先となっている。昇進'二ついても同様である。しかし、看護学科では、女性教員が圧倒的に多
<、医学科には男性教員がはるかに多いのが現状である。社会的な要因によって生じた男女割合の現状を直ち'二変えようとすると無

理が生じるが､形だ'ナでもバランスを整えることを目指すことl二は、価値がある。教員の男女比を設定するような方策の基本的な意

味から検討して、小さな改善と長い努力を重ねる方針｡



Ⅳ各大学の中期目標項目および今後の方針

門中女件教員薮

ごコエ'百'参京l由Ｍ１

砿三二の現状と今耀０ロ

５８

l大｢学名 名.古屋大学一一〕［圧ミ ＿_｣

学長名 平野眞一

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １１．４％ 総教員数 1８１２ 名中女性教員数 207 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

Ⅱ大学の教育研究等の質の向上に関する目標

ａその他の目標（１）社会との連携に関する目標

⑦産学官のパートナーシップを通して､地域にお|ﾅる男女共同参画活動に積極的'二参画する。
⑰学内組織としての名古屋大学総合案内、社会連携推進室､産学官連携推進本部、災害対策室、男女共同参画室等の機能の強
化を図る二

Ⅲ業務運営の改善および効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置
３人事の適正化に関する目標を達成するための措置

④男女共同参画の推進を図り、女性教職員の比率を高める。
Ⅵその他業務運営に関する重要目標を達成するためにとるべき措置
礼施設設備の整備･活用'二関する目標を達成するための措置

⑱男女共同参画を促進するための環境整備を進める． 以上の４項目。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

名古屋大学では、子育て期にある構成員の研究教育･職務と育児との両立を支援するため、現在、平成１８年４月開園を目指し、大
学内保育所の設置を進めているところです［

また、平成１５年１月に学内措置で設置した男女共同参画室'二専任教員を配置し、男女共同参画推進専門委員会とともに､上記の
保育所設置の他､学部生向けジェンダー関連科目の開講や女子学生エンカレッジセミナーの開催、ポジティブ゜アクションの研究、あ
いち男女共同参画社会推進｡産学官連携フォーラム'二よる産学官連携など、男女共同参画推進のための実質的な活動を推進して
います.

なかでも年１回開催し､本年度で第５回となった部局長ヒアリングは、各部局の女性教員比率をはじめとする男女共同参画の進捗状
況を確認するほか、ポジティブ｡アクション等の女性教員比率を高めるための方策について意見を交換し、本学の男女共同参画推進
の中心的な活動となっております。

今後もこれらの活動を充実､展開することにより、名古屋大学の男女共同参画を実現していきたいと考えております。

大I学?名 愛知教育大学■←Ｐ

学長名 田原賢一

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １５２％ 総教員数 2６３ 名中女性教員数 4０ 名

第１期中期目標･中期計画にお|ナる男女共同参画に関する記載

外国人，女性障害者の教職員の採用を促進する□

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

積極的に取り組んでいきたい
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大学名蕊(）墓l豊橋技術科学大学L丁～

大学名 名古屋工業大学’：

学長名 松井信行

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 ４４％ 総教員数 3８４ 名中女性教員数 1７ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画|こ関する記載

･外国人･女性等の教員採用の促進に関する具体的方策

外国人･女性の教員採用を積極的|こ推進する。

･教職員のハラスメントの防止等に閨する具体的方策

教職員が守るべきガイドラインを定め学内外|こ周知･公表する』

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

ハラスメント防止･対応のための制度及び育児休業･介護休業制度'よ確立している。一方、女性教員の採用者数は客観的|こみて

非常に少ないことから、年度計画の中に具体的な方策を掲げ対応することとしている。

学長名 西永頌

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 ３２％ 総教員数 ２１６ 名中女性教員数 ７ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画|こ関する記載

各種ハラスメントの防止と適切な対応をするため，相談窓口を学内外に設|ナる。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

本学教員は，原則として公募制を採用しており，女性の占める害|]合は約３％となっている｡特に本学における女子学生の害11合を考

慮すると極端な性的構成のバランスが欠[ナているわけでは無いが平成１７年度の自己評価書において改善を要する点として
の女性教員数の数|直目標を定めるなど検討することとした。

現状

セクシュアル･ハラスメント対策及び育児等との両立支援制度'二ついては，今後も段階的|こ規程及び体制の整備に努めていく。
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大学名 三重大学Ｌ 4-

F｡L･

学長名 豊田長康

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １２６％ 総教員数 7４９ 名中女性教員数 9４ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

平成２１年度までに女性教育職員雇用率を１５９６(平成１６年ｇ月現員９５名１２６％)目標に増加に努める。

男女共同参画の推進'二関する本学の現状と今後の方針

･女性教育職員の職場環境について実態を把握するため、アンケート調査を予定している。
･勤労環境整備の一環として全学保育所の設置に向|ﾅて、既存の病院保育所の管理･運営状況について、受入の拡充､運営方法を
検討している。

大学名 北陸先端科学技術大学院大学
ザ

学長名 潮田資勝

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 6．３９６ 総教員数 1５９ 名中女性教員数 1０ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

Ⅱ業務運営の改善及び効率化
３人事の適正化に関する目標

(1)外国人･女性等の教員採用の促進に関する具体的方策

(中期計画）

世界最高水準の教育研究を推進するため、国籍･性別'二とらわれない優秀な人材を確保することを基本としつつ、教員構成の多様
化に配慮していく。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

教育研究のボーダレス化を推進するとともに､教員採用に当たっての公募制の活用を推進しており、また、女性の積極的雇用を進

めている。



Ⅳ各大学の中期目標項目および今後の方針
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６１

大学二名壷_冠， 滋賀大学 _=-

学長名 成瀬龍夫

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １８．１％ 総教員数 2３７ 名中女性教員数 ４３ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

女性･社会人及び外国人を採用して教員の構成を多様化する。

大学全体で教員の女性比率の向上に努める。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

中期目標･計画において、教員の構成を多様化することをあげている。その－つとして女性教員比率を上げることを目指している。現

在女性教員の比率は１８１％であるが､これを国大協の方針に沿って中期計画期間中'二２０％に近づ|ナるよう努力したい。

；大学｢;名目;､一堂÷ 滋賀医科大学i二～了一＝

学長名 吉)|｜隆一

平成１フ年５月１日現在の女性教員比率 １４５％ 総教員数 282 名中女性教員数 ４１ 名

第１期中期目標･中期計画にお|ﾅる男女共同参画に関する記載

女性の教員採用の促進に関する具体的方策

①出産を担う期間を考慮した勤務制度等を検討する。
②保育所の設置を支援する。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

上記①について|ま，子が３歳に達するまでの間，育児休業を取得できること並びに授乳期間，配偶者の出産，小学校就学までの子

の看護等に係る特別休暇を就業規則|こ定めている。

柔軟な勤務時間の設定等'二ついては，今後の検討課題である。

また,②については，保育所設置に関するワーキンググループに

聴取しながら具体案の検討|こ入る予定である。
よる報告書を役員会に提出したところであり，今後学内の意見を



Ⅳ各大学の中期目標項目および今後の方針
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門中女ＦＦ教員薮
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大学名 京都大学

学長名 尾池和夫

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 ７％ 総教員数 3０７７ 名中女性教員数 2１６ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

《中期目標》

Ⅵその他業務運営に関する重要目標
４基本的人権等の擁護|こ関する目標

｢同和問題､ジェンダー問題、障害者問題、人種･民族問題、その他各種の人権･差別問題に対し、人権尊重の視点に立った取
組を全学的に－屑推進する『』

《中期計画》

I大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置
１教育に関する目標を達成するための措置
(3)教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置

３－１適切な教職員の配置等に関する具体的方策
｢年齢構成や性別、実務経験等にも配慮した適切な教員配置の実現|こ努める二J

Ⅱ業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するために取るべき措置
３人事の適正化に関する目標を達成するための措置

３－２事務職員等の人事の具体的措置:「若手職員や女性の登用を図る。」
３－３柔軟で多様な教員人事制度に関する具体的方策:｢女性教員の採用を促進するために､育児支援体制を整備する。」

Ｘその他

２人事に関する計画(事務職員等の人事）

｢若手職員や女性の登用を図る゜」
(柔軟で多様な教員人事制度）

｢女性教員の採用を促進するために、育児支援体制を整備する。」

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

１現状:京都大学|こおいては、ハラスメントの問題など、男女共同参画推進のための個々の課題は各部局や全学委員会で対応し
ている例があるものの、男女共同参画のための基本的な方向や具体的方策を全学的見地から調査･検討する体制については、こ
れまで未整備であったことから、平成１７年７月|こ担当理事の下にプロジェクト･チーム(ＰＴ)を置き、全学的な推進体制等について検
討を行い、同１０月に当該ＰＴからの報告を基に、役員会の下で男女共|司参画'二関する調査や政策提言を行う｢男女共同参画企画
推進委員会｣を設置した｡併せて、事務的な連絡調整組織として、総務部長を室長とする｢男女共同参画推進事務室｣を設置した．
２今後の方針本学においては､今後、男女共同参画企画推進委員会が中心となって、実状調査や意識調査を実施するとともに、
男女共同参画推進基本方針(仮称)を起草した上で、全学的施策方針として役員会で議決した後、各種施策についてのアクションブ
ラン等を策定することを予定している、

大,学名 京都教育大学ユーニー

学長名 寺田光世

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 ３３」９６ 総教員数 2８１ 名中女性教員数 9３ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画|こ関する記載

セクシャル･ハラスメント等の学生の人権に関わる問題についての相談･対応の体制を整備･充実する

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

本学の女性教員比率は、国立大学協会平成１２年５月１９日報告書｢国立大学における男女共同参画を推進するために｣の資料』
－５で示されてし

いるそれが表１

､るように、平成１０年度段階で１２

５のように１７年５月現在では１７

３２％と当時のｇｇ国立大学中上位から１９番目と比較的高い位置づけとなって

６９６、附属学校を含めると３３１％とさら'こ上昇している。また、表１cのように

平成１６年度の常勤教員の採用･転入においては男女同数'二なっており、教員の女性比率は今後一層向上していくものと考えてい
るさらに、学生の女性比率を見ても、学部５８３９６､修士課程６２５％と女性比率が高くなっている。このように、本学は教員･学生
の採用等について、男女同等に取り扱う慣行が続いているため、特段のホシティブ･アクションを講じていないが､今後とも国立大学
協会平成１２年５月１９日報告書等を参考に男女共同参画を推進するための措置を講じていきたい｡なお、職員の採用等についても
男女同等|こ取り扱ってきているが、課長補佐･専門員･係長制度をグループ制に改める検討をしており、これらの実現に際しても男女
共同参画が推進されるよう努めて参りたい
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大学名二 京都工芸繊維大学

学長名 江島義道

平成１フ年５月１日現在の女性教員比率 ６％ 総教員数 298 名中女性教員数 1８ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画|こ関する記載

第１期中期曰標において、業務連宮の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置の中で、人材の育成･確保の強化|こ関

する目標を達成するための措置として、「(略)～人事基本方針は、公募制の効果的な活用や、外国人.女性の採用等の促進にも配
慮しつつ、平成１６年度中を目途に策定し、公表する。～(略)｣と記載しており、「人事基本方針｣'二女性の雇用促進を褐ｌｆている。

男女共同参画の推進|こ関する本学の現状と今後の方針

男女共同参画社会の実現に同|ナ、女性の雇用促進を図る゜当面は、教員は１０９６、教員以外の職員は30％を目標とすることを人事
基本方針に定めている。

大学名 大m阪大学，

学長名 宮原秀夫

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 ７７％ 総教員数 ２５０８ 名中女性教員数 1９２ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画|こ関する記載

（１）教員の多様性を確保するため'二、女性教員･外国人教員の採用に配慮するほか、ゲストスピーカーに学界･産業界･官界から第
一線の人物を招聰する。

(2)優秀な人材を確保するため、公募制、任期制、客員教員･客員研究員制度を活用して研究者の交流を高めるととも'二、産業界と
の交流を促進する。また、外国人、女性研究者の任用にも配慮する。

(3)外国人･女性等も働きやすい環境整備を図るとともに、外国人｡女性等の採用に配慮し、教職員構成の多様性の向上を図る。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

【現状】

1．学内保育所(２ヶ所)の運営に資するため総長裁量経費で人件費等を支援している。なお、今後の更なる整備充実を検討中であ
る ○

２男女共同参画に関する検討ＷＧを設置し､今後の男女共同参画推進のための基本方針、検討体制等について策定中である。
３全学教職員･学生に対するアンケート実態調査を実施する。

【今後の方針】

男女共同参画推進をはじめとする多様な人材活用推進の基本方針を定め、その推進方策について企画立案、提言を行う常設の委
員会を設置し、女性教職員の登用、支援体制等具体的な方策の検討と啓発活動を実施していくこととしている。

なお、同委員会においては男女共同参画についてはもちろんのこと、多様な人材活用推進の観点から、外国人、身体障害者等の環
境の整備を含め、その対応に取り組むこととしている[，
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門中女性叙員司
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6４

大学名Ｉ 大阪外国語大学)？』。 －いへ～～蝿.ゴー鳥:'ぜ～＿

学長名 是永駿

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 ２６．３％ 総教員数 2０５ 名中女性教員数 5４ 名

第１期中期目標･中期計画lこおける男女共同参画に関する記載

｢中期目標」

○学習環境や相談体制の整備'二努め、進路･就職指導等の学生支援を効果的'二行う。
○教員の流動性を向上させるとともに､教員構成の多様化を推進し、適格な人材の幅広い採用を図る』
○教職員の能力を十分|こ発揮させ、業績|こ基づいた適正な給与システムの整備を図る゜また、中･長期的な観点に立った教職員の
計画的かつ効率的な配置を行う。

○教職員の倫理の保持'二努める。

｢中期計画」

○平成１６年度から、オフィスアワー制、アカデミック･アドバイザー制を充実するととも|こ、キャンバス･ハラスメントの防止に努める．
○教員の採用は公募を原則とし、平成１６年度から、任期制など多様な任用形態の導入を検討する。
○全教員に対する女性教員の比率の一層の向上を目指す。
○平成１８年度を目標として、適正な給与システムを整備するため、インセンティブ･システムを導入する。また、中･長期的な人事計
画に基づいて、採用･昇任等において適切な人員配置を行う。
○人権ならびに倫理に関して、弓|き続き教職員のモラルの一層の向上|こ努める。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

国立大学法人大阪外国語大学企画･広報室に、学内の女性教員及び関連する専門分野の教員をメンバーとする|女性教員のＩ動き
やすい職場を作るためのワーキング･グループ｣を設置(平成１６年度)し､'Ｔ就業規則の周知、諸制度の見直し、女性比率について
の検討､採用時の性差別撤廃､別姓使用に関する基準の明確化等の法的基盤の整備､(2)ジェンダー意識改革と学内の意識の共有
のための講演会の実施､ハンフレット作成､図書の充実､'3トイレ､休憩室､保育室など施設面での整備､'３'今後の課題としての､女
性教員採用比率の向上、女性職員の労働環境改善、その他の差別への取組み、を４つの柱とする第１次提言を取りまとめた(平成
１７年３月）＝

現在、第１次提言をホームページに掲載し学内･学外から意見を聴いており、これらの意見を基に提言を現実化していく方法を検
討していくこととしている．

大学名 大阪教育大学:Ｉ巨川万■

学長名 稲垣卓

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １９．５％ 総教員数 302 名中女性教員数 ５９ 名

第１期中期目標･中期計画にお(ﾅる男女共同参画に関する記載

女性教員の採用を促進しその比率をさらに高めるとともに，管理職への登用を促進する。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

本学では，中期目標･中期計画にその内容を盛り込んでいると同時に，現在策定中の自己評価書においてもその状況を分析中であ
る。今後は，これらの分析等を踏まえた上で，方針を策定することを考えている。
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大学名． 兵庫教育大学〆

学長名 梶田叡一

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １４％ 総教員数 1６４ 名中女性教員数 2３ 名

第１期中期目標･中期計画にお|ﾅる男女共同参画に関する記載

記載なし

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

本学の女性教員比率は，１４％であり，前回調査の４年制大学全体(１０１％)，国立４年制大学(６６％)|こ比べ，高くなってい

る。今後も，男女間に障壁を設|ナることなく，能力のある人材の登用を行っていきたい。

学長名 野上智行

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １１７％ 総教員数 1４０９ 名中女性教員数 1６５ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画|こ関する記載

○教職員の人事の適正化に関する目標を達成するための措置として『外国人や女性の採用及び人事施策に関する具体的方策に
｢採用及び人事施策にジェンダーバランスに配慮することを検討する。」としている｡

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

○教員では，数部局|こおいて女性教員の比率を上げる人事を行い，別の数部局において女性教員の比率を上げる方策を検討中で

ある。また，幹部職員として女性職員を部長，事務長に

○女性職員がＩ動きやすい環境を整備する必要性から，

登用した。

次世代育成支援対策推進法に基づく行動計画を策定しその推進に努力す

るとともに,事業所内認可保育所の設置|こ向け検討しているところである□

○今後，さらに雇用環境及び労働条件の整備を進めるとともに，数|直目標の設定など具体的な方策について検討を進めて行きた
い Ｃ
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大学名 奈良教育大学

学長名 柳澤保徳

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 ２０８％ 総教員数 1２０ 名中女性教員数 ２５ 名

第１期中期目標･中期計画にお|ﾅる男女共同参画に関する記載

Ⅲ３人事の適正化'二関する目標のもと教職員の人事の適正化に関する目標を達成するための措置

○人事評価システムの整備･活用及び柔軟で多様な人事制度の構築に関する具体的方策
･学長のもとに点検評価に関する委員会を設置し､教職員の多面的な業績評価･改善システムを構築する。
○教員の流動性向上に関する具体的方策
･教員の採用に当たっては、公募制とし、多様な人材を広く求める。
○事務職員等の採用･養成･人事交流に関する具体的方策
･優秀な人材を確保するため、地区別の職員統一採用試験の活用|こより採用を行うとともＩ
用等を進める。

○中長期的な観点に立った適切な人員(人件費)管理に関する具体的方策

￣、 他機関との人事交流、外部人材の登

･中期目標｡中期計画に沿って中期的な配置計画を策定するととも'二、業務の合理化を図り、全学的観点から重要目標、インセンティ
ブに配慮した配置を適切に行う。

ｎ１Ｋ４)学生への支援に関する目標のもとに計画(･メンタルヘルス、セクシュアルハラスメント等学生の人権に配慮した取り組
み)を掲げている

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

本学には、人権教育を積極的に推進してきた歴史があり、男女共同参画社会づくりについては、セクシュアル･ハラスメントの防止
及び対応に関する指針にうたい、実現に努めているところである｡

教員の女性比率は２０８％と他大学|こ比べれば高い水準を維持している。学内での女性教員の活動も比較的活発であり、育児
支援や職員の昇任等の環境改善を||頂次、進めているところである。

大学として、「人権尊重社会の担い手となる人材の育成｣を掲げており、教職員'二とっても､そうした人材育成にふさわしい職場環境
を実現するため'二今後とも改善を図る゜

大学名 奈良女子大学

学長名 久米健次

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 ２７．９％ 総教員数 ２１９ 名中女性教員数 ６１ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

本学では、基本理念の第一に｢男女共同参画社会をリードする人材の育成一女性の能力発現を|まかり|青報発信する大学へ－｣を

掲げている。中期目標ではこの基本理念'二基づき、本学の基本的な目標として、「社会のリーダーとして男女共同参画社会の実現に
貢献できる女性人材を養成するとともに、女性のﾗｲﾌｻｲｸﾙに配慮した教育研究環境の整備、女性教員比率の向上等に努めることに

より、男女共同参画社会実現の先行モデルとなる。」を掲げ､さらに｢広くアジア諸国と連携･協力して女子教育を推進する｣、「専門教

音の高度化･学際化をさらに推進するとともに、女性のﾗｲﾌｻｲｸﾙにも配慮した制度上の運用によって、女性の高度専門職業人･研究

者を養成する。」等を定めている。また、中期計画では｢女性研究者に対する要請が高い領域や女性の進出の少ない分野の研究を

推進することにより、優れた女性研究者や高度専門職業人の育成を図る｣、「アジアに関する諸課題や女性のｴﾝﾊﾟﾜｰﾙﾄに関して国
内外での共同研究を推進する｣、「任期制や公募制を含む柔軟で多様な人事制度の運用により、教員の流動性の向上を図るととも

|こ、外国人･女性の教員採用の促進に努める.」こと等を掲げている。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

本学は女子大学であり.女性人材育成を通じて男女共同参画社会をリードする人材の育成を理念として掲げている。また、中期目

標･中期計画や大学の教育目標としても関連の事項を定めている｡現状として、教育面では４年間一貫したキャリア教育の実施、「有

職、育児、介護｣を要件とした大学院'二お|ナる長期履修制度の導入などにより優れた女性人材の育成を目指している。また、近隣の

保育所と連携するなど就学･就労環境整備を図っている地域連携事業では｢地域女性リーダー育成事業｣などを実施し､地域社会

で活躍する女性リーダーの育成を図っている,また、若手研究者支援策として｢若手女性研究者支援経費｣を設定し運用を行ってい

る人事面では､積極的な女性教職員の採用に向|ナ、「人事の基本方針｣において｢採用にあたってば、能力･業績等の評価が慨ね
同等と認められる場合には積極的に女性を採用するなどの方策により女性教員の採用の促進を図る。」と定めており、欠員が生じた

際の人事においては、この方針を確認して人事を行っているこのような種々の取組をより一層組織的なものとし、かつ外部との連

携を強化するため、今年度から｢男女共同参画推進室｣を設け、調査･企画･立案にあたることとしているⅡ



Ⅳ各大学の中期目標項目および今後の方針
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大学名 和歌山大学

学長名 小田章

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １２．９％ 総教員数 2８７ 名中女性教員数 3７ 名

第１期中期目標･中期計画|こおける男女共同参画に関する記載

教職員の人事の過止化に関する目標を達成するための措置として、教職員を性別、国籍、年齢の別なく処遇し、能力の発揮を図る
と記載している。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

平成１５年度中には、男女共同参画に関する事項を審議するための委員会を立ち上げることとしていたが、法人化への移行の中
の業務多忙により、検討が中座しているのが現状である。

今後､本学にお|ナる第１常置委員会等に置いて、検討を再開する予定である。

‘大学名ｂＬ::?ａ '奈良先端科学技術大学院大学

学長名 安田國雄

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 6．９９，６ 総教員数 2１６ 名中女性教員数 1５ 名

第１期中期目標･中期計画にお|ﾅる男女共同参画に関する記載

外国人、女性等の教員採用の促進に関する具体的方策として．国籍、性別などを問わず､能力、業績及び適性に基づく人材本位の
公平･公正な採用を行うとしている。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

教員選考会議において人材本位の公平･公正な採用を実施しており、今後も推進していく予定である，



Ⅳ各大学の中期目標項目および今後の方針
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大学'名 鳥取大学
-￣ｳ

ﾛI.」－－-二三2---

学長名 能勢隆之

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １２３％ 総教員数 7０７ 名中女性教員数 ８７ 名

第１期中期目標･中期計画|こおける男女共同参画に関する記載

･国際化、国際貢献、男女平等の見地から外国人･女性教員の積極的な萱FFlを１丁つ。
･外国人｡女性等の採用について、「鳥取大学教員選考に関する基本方針｣|こ基づき、弓|き続き積極的|こ公募の推進を図る゜
･男女共同参画社会やハラスメントなど人権に関する講演会、説明会を開催し、学生、職員の意識改革を図る゜

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

教員採用'二あたっては、原則として公募|こよるものとし､部局長は選考経過を学長に説明することとしている。

学長は疑義があるときは､選考のやり直しを命ずることができ､女性教員の採用'二関しても､公平性は保たれている。
１５年度及び１６年度におlﾅる採用者及び昇任者の女性の人数(害||合)は、次のとおりであり、１６年度における女性昇任者のポイン
ﾄの伸びは、積極的登用の意識が浸透しつつあることを表わしている。
１５年度:採用者６９人【うち女性１５人:２１７９６】昇任者５４人【うち女性５人：９３９'6】
１６年度採用者５６人【うち女性１１人:１９６９６】昇任者３３人【うち女性１０人:３０３９，６】

今後も､積極的登用の基本方針を堅持する．

大川学名 島根大学刀

学長名 本田雄一

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １１．８９'６ 総教員数 6９７ 名中女性教員数 8２ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

・適正な能力評価を踏まえて教員総数|こ占める女性や外国人教員の比率を法人化以前よりも高める｡・１６年度末

までにあらゆるハラスメントに対する苦情に関して,迅速かつ公正中立'二対応するための学外者を含めた体制を構築する。
・１８年度末までに子供を持つ教職員のために学内環境を整える。

男女共同参画の推進'二関する本学の現状と今後の方針

・男女共同参画キャンパスづくり企画提案グループ|こより．目的推進体制や女性教員増加のための公募システムの確立,ポジ
ティブアクションの採用，教育，研究，労働環境の改善等の項目を含む｢島根大学男女共同参画キャンパスづくり企画書｣を作成し
た。・セクシャルハラスメント

に関して'よ学外相談窓口を設置し調査委員会の構成員に学外者も加われるような制度を構築した。
・１８年度に'よ学内保育施設を設置する予定である。



Ⅳ、各大学の中期目標項目および今後の方針
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大〕学』;名ﾐニニゴ 1岡|山|大学三二

学長名 千葉喬三

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １２％ 総教員数 1３４２ 名中女性教員数 1６１ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

外巨1人.女!｢生寺の教員採用の促進に関する具体的方策として､教育･研究の国際化や高度化、国際貢献を推進するため、公募要領
の見直し等|こよる体制の整備を行い、外国人教員を積極的に登用すると同時に、男女平等社会を視野に入れた女性教員の受|ナ入
れも促進する。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

子の養育及び家族の介護のための勤務時間をスライドできる制度を導入した｢｜今後は実際の周知方法を確認するととも'二、保育
施設の形態について調査する予定である。

大学２１名÷Lえ二:?｣玉 広島大学 ￣_｣,曰''日'__.,-.-.

学長名 牟田泰三

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 9.2％ 総教員数 1６４１ 名中女性教員数 1５１ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画|こ関する記載

(中期計画での記載）

Ⅱ業務運営の改善及び効率化'二関する目標を達成するためにとるべき措置
３教職員の人事の適正化に関する目標を達成するための措置
【外国人･女性等の教員採用の促進に閏する具体的方策】
（２）女'性教員等の採用を促進するため，弾力的な勤務形態の導入や，
保育施設の整備など勤務環境の条件を改善･整備する。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

女性教員等の採用に当たり，勤務環境の条件の改善･整備'二ついて，
必要に応じて検討することとしている。



Ⅳ、各大学の中期目標項目および今後の方針
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大学}名 山口大学

学長名 加藤紘

平成１７年５月１曰現在の女性教員比率 １２７９'６ 総教員数 ９１３ 名中女性教員数 1１６ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

中期目標（１）

女性の教職員の積極的採用や登用に努めるほか,教育研究活性化のためにⅢ外国人の採用を進める｡
中期計画（１）

女性教員比率の著しい向上をめざし達成へ向|ﾅて部局単位で進捗状況を点検する。
中期計画(２）

能力と意欲|こ応じた男女均等な人事上の処遇|こ＋分配慮し女性教職員の登用に努める。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

平成１６年度|こ目|き続き各部局等の平成１７年度女性教員の登用の方針及び平成１７年度の部局におけ６女'1生教員の状)元につい

て,募集分野募集職種募集の方法，公募の場合の女性の応募者数等の実情調査を実施し，女性教員が増加となるよう，機会あ
る毎に強調し多様な考え方を持つ人達が多様性を尊重しながら全体としてまとまりの良い職場であることを目指す｡

大学名 徳島i大学

学長名 青野敏博

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １３．７％ 総教員数 9０１ 名中女性教員数 1２３ 名

第１期中期目標｡中期計画における男女共同参画に関する記載

Ⅱ業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置

３教職員の人事の適正化に関する目標を達成するための措置
○外国人，女性等の教員採用の促進に関する具体的方策

真に職務'二ついて|憂れた人材を採用することを心がけ，国籍，性別，ハンディキャップ等の差別を
排除し教員公募時に応募を積極的に呼びか|ナる゜

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

男女共同参画の推進について'よ第１期中期目標･中期計画にお|ナる|教職員の人事の適正化に関する目標を達成するための措
置｣として，外国人，女性等の教員採用の促進に関する具体的方策を定めるととも'二学術研究の企画･立案等についての審議を
行っている研究連携推進本部会議|こおいて設置している｢女性研究者の環境を考えるワーキンググループ(仮称)」において検討を
行っている ⑪

また、事務系職員'二ついては，男女共同参画の理念のもと，女性職員の人材育成や役職ポストの登用を促進する旨を基本方針と
して定め人事異動を行っている｡

なお，平成１６年度|こおける全教職員の育児休業取得率は１００９６である。

今後は，大学全体としての取組方針や具体的な実施計画の策定を行い男女共同参画の推進|こ向けて検討を行っていきたいと考
えている｡



Ⅳ、各大学の中期目標項目および今後の方針

ロ 五二三Ｃｌ IEI
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大弍学7名三 鳴門教育大学〕

学長名 高橋啓

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １７２％ 総教員数 1６９ 名中女性教員数 2９ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

l+|朗曰偉朗向LP1二，'二|箱・1正lfilIにと１つわれない人事をｲTつといつ理念'二基つき女性教員の害11合を２０％に弓|き上げるとともに外国
人教員の増員を図る。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

男女宍|可委l旦|の確進|こ関して，鳴門教首大字では中期目標に|中期目標期間中に女性教員の害|]合を２０％に弓|き上げる｣という
記載をしており具体的数|直の目標を立てて男女共同参画の推進に積極的に取り組むこととしている□
男女共同参画の推進'二ついては，人事委員会において取り組んでおり，平成１７年５月１日現在，女性教員の比率は１７２％であ
るが,今後，女性教職員が働きやすい環境づくりを整えることで,優秀な女性教員の教員の応募増につなげ,結果として目標の達成
を図りたい、

大ｆ学h名 香illlll大学

学長名 －井眞比古

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １３８％ 総教員数 658 名中女性教員数 ９１ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

教員の採用.酉[l直|こあたっては，シエンダーバランスや外国人教員の構成比率なども考慮し多様な人材を採用する

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

男女共|可参回の趣旨を踏まえて，積極的に対応する必要があると認識している『このため，上記の中期目標･中期計画｜

るとおり今後この方針に沿って当期間中のできるだけ早い時期に達成できるよう取り組んでいきたいと考えている。
二掲げてあ





Ⅳ､各大学の中期目標項目および今後の方針
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大学名 福岡教育|大学
4ITFﾏｰｮｻﾞ｡,----,-,口-,_ﾐｰｰ､1-

学長名 松尾祐作

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 20.2％ 総教員数 2０３ 名中女性教員数 ４１ 名

第１期中期目標･中期計画|こおける男女共同参画lこ関する記載

中期曰標:限りあ●人日勺貧源を有効'二沽用すらためlこ､各組織で適正な配置を図るととも'二､教職員の流動性の向上や構成の多様
化を推進し､各組織の活性化や専門性の向上を目指す。中期
計画:外国人や女性等の教職員採用の促進に向|ナて、環境や条件を整備する｡

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

男女共同参画'二関する提言における,育児環境の整備等,職業生活と家庭生活との両立支援に対する取り組みやハラスメント防
止のための啓発活動(講演会，説明会，研修会,ポスター作成･掲示，アンケート調査)を推進している｡
女性研究者が結婚･離婚における研究キャリアの面で不利益を被ることのないよう，｜日姓使用を認めている』
今後は，中期目標･中期計画の年度計画に褐|ｆるように，女性職員を取り巻く状況'二ついて調査し,課題等を整理することとしてい

る。

大|'学１名〕パエL三 九州大学宝い:こ～ﾃーオー

学長名 梶山千里

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 ８．５９'６ 総教員数 2３１９ 名中女性教員数 1９６ 名

第１期中期目標･中期計画におlﾅる男女共同参画に関する記載

中期目標の|人事の適正化に関する目標｣を達成するための中期計画のなかの、外国人、女性等の教員採用の促進に関する具体
的方策として、「女性､外国人､他大学出身者等の採用を促進し､これら女性等教員の害||合、人数等を本学全体及び部局別に定期
的に公表し､教員構成の多様性向上を図る゜」と記載している。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

本字では、平成１６年３月|こ男女共同参画の推進に関する検討ワーキンググループにより取りまとめられた｢九｣''1大学の男女共同参
画を推進するための提言｣に基づき、平成１６年４月に九州大学男女共同参画推進室を設置した．
本年度は男女共同参画推進に係る経費として約１００万円を予算措置し､特に、啓発活動及び広報活動を重点事項として、推進室の
ホームページを作成し、男女共同参画推進に係る情報提供を行ったり、男女共同参画推進啓発のためのボスターやチラシを作成
し、配布するなど行っている。

今後は､特に､女性教員拡充のための具体的方策の策定が必要であると考えている。
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大学≦名’ 九州工;業大学!＝

学長名 下村輝夫

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 ５％ 総教員数 3９８ 名中女性教員数 2０ 名

第１期中期目標｡中期計画における男女共同参画に関する記載

大項目:業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置
教職員の人事の適正化に関する目標を達成するための措置

小項目：教育･研究のための戦略的･効果的な教職員の採用'二関する具体的方策
外国人及び女性の教育職員の確保'二努める」

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

大Ｉ学１名 佐l賀大,学二Ｊ：￣

学長名 長谷１１１

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １０．５％ 総教員数 5０７ 名中女性教員数 5３ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

人事の適正化に関する目標

教育｡研究組織及び人事配置の柔構造化と教員構成の多様化を進める。

外国人｡女性等の教員採用の促進に関する具体的方策
外国人教員，女性教員が|動きやすい職場環境をさらに充実する。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

女性教員が働きやすい職場環境を充実するため，対象者に対してアンケート実態調査等行い，適宜，トイレ，更衣室等の整備を
行っている，

また，国立大学法人佐賀大学教員人事の基本方針に｢女性教員の積極的な雇用を図る｣の項目を盛り込み，男女共同参画の椎
進'二努めているところである。
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学長名 齋藤寛

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １３９％ 総教員数 9７９ 名中女性教員数 1３６ 名

第１期中期目標･中期計画にお|ナる男女共同参画に関する記載

○外国人･女性等の教職員採用の促進に関する具体的方策

･就業規則等の整備を通じて、女性の|動きやすい環境を整備する。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

本学では、第１期中期目標･中期計画において就業規則等の整備を通じて女性の|動きやすい環境を整備すると掲げた．平成１６年４
月の法人化を迎えて､法律改正より前に｢長崎大学曰々雇用職員及びパートタイマーの育児休業及び介護休業'二関する規程｣を制
定し、有期労働契約職員に育児休業を取得可能とした,､ま
程｣を制定し、育児休業期間中のみならず、産休中(産前.

た、「長崎大学女子職員の出産に際しての代替要員の確保に関する規
産後併せて１４週間)にも代替要員を置くこととし、休みやすい環境を提供

したⅡまた、平成１４年度以降教授への女性登用が８名、助教授への登用が７名、事務職員の係長以上の職への登用が６名、平成１
５年度の事務職員の新規採用３１名のうち１８名が女性と女性職員の採用及び役付き職員への登用は着実|こ増えている。しかしな
がら、今回の調査にお|ナる推進状況を見る限り未検討部分が目立つので、今後なお一層の男女共同参画の推進に努めなければな
らない‘

１大学名 |熊本大学iごZ＝

学長名 崎元達郎

平成１７年５月１曰現在の女性教員比率 １２％ 総教員数 ９３９ 名中女性教員数 1１３ 名

第１期中期目標･中期計画にお|ナる男女共同参画に関する記載

中期計|奥１１半成15年９月現在、女性教員の害Ｉ合は１１％であり、国立大学の全国平均より高いが､今後とも能力･業績･適正に基づく
採用を進める」

男女共同参画の推進'二関する本学の現状と今後の方針

本字では、中期計|史|｜

男女の別なく能力･業

努めていく。

こ基つき女性教員比率の向上を推進している。教員の採用については、全学的に評価を行い、公募制を推進し

績・適性について適正に判断し、公正な採用をするよう要請しており、今後も弓|き続き女性教員比率の向上に
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学長名 中山巌

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １４．３％ 総教員数 594 名中女性教員数 8５ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

女性等の教員の採用の促進

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

本学では，男女共同参画への取り組みは遅れており，時代に即応し，かつ本学の特徴を活かした教育･研究の充実発展|こ資するた
め'二も早急'二取り組む必要がある。イコール･パートナーシップ委員会では，本学'二おいて男女共同参画を推進するために，実態調

査を行って現状を把握し問題点と今後取り組むべき課題を明らか|こすることを来年度予定している。

大?学名 |宮崎大学～:Ｚ
記､

'0'1●.､母_

.－‐－－＝洋一

学長名 住吉昭信

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １１．６％ 総教員数 6２９ 名中女性教員数 7３ 名

第１期中期目標･中期計画|こおIﾅる男女共同参画に関する記載

人事の適正化に関する目標

人事の機会均等及び良好な職場環境の確保に関する具体的方策
･適正な能力評価に基づいて、外国人や女性教臓員の雇用を促進する。

･障害者の雇用を促進する｡

[目指す成果］

人事の機会均等及び良好な職場環境を確保することによって、人種､地域、ジェンダー、障害の有無を超
えた幅広い情報を吸収し、柔軟性をもった組織の構築と豊かな人間性を保持した人材の確保を目指す。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

雇用促進'二関する方針を明確化するため|こ、女性教職員等の雇用実態並びに役職及び委員会構成に

い、各学部等の実態を基に、女性教職員等の雇用促進の障害となる問題点を整理したところである

占める害||合の調査を行

現在、次世代育成支援対策推進法に基づく｢行動計画｣に関する方策の広報活動及びＨＰの作成|こついて進めており、今後、定
期的に実態調査を行い、雇用状況等の変動について取り纏めるほか、雇用促進に関する学内の意識調査を行い調査の解析を行う
など、女性教職員等の雇用の促進lこ努める，
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学長名 森田孟進

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 １２４％ 総教員数 8２５ 名中女性教員数 1０２ 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

男女共同雇用機会均等法の趣旨に則り女性教員の採用を促進する。

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針

本学における大学運営を行う各種委員会等に女性の積極的な登用を推進する。



Ｖ総括

１．男女共同参画の現状

大学における女性比率は，２００５年度学部学生３７．７％，修士学生２６．０％，博士学生２４．４

％，女性教員（助手を除く）比率は９．３％であった．また，職種別女性教員比率は，学長

2,2％，副学長２．０％，教授６．４％，助教授１１．０％，講師168％，助手16.2％となった．女

舩性教員の比率は，第１回追跡調査時点の７．８％（2001年度），第２回追跡調査時点の８．２

％（2002年度）から，微増ではあるものの||偵調に増加傾向にある．しかし，依然として，

博士学生の女,性比率24.4％とは大きく開きがあり，また，このままの推移であれば，２０００

年６月の国立大学協会報告書「国立大学における男女共同参画を推進するために」におけ

る提言である「2010年までに２０％」の達成はむずかしく，何らかの施策が必要であること

を示している．

２０００年６月の国立大学協会報告書「国立大学における男女共同参画を推進するために」

掲載のもっとも女性教員比率の高い大学における女J性教員比率（助手を除く）は３５．６％で

あり，もっとも低い女I性教員比率（助手を除く）は０．０％であった（１９９８年調査）．今回

の調査では，もっとも女性教員比率の高い大学における女性教員比率(助手を除く）は４１．２

％であり，もっとも低い女'性教員比率（助手を除く）はＬ２％であった．全く女性教員が

いない大学はなくなったものの，大学間格差は大きくなったことが指摘される．

意志決定機関等における女性比率は，学長２．２％，副学長２．０％，学長補佐4.4％，経営

協議会，教育研究評議員等３」％，部局長等2.0％，監事3.6％で，依然として，低水準にと

どまっていることが明らかとなった．

女子学生比率別に専門分野を見てみると，「家政」「人文科学」「教育」「芸術」「保

健」は女子学生比率の比較的高い専門分野であるにもかかわらず，女性教員比率は低くと

どまっていることから，女子学生比率に見合った女'性教員比率が期待された．「社会科学」

「理学」「農学」は学部学生の女子比率が３０～40％であるにも関わらず，博士学生の女子

学生比率は減少しており，さらに女`性教員比率が減少した．女子学生の大学院進学へのエ

ンカレッジと女子学生比率に見合った女』性教員比率が期待された．「工学」「商船」は女

子学生比率が低く，専門分野として女子学生比率を高めることが期待された．

２．男女共同参画推進の実施状況

男女共同参画の推進状況については，もっとも取り組まれている施策は，セクシュアル

・ハラスメント防止・対応のための整備で，すべての大学が相談窓口の設置を完了したこ

とが明らかとなった．

その他の施策については，第１回追跡調査時点，第２回追跡調査時点よりも，取り組み

大学は徐々に増加しているものの，全体としては，取り組み大学の割合が低く抑えられて

いることが指摘でき，今後の取り組みに期待するものである．一方，５大学が恒常的な組

7９



織（女J性支援室，男女共同参画室，男女共同参画推進室等）を設置し，活動を開始してい

るなど，特化して推進活動を行っている大学もあり，大学間で取り組みにかなりの格差が

生じていることが指摘できる．

各大学でそれぞれ事情も異なると考えられるが，現状分析のもと，各大学独自の取り組

みを期待するものである．

３．追跡調査に関する今後の課題

本追跡調査に関する今後の課題として，今回インターネットによる調査を行ったが，大

学と事務局の間で送付した，受け取っていないといった行き違いが起こり，集計作業に支

障を生じた例があった．次回にはこのようなことが起こらないよう，連絡を十分にする必

要がある．

また，調査の期間が５ヶ月にも及び，集計作業が大幅に遅れたことも今回の問題点とし

てあげられる．その理由として，男女共同参画に対する大学の意識の問題を指摘すること

もできるが，一方で，多忙化する大学業務において，こういった調査に対応するだけの資

源に不足していることや，かなり大部の調査項目になっているために回答者の負担が大き

いといったことにも配慮が必要であろう．

8０
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Ａ第３回追跡調査の集計結果

表１．１職階別･性別教員数 単位:人

表１．２大学の意思決定機関等における性別構成 単位:人

表１．３非常勤講師の構成 単位:人

表１．４部局別･性別教員数 単位:人
凶（４
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男 女 計
女性

比率％

学長

理事

副学長

教授

助教授

講師(常勤）

小計

８７

327

7５

20488

15612

４１４７

40736

２

４

３

1３９０

１９２７

834

４１６０

8９

3３１

7８

２１８７８

17539

4９８１

44896

2.2

1.2

3.8

11.0

1６．７

9.3

助手 13678 ２６１７ 16295 1６．１

計 54414 ６７７７ 6１１９１ 1１．１

男女 計
女性

比率％

学長補佐等
経営協議会､教育研究評議会委員
部局長等
監事

’２８３１４１

－｢~2530--73「
－１￣

297４７

2608３０

’１１９７２３１２２０１９
5６２’５８３４

小言 ４０６６１１７４１８３２ ８

ｦＦ吊罫Iｴ空手卜

大学運営に参画する外部委員等
非常勤監事

6１３６４４

604６８６７２１０

1１５２１１１７１

７
１
７

小計 780７３ 853８ ６

計 ４８４６１９０ 5036３ ８

男 女計
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比率％

専任教員の本務を持つ者’12093
教員以外の本務を別に持つ者＊
本務を持たない非常勤講師(６０歳以上）
本務を持たない非常勤講師(６０歳未満）
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教授 助；女授 講師(常勤） 助手 小計

男 女 男 女 男女 男女 男 女 計
女性

|比率％
教養部(一般教育）
大学院

附属病院
附置研究所
その他
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９４８

６
’
９
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３５０

７５５

1１２３

1０

504

８

5２

229

３１

1４３１２６２
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１４２
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表１．５専攻分野別学部･大学院の卒業(修了)者数および教員数 単位:人

0５３６６１９１９

表1．６常勤教員の採用･昇任などの異動単位:人

表１．７職系別･職名別職員数 単位:人
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L｣

F1

L｣

0１１６１３１３［

〕９８５０４５７７６７６２m

表２．１女性学･ジェンダー研究関連授業開講状況

噸一岬晒一価，、

8４

任用形態 異動後の職名 男 女 計

採用･転入

教授

助教授

講師
助手

小計
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808

４１４
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４１８６

6３

1９６

1２６

５２３
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７２７

1００４

540
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学内昇任

教授

助教授
講師

小計
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1４４

１２７

6３
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1１２６

964

５１４

2604

職名

事務系

男 女

技術技能系

男 女

医療系

男 女

教務系

男 女

その他

男女

計

男女 計
|女性

,比率％
課長相当職以上

課長補佐､専門員等
係長､専門職員等
主任等
その他一般職員
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２１４０１２８
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専攻分野＊

学部Z

男女

蔭業者

計
女性
比率％

修士課１

男女

皇修了者

計
女性
比率9ｂ

博士課１

男女

塁修了箸

計
女性
比率％

人文科学
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農学
保健

商船

家政

教育

芸術
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専攻分野＊＊

教授

男女

助教授

男 女

講師(常勤）

男女

小計

男 女 計
女性

比率％

助手

男 女

人文科学

社会科学》｜埣鉾一罷一鍬
’
一
他

政
一
青
術
一
の

家
一
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子
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1７７４３１９
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講者

①学部
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③博士後期(博士)過程
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表２１女性学･ジエンダー研究関連授業開講状況

４１００１２０１２１６２３８４１

8５

過程
開講
科目数

担当教

男 女

員(人）
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受講者＃

男 女

X数(人）

性別不明
受講者

計

①学部
②博士前期(修士)過程
③博士後期(博士)過程
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表３．１育児介護休業等の利用者数(平成1４

8６

教員
女 男

職

女

巨
貝

男

代替３

女

l〔員数

男

代替

コマ数

平成14年度

部分休業
育児休業
介護休業
代替教員数
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１１６
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４
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1０７１
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０
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０
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1６３
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（１）男女共同参画に関する広報や啓蒙活動 (2)男女共同参画を推進するために指針(規則・
規定)等の制定

実
施
中

一検討中

－
１

｜
未
検
討

不
明
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中

検
討
中
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ﾛｴｮｮﾛ看護＝垢石垣■囮－－口■

■￣‐■
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(3)男女共同参画を推進する担当組織､委員会
の設置

(4)統計的資料の整備と問題点の分析

実
施
中

検
討
中

未
検
討

不
明

実
施
中

不
明

Ｉ

Ｐ可二

”.■Ｆ■■
ＰＰ

(5)教員の採用における公募システムの確立
【内容】 【方法】

全
て
公
募
一

原
則
公
募

Ｉ
１
１
し

一
半
数
以
上
が
公

一
墓

１１
(7)ポジティブ･アクション(男女教員数の著しい格
差の積極的改善措置等）

(6)女性教員増加を目指した大学(部局)の達成
目標等の設定

実
施
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施
中
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3指針（規則・規定）
を制定
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討
中
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検
討

４
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検
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法
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(8)女性教職員の昇進の拡大
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(１０)理エ系､その他特に女性の少ない分野への
女性の参画の推進

(9)女性教員数･比率の組織評価項目への組み
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(１２)研究における男女共同参画の推進と女性研
究者の研究環境の改善

(１１)本務枝のない非常勤教員の処遇･研究環境
の改善の対策

不
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５その他 ４ ２ 8３

１実
施
中

２検
討
中

３未
検
討

４不
明

１自己評 ili 1８ 2０ 5０ １

２外部評 西

７

2２ 5９ １

３その他 ２ ２ 8５

１１２１３未
検
討

検
討
中

実
施
中

４不
明

1大学内、大学間共同
研究プロジェクト等へ
の女`性研究者の参加

441 ４４０ １

2補助業務からの解放
や処;遇面における差別
的１慣行の撤廃指示

2５５１５６ ３

３キャリア形成上不利
な処遇を受けている事
例調査とその改善措置

７ 1２ 6７ ３

４その他 １ ３ 8５

１実
施
中

２検
討
中

３ ４

:’
不

明

l事実上常勤化してい
る長期勤務者の常勤と
しての採用

2Ｉ ７ 7８２

２研究環境の改善 ８， １１ 6９１

３専任ポスト獲得、情
報へのアクセス等の機
会拡大のための配慮

９ 5１７４１

４教員との交流、共|司
研究プロジェクトへの
参)Ⅲ弁ｲ尿准

1６６６５ ２

５その他 ３１ １１８５

１１２１３ ４

実’検未
施）討検

中中討

不
明

全体 ４４４４０ １

１ ２１３整
備
中

４不
明

全体 4０ 1８ 3０ １



Ａ第３回追跡調査の集計結果

(１５)セクシャル･ハラスメント防止･対応のための
制度の整備

(１６)育児環境の整備､介護との両立支援につい
ての継続的改善

制
定
済
・
設
置

済
・
実
施
中

検
討
中

一未
検
討

不
明

Ｉ

－１i:￣

｡’

１
口

不
明

Ｉ

鵲赫『-岳ニニ＝
」,y

■■

■▲Iｂ－

１判｜羽ｌ９ｌ４ｌ５ｌｌ３ Ｅ
(１７)その他の対策

実
施
中

8９

制
定
済
・
設
置

済
・
実
施
中

２検
討
中

３未
検
討

４不
明

］ ガイドライン制定 ８１ ８

２ :月談窓口の設置 ８９

３ ;月談員の研修 ６５ 1７ ７

４防止のための措置．
啓発活動

8６ ３

5プライバシー保護.
二次被害防止のための
措置

8０ ６ ２ １

６その他 1２ ６ ７１

１実
施
中

２ ３

検｜未
討’検

中｜討

４不
明

１育児施設設置以外の
育児支援策

2４ 1９ 4５ １

２育児支援に関する二
－ズ調査

2６ 1５４７ １

３大学院生の育児支援 ９ 1６６２ ２

４留学生の育児支援 ４ 1６６７ ２

5介護支援に関する
ニーズ調査

５ 11 7２ １

６その他 ３ ６’ ８０

実
施
中

２検
討
中

３不
明

全体 ９ ３ 7７



Ｂ大学別保育施設･設備等の設置状況

ハート

主任 ２その

１９１６

１９２

＝士ハー

１１栄２１そのイ

9０

旧上海造大学】

【東北大学】

内容 備考

保育施設名 国立大学法人北海道大学子どもの園保育 詞 認可

詔’責者＊ 国立大学法人北海道大学

運営者＊ 同上

設立年/認可年 設立平成１７年 認可平成１７年

施設

敷地
建坪

施設等

(部屋数）

１６４７ｒｒｉ

491ｎｒｆ

保育室７

給食室０

職員室0食堂０調理室１ 事務室１

ホール１ 休憩室１ 会議室0 その他０

児童聾【(定員） 6０人

対象年齢範囲 0歳～５歳 0歳からの場合産休明|ﾅから

職員数（人）
園長１

主任１

保育者１１

栄養師(調理師）２

保育±パート４

その他０保
育
時
間

平日

土曜

ＡＭ７ 痔0分～ PＭ６時0分

延長ＰＭ７時0分まで

AＭ７時０分～ PＭ６ 時０分

延：長ＰＭ７時0分まで

大学等からの援助

人件費

光熱水費

設備

消耗品

その他

なし

なし

なし

なし

なし

内訳

内容

利用対象者 教職員､学生､一般

その他の特記事項

札幌市認可保育園として支給される運営費により運営に係る経費全てを賄っている。
なお､設置時にお|ﾅる建物等の設備|こ関しては、大学の資金により建設した。

内容 備考

保育施設名 国立大学法人東北大学111内けやき保育園 無認可

設置者＊ 総長吉本高志

運営者＊ 副学長を委員長とする運営会議

設立年/認可年 設立平成１７年 認可

施設

敷地
建坪

施設等

(部屋数）

１９１６ｎｆ

１９２ｒｒｆ

保育室４

給食室

土地無償貸与

職員室 食堂 調理室１ 事務室１

ホール 休憩室 会議室 その他１

その他は読書コー
ナー

児童要【(定員） 2５人

対象年齢範囲 ０歳～６歳 ０歳からの場合産休明けから

職員数（人）
園長

主任

保育者
栄養師(調理師）２

保育士パート６

その他保
育
時
間

平日

土曜

AＭ８時０分～｜ＰＭ７時０分
延長ＰＭ８時０分まで

AＭ８時０分～ PＭ７時０分

延長

大学等からの援助

人件費

光熱水費

設備

消耗品

その他

あり

あり

あり

なし

なし

内訳
社会福祉法人と契約(保育士
1名）

内容

職員数については開園当
初ということもあり，入園の
申込状況を見ながら児童

福祉施設最低基準に規定

する認可保育所にお｜ﾅる保

育士配置基準と同等の職

貴を配置することとしてい
る ◎

利用対象者 教職員、学生

その他の特記事項



Ｂ大学別保育施設･設備等の設置状況

【秋田大学】

【千葉大学】

｢￣

|i…と１
５１０

２７３ｍ

ハート

保
育
時
間
－

１
１
１

９１

内容 備考

保育施設名

設置者＊

千秋保育

医学部附

詞 無認可

属病院長

運営者＊ 財団法人丁酉会

設立年/認可年 設立昭和３９年 認可昭和年

施設

敷地

建坪

施設等

(部屋数）

992「Tｆ

263ｒｒｆ

保育室４

給食室０

土地無償貸与

職員室１ 食堂0調理室１ 事務室１

ホール１ 休憩室0 会議室０ その他２

児童姿〔(定員） 4５人

対象年齢範囲 ０歳～６歳 0歳からの場合産休明|ﾅから

職員数（人）
園長１

主任0

保育者２

栄養師(調理師）１
保育士パート４

その他０保
育
時
間

平日

土曜

AＭ７時４５分～ PＭ６時３０分
延長ＰＭ７時３０分まで

AＭ８時０分～ PＭ６時３０分
延，長ＰＭ７時３０分まで

大学等からの援助

人件費

光熱水費

設備

消耗品

その他

あり

なし

なし

なし

なし

内訳
保育士パート4人分の人件費

内容

禾'1用対象者 教職員

その他の特記事項

特になし

内容 備考

保育施設名 千葉大学医学音l附属病院さつき保育園 無認可

設置者＊ 病院長
;軍堂i者＊ (業務委託)(株)サクセスアカデミー

設立臼:/認可年 設立平成１５年 認可平成１５年 平成15年届出

施設

敷地

建坪

施設等

(部屋数）

510rTf

273rTf

保育室４

給食室０

土地無償貸与

職員室０食堂0調理室１ 事務室１

ホール0 休憩室0 会議室０ その他１

児童聾【(定員） 3０人

対象年齢範囲 ０歳～６歳 o歳からの場合産休明けから

職員数（人）
園長

主任１

保育者６

栄養師(調理師）０

保育±パート２

その他２

その他:看護師

保
育
時
間

平日

土曜

AＭ７時３０分～ ＰＭ１０時0分
延長ＰＭ７時３０分まで

AＭ７時３０分～ PＭ５時３０分
延：房時分まで

大学等からの援助

人件費

光熱水費

設備

消耗品

その他

あり

あり

あり

あり

あり

内訳
3人分(平成16年度実績）

内容ｌ修繕費等

矛'1用対象者 教職員、学生
亥鼻キャンパスのみ

その他の特記事項

特記事項なし



Ｂ大学別保育施設･設備等の設置状況

塁

対象年閉

士ハー

主任Ⅲ:．３その他

９２

【東京大学】

② 内容 備考

呆育施設名 東大駒場地区保育所 認可 認証保育所

設置者＊ NPO法人

運営者＊ NPO法人

設立年/認可年 設立西暦２００４年 認可西暦２００４年

施設

敷地

建坪

施設等

(部屋数）

394ITf

281ｒｒｆ

保育室３

給食室

土地無償貸与

職員室 食堂 調理室１ 事務室１

ホール 休憩室１ 会議室 その他２

児童聾【(定員） 3０人

対象年齢範囲 0歳～５歳

職員数（人）
園長

主任

保育者６

栄養師(調理師）３

保育±パート３

その他保
育
時
間

平日

土曜

AＭ７時３０分～ ＰＭ１８時０分
延長ＰＭ２０時３０分まで

AＭ７時３０分～ ＰＭ１８時３０分

延長ＰＭ２０時３０分まで

大学等からの援助

人件費

光熱水費

設備

消耗品

その他

あり

あり

なし

あり

内訳

内容 建物無償貸与

利用対象者 教職員､学生､一般

その他の特記事項

① 内容 備考

保育施設名 たんぽぽ呆育園 認可

設置者＊ 社会福祉法人

i軍営者＊ 〃

設立幻三/認可年 設立西暦１９６９年 認可西暦１９７８年

施設

敷地

建坪

施設等

(部屋数）

681ｎｒｆ

365ｎｆ

保育室

給食室

土地無償貸与

職員室 食堂 調理室 事務室

ホール 休憩室 会議室 その他

児童姿〔(定員） 1０８人

対象年齢範囲 ０歳～５歳 ０歳からの場合産休明|ﾅから

職員数（人）
園長

主任

保育者２３

栄養師(調理師）３

保育士パート
その他１１保

育
時
間

平日

土曜

AＭ７時１５分～ ＰＭ１８時１５分

延長ＰＭ１９時１５分まで

AＭ７時３０分～ ＰＭ１８時０分

延檮ＡＭ時分まで

大学等からの援助

人件費

光熱水費

設備

消耗品

その他

なし

なし

なし

なし

内訳

内容

禾11用対象者 教職員､学生､一般

その他の特記事項



Ｂ大学別保育施設･設備等の設置状況

【お茶の水女子大学】

施設

腐育時間一

9３

③ 内容 備考
保育施設名 東大 至科研内臨時授乳室 無認可

設置者＊ 匡科字研究所の運営委員会

運営者＊ 〃

設立年/認可年 設立西暦１９７０年 認可昭和年

施設

敷地
建坪

施設等

(部屋数）

２

、
２

ｍ

保育室４

給食室

職員室 食堂 調理室１ 事務室

ホール 休憩室 会議室 その他

児童聾〔(定員） 1３人

対象年齢範囲 ０歳～３歳

職員数（人）
園長

主任
保育者３
栄養師(調理師）１

保育士パート

その他

保
育
時
間

平日

土曜

AＭ８時３０分～ ＰＭ１８時３０分
延長時分まで

ＡＭ

ＰＭ
時分～

ＡＭ

ＰＭ
時分

延長時分まで

大学等からの援助

人件費

光熱水費

設備

消耗品

その他

あり

あり

あり

なし

なし

内訳
保育士3名、調理師1名

内容

利用対象者 教職員､学生

その他の特記事項

内容 備考
保育施設名 いずみナーサリー 無認可

設 寶者＊ 国立大学法人お茶の水女子大学

運営者＊ 国立大学法人お茶の水女子大学
設立年/認可年 設立平成１４年 認可年

施設

敷地

建坪

施設等

(部屋数）

337㎡

１７５，｢ｆ

保育室２

給食室0

土地無償貸与

職員室０食堂０ 調理室０ 事務室１

ホール０ 休憩室１ 会議室０ その他３

児童聾〔(定員） ８人

対象年齢範囲 ０歳～２歳

職員数（人）
園長０

主任１

保育者２

栄養師(調理師）０

保育士パート０

その他３保
育
時
間

平日

土曜

AＭ８時３０分～ PＭ５時１５分
延長時分まで

AＭ時分～ 時分
延長時分まで

大学等からの援助

人件費

光熱水費

設備

消耗品

その他

あり

あり

あり

あり

なし

内訳
常勤３名、非常勤

内容

利用対象者
(複数回答可）

教職員、学生

その他 科目等履修生聴講生研究生

その他の特記事項



Ｂ大学別保育施設･設備等の設置状況

敷地４３９

建３３２ｍ

設等

音屋数）

塁

対象年閉
＝士ハー

主任Ｏ栄養師Ｏその

人件

８０５

２８８

等

凸屋数）

上童数(定

対象年齢範囲

保自ハー

Ｃｌ栄その他

人件費

９４

【新潟大学】

【信州大学】

内容 備考

保育施設名 あゆみ保育園 無認可

詔置圭f＊ 国立大学法人新潟大学

鐘誉圭f＊ 運営委員会

設立年/認可年 設立昭和４３年 認可年

施設

敷地

建坪

施設等

(部屋数）

439｢Tｉ

332｢Tｆ

保育室５

給食室0

土地無償貸与

職員室０食堂０調理室１ 事務室１

ホール１ 休憩室０ 会議室０ その他１

児童聾〔(定員） 6０人

対象年齢範囲 0歳～６歳 0歳からの場合産休明けから

職員数（人）
園長０

主任０

保育者０

栄養師(調理師）0

保育士パート４

その他０保
育
時
間

平日

土曜

AＭ７時３０分～ PＭ８時０分
延長時分まで

AＭ７時３０分～ PＭ６時０分
延長時分まで

大学等からの援助

人件費

光熱水費

設備

消耗品

その他

あり

なし

あり

あり

なし

内訳
パート４人分

内容

利用対象者 教職員､学生

その他の特記事項

内容 備考

保育施設名 信州大学医学音l附属病 屍授乳所 無認可

設置者＊ 信州大学医学吉l附属病 屍

運営草
P

￣

＊ 信ｌＩ１ｌ大学医学音]附属病 院長
設立臼Z/認可年 設立昭和４０年 認可年

施設

敷地

建坪

施設等

(部屋数）

805ITf

288ITf

保育室５

給食室０

職員室１ 食堂0調理室１ 事務室０

ホール０ 休憩室０ 会議室０ その他１

児童姿〔(定員） 3０人

対象年齢範囲 ０歳～３歳

職員数（人）
園長１

主任０

保育者９

栄養師(調理師）１

保育士パート０

その他０

園長は,所長であり

病院長が兼務。

保
育
時
間

平日

土曜

AＭ７時３０分～ PＭ６ 侍０分

延長ＰＭ７時３０分まで

時AＭ分～ 時分

延研長時分まで

大学等からの援助

人件費

光熱水費

設備

消耗品

その他

あり

あり

あり

あり

なし

内訳
10名

内容

利用対象者
(複数回答可）

教職員

その他の特記事項



Ｂ大学別保育施設･設備等の設置状況

【金沢大学】

'---~’

…一口 等

呂屋数）

童数(定

対象年鴎

【岐阜大学】

等２職

呂屋数）:．ハ０，Ｏ会一Ｏそ

二

対象年甥

保育±ハート

Ｏ栄とその他

9５

内容 備考
保育施設名 つくしんぼ保育園 認可 なし

設置者＊ 社会福祉法人すぎなの会 なし

運営者＊ 社会福祉法人すぎなの会 なし

設立年/認可年 設立昭和４２年 認可昭和５０年 なし

施設

敷地

建坪

施設等

(部屋数）

471ｒｒｆ

１９１ｒｒｆ

保育室４

給食室１

土地無償貸与

職員室０食堂０調理室０ 事務室１

ホール０ 休憩室１ 会議室０ その他０

なし

児童聾【(定員） 4０人 なし

対象年齢範囲 ０歳～２歳 0歳からの場合産休明けから なし

職員数（人）
園長１

主任１

保育者１３

栄養師(調理師）２

保育士パート５

その他０

なし

保
育
時
間

平日

土曜

AＭ７時３０分～ PＭ６時０分
延長ＰＭ８時０分まで

AＭ７時３０分～ PＭ５時０分
延？

＝

０時０分まで国電

なし

大学等からの援助

人件費

光熱水費

設備

消耗品

その他

なし

なし

なし

なし

なし

内訳
なし

内容

なし

利用対象者 教職員、一般
なし

その他の特記事項

なし

内容 備考

保育施設名 岐阜大学医学部附属病院たんぽぽ保育所 無認可

設置者＊ 岐阜大学医学部附 舅病院長

運営者＊ 運営委員会

設立年/認可年 設立昭和４５年 認可年

施設

敷地

建坪

施設等

(部屋数）

114280㎡

１５３ｒＴｆ

保育室２

給食室０

土地無償貸与

職員室０ 食堂０調理室１ 事務室0

ホール０ 休憩室０ 会議室０ その他３

児童姿〔(定員） 2５人

対象年齢範囲 ０歳～６歳 o歳からの場合産休明けから

職員数（人）
園長

主任０

保育者２

栄養師(調理師）

保育士パート２

その他１保
育
時
間

平日

土曜

AＭ７時３０分～ ＰＭ１０時０分
延長時分まで

AＭ時分～ 時分
延：長時分まで

大学等からの援助

人件費

光熱水費

設備

消耗品

その他

あり

なし

なし

なし

なし

内訳
職員給与分(２名）

内容

利用対象者 教職員

その他の特記事項

なし



Ｂ大学別保育施設･設備等の設置状況

等

呂屋数）

童数(定

対象年

塁（

対象年齢範閉
保ハー

９６

｢呈す｢屋士単１

② 内容 備考

保育施設名 ひまわり 呆育園(鶴舞地区） 認可

設置者＊ 社会福祉法人緑の丘福祉会

運営者＊ 社会福祉法人緑の丘福祉会

設立年/認可年 設立昭和４３年 認可昭和５１年

施設

敷地

建坪

施設等

(部屋数）

739ｒＴｆ

496rTf

保育室７

給食室１

土地無償貸与

職員室１ 食堂１ 調理室１ 事務室１

ホール１ 休憩室１ 会議幸１ その他３

児童姿〔(定員） 6０人

対象年齢範囲 ０歳～５歳

職員数（人）
園長１

主任２

保育者１３

栄養師(調理師）２

保育士パート１０

その他２保
育
時
間

平日

土曜

AＭ７時３０分～ PＭ７ 侍０分
延長 時分まで

AＭ７ 侍３０分～ PＭ６ 侍０分

延：長時分まで

大学等からの援助

人件費

光熱水費

設備

消耗品

その他

なし

なし

なし

なし

内訳

内容

利用対象者 一般

その他の特記事項

① 内容 備考

盲施設名 どんく゛り保育園(東山地区） 認可

薑CＰ 置者＊ 社会福祉 去人緑の丘福祉会

逼営者＊ 社会福祉法人緑の丘福祉会

設立年/認可年 設立昭和４３年 認可昭和５１年

施設

敷地

建坪

施設等

(部屋数）

777ｒＴｆ

468ｒＴｆ

保育室８

給食室１

土地無償貸与

職員室０食堂１ 調理室１ 事務室１

ホール１ 休憩室１ 会護室１ その他１

児童誉【(定員） 6０人

対象年齢範囲 ０歳～５歳 ０歳からの場合産休明けから

職員数（人）
園長１

主任２

保育者１２

栄養師(調理師）１

保育士パート１３

その他８保
育
時
間

平日

土曜

AＭ７時３０分～ PＭ７時２０分

延長時分まで

AＭ７時３０分～ PＭ６時０分

延：畏 時分まで

大学等からの援助

人件費

光熱水費

設備

消耗品

その他

なし

なし

なし

なし

内訳

内容

利用対象者 一般

その他の特記事項



Ｂ大学別保育施設･設備等の設置状況

童数(定

対象年閉

ハート

栄養師煙： Ｏその他

し

,肖耗品なし

７０４ｍ

２０４ｍ

童数（

保育士ハート

9７

【三重大学】

③ 内容 備考

保育施設名 あすなる保育所(鶴舞地区） 無認可

設置者＊ 共同保育所(職員組合が主体となって運営,大学も運営|こ関与）

運営者＊ 共同保育所(職員組合が主体となって運営，大学も運営に関与）

設立年/認可年 設立昭和５２年 認可昭和年

施設

敷地

建坪

施設等

(部屋数）

２

、
２

、

保育室２

給食室０

職員室 食堂０調理室０ 事務室

ホール 休憩室0 会議室０ その他

|日病棟を改修

児童聾〔(定員） 2０人

対象年齢範囲 ０歳～６歳 o歳からの場合産休明けから

職員数（人）
園長０

主任０

保育者０

栄養師(調理師）０

保育士パート２

その他０保
育
時
間

平日

土曜

AＭ７時３０分～ PＭ６時0分

延長ＰＭ９時０分まで

時AＭ分～ 時分

延長時分まで

大学等からの援助

人件費

光熱水費

設備

消耗品

その他

あり

なし

なし

なし

なし

内訳
30時間パート2名分､夜間ア

ルバイト人件費

内容

利用対象者

その他の特記事項

教職員、学生

昭和52年看護婦授乳所として職員娯楽室を利用して開設(前身であるひまわり共同保育所の認
可'二伴い､産休明け等の年度途中での入園ができなくなったことから､職員組合と親が病院に働
きかけて開園）

大学 内容 備考

保育施設名 医学部附属病院内授乳所(さつき保育園） 無認可

設置者＊ 医学部附属病院

運営者＊ 父母会

設立年/認可年 設立昭和４８年 認可昭和年

施設

敷地

建坪

施設等

(部屋数）

704rTf

204ｒＴｆ

保育室３

給食室０

職員室１ 食堂０調理室0 事務室０

ホール０ 休憩室０ 会議室０ その他０

児童誉〔(定員） 4０人

対象年齢範囲 ｏ歳～就学百歳 o歳からの場合産休明|ﾅから 対象:０歳～｢就学前」

職員数（人）
園長０

主任

保育者６

栄養師(調理師）０

保育士パート３

その他０保
育
時
間

平日

土曜

AＭ７時３０分～ PＭ６時０分

延長ＰＭ８時０分まで

AＭ８時０分～ PＭ６時０分

廷：長ＰＭ８時０分まで

大学等からの援助

人件費

光熱水費

設備

消耗品

その他

あり

あり

あり

なし

なし

内訳
主任１名，保育者３名分

内容

利用対象者 その他
医学部及び附属病院の教職員

その他の特記事項



Ｂ大学別保育施設･設備等の設置状況

【大阪大学】

敷地００

建

ﾄー
童数(定

対象年認

保ハー

主任里師その他

９８

① 内容 備考

保育施設名 た|ﾅのこ保育園 無認可 なし

設置者＊ 共同保育所 なし

運営者＊ 父母､教職員による運営委員会 なし

設立年/認可年 設立西暦１９７０年 認可年 なし

施設

敷地

建坪

施設等

(部屋数）

１００ｒＴｆ

７６rTf

保育室３

給食室０

土地無償貸与

職員室０食堂０調理室１ 事務室０

ホール0 休憩室０ 会議室０ その他０

なし

児童勤【(定員） 2０人 なし

対象年齢範囲 ０歳～２歳 0歳からの場合産休明けから なし

職員数（人）
園長０

主任０

保育者４

栄養師(調理師）０

保育士パート３

その他０

調理担当者1名(バー

ﾄ職員）

保
育
時
間

平日

土曜

AＭ８時０分～ PＭ６時0分
延長 PＭ７時０分まで

AＭ８時０分～ PＭ５時０分
延長０時０分まで

土曜日は希望者のみ

大学等からの援助

人件費

光熱水費

設備

消耗品

その他

あり

あり

あり

なし

なし

内訳
定時勤務職員１名分､短時
間勤務職員２名分

内容 なし

矛'1用対象者 教職員、学生
なし

その他の特記事項

平成16年１０月から､総長裁量経費|こより短時間勤務職員２名を雇用。

② 内容 備考

保育施設名 まきぱ保育所 無認可 なし

設置者＊ 共同保育所 なし

運営者＊ 医学部附属病院保育所運営委員会 なし

設立年/認可年 設立西暦１９６８年 認可年 なし

施設

敷地

建坪

施設等

(部屋数）

427ｒＹｆ

１５８ｎｒｆ

保育室３

給食室０

土地無償貸与

職員室０食堂０調理室１ 事務室０

ホール０ 休憩室０ 会議室０ その他０

遊戯室１，保母室１

児童聾〔(定員） 2４人 なし

対象年齢範囲 ０歳～３歳 0歳からの場合産休明lﾅから なし

職員数（人）
園長0

主任０

保育者４

栄養師(調理師）１

保育±パート３

その他４

調理担当者１名は

パート職員、その他４

名は派遣職員保
育
時
間

平日

土曜

AＭ８時０分～

延長

AＭ時分～
延長

PＭ６時０分
PＭ８時０分まで

PＭ時分
ＰＭ 時分まで

なし

大学等からの援助

人件費

光熱水費

設備

消耗品

その他

あり

あり

あり

あり

なし

内訳

定時勤務職員２名、短時間
勤務職員２名、派遣契約職
員４名

内容 なし

利用対象者 教職員、学生
主に医学部附属病院
職員、特に看護師。

その他の特記事項

平成１６年度から、若手研究者のための保育支援体制支援を目的として夜間保育(18:00～20:００）

を行うこととなった｡職員数欄の｢その他4名(派遣職員)｣がそのための要員で総長裁量経費を使
用｡４名の内訳は､800～1200保育±１名、1500～1600調理担当１名、１６:００～20:00保育±２
名 ｡



Ｂ大学別保育施設･設備等の設置状況

【神戸大学】

地３９９

２４５

童数(定

対象年“．

＝士ハート

主任栄養：堰：その他

【鳥取大学】

２５９２ｍ
■

■

等２職Ｏ食0｡、

二屋数）Ｏ休憩＝Ｏ会塞室

里数(定

ﾒ、年翻

保育ハー

9９

内容 備考

保育施設名 はとぽっぽ保育所 認可

設置者＊ 神戸大学教職員組合
琿蛍岩「＊ 運営委員会(保母,保護者,組合）
設立年/認可年 設立昭和４３年 認可年

施設

敷地
建坪

施設等

(部屋数）

399ｒ７ｆ

245rTr

保育室５

給食室

土地無償貸与

職員室１ 食堂 調理室１ 事務室

ホール 休憩室 会議室 その他

児童聾〔(定員） 4０人

対象年齢範囲 ０歳～５歳 ０歳からの場合産休明けから

職員数（人）
園長

主任２

保育者５

栄養師(調理師）１

保育士パート４

その他保
育
時
間

平日

土曜

AＭ７時３０分～ PＭ６ 痔１５分
延：長ＡＭ 時分まで

AＭ７ 侍３０分～ PＭ５時１５分
延長ＡＭ 時分まで

大学等からの援助

人件費

光熱水費

設備

消耗品

その他

あり

あり

あり

あり

なし

内訳

内容

利用対象者 教職員、学生、一般

その他の特記事項

内容 備考

保育施設名 鳥取大学医学部附属病院保育室 無認可 認可外保育施設

設置者＊ 鳥取大学医学部附属病院長
琿堂i者＊ 鳥取大学医学部附属病院長
設立年/認可年 設立平成１７年 認可年

施設

敷地

建坪

施設等

(部屋数）

2,592rTf
１３８ｒＴｆ

保育室２

給食室０

職員室０食堂０調理室１ 事務室１

ホール０ 休憩室０ 会議室０ その他０

･看護師宿舎の１階
部分の－部を使用

･調理室兼事務室

児童費〔(定員） 2０人

対象年齢範囲 0歳～２歳 0歳からの場合産休明けから

職員数（人）
園長０

主任０

保育者３

栄養師(調理師）１
保育±パート０

その他0保
育
時
間

平日

土曜

AＭ８時０分～ PＭ６時０分
延長ＰＭ７時０分まで

時分～ 時分

延弓晨時分まで

平日のみ

大学等からの援助

人件費

光熱水費

設備

消耗品

その他

あり

あり

あり

あり

なし

内訳
保育±3名、栄養士1名

内容’

病院が設置している
ため､病院が経費負
担している

利用対象者 教職員、学生
学生は、大学院生に
限る

その他の特記事項

平成16年度まで医学部附属病院看護部が設置していたものを、１７年度から設置者を医学部附属
病院長に変更



Ｂ大学別保育施設･設備等の設置状況

【岡山大学】

２１その
ロ■

【広島大学】

１００

内容 備考

保育施設名 なかよし園 無認可 なし

設置者＊ 医学部･歯学部附属病院 なし

運営毛
巴
＊ 病院長を委員長とする運営委員会 なし

設立臼Z/認可年 設立昭和５１年 認可年 なし

施設

敷地

建坪

施設等

(部屋数）

959ｒｒｆ

458ｎｆ

保育室５

給食室０

土地無償貸与

職員室0食堂０調理室１ 事務室１

ホール１ 休憩室0 会議室０ その他４

なし

児童饗【(定員） 6０人 なし

対象年齢範囲 ０歳～６歳 0歳からの場合産休明けから なし

職員数（人）
園長１

主任０

保育者２

栄養師(調理師）２

保育±パート５

その他０

なし

保
育
時
間

平日

土曜

AＭ７時３０分～ PＭ６ 痔０分
延：房ＰＭ８時０分まで

時分～ 時分
延長時分まで

土曜は無し

大学等からの援助

人件費

光熱水費

設備

消耗品

その他

あり

あり

あり

あり

なし

内訳
人件費不足分補填

内容 なし

なし

利用対象者
教職員､学生

その他 研究生等

なし

その他の特記事項

なし

内容 備考

保育施設名 広島大学病院保育 詞 無認可

設置者＊ 広島大学病院

運営者＊ 広島大学病院保育園運営委員会
設立句三/認可年 設立昭和４６年 認可年

施設

敷地
建坪

施設等

(部屋数）

２

、

256ｒｒｆ

保育室３

給食室０

土地無償貸与

職員室１ 食堂０ 調理室１ 事務室０

ホール１ 休憩室０ 会議室０ その他０

敷地面積:不明
(個別の敷地面積管
理をしていないため）

児童姿 【(定員） 5５人

対象年齢範囲 ０歳～６歳 0歳からの場合産休明けから

職員数（人）
園長１

主任０

保育者８

栄養師(調理師）１

保育士パート４

その他１保
育
時
間

平日

土曜

AＭ７時３０分～ PＭ５時４５分

延：長ＰＭ８時0分まで
AＭ７時３０分～ PＭ５時４５分

延Ｔ罠ＡＭ 時分まで

大学等からの援助

人件費

光熱水費

設備

消耗品

その他

あり

あり

あり

あり

なし

内訳
日給職員２人

内容

矛']用対象者 教職員

その他の特記事項



Ｂ大学別保育施設･設備等の設置状況

【山ロ大学】

、0

２６２ｍ

ハート：

Ｃｌ栄：脾その

【徳島大学】

施設’ 等４職１食Ｏ凋音屋数）Ｏホ１休憩圭 Ｏ会童至

里数

対象年齢閉

保育ハー

栄養：卍： その他偏
育
時
間

lOl

内容 備考

保育施設名 山ロ大学医学部附属病 暁保育所 無認可

設置者＊ 附属病院長

運営者＊ 病院長を委員長とする運営委員会
設立句二/認可年 設立昭和５７年 認可年

施設

敷地

建坪

施設等

(部屋数）

650rTf

262rTf

保育室３

給食室０

職員室０食堂１ 調理室１ 事務室１

ホール１ 休憩室１ 会議室0 その他１

児童姿【(定員） 3０人

対象年齢範囲 ０歳～３歳 ０歳からの場合産休明けから

職員数（人）
園長０

主任０

保育者０

栄養師(調理師）

保育士パート８

その他１保
育
時
間

平日

土曜

AＭ７時０分～ PＭ６時３０分

延長ＰＭ８時０分まで
AＭ７時３０分～ AＭ６時０分

延長ＡＭ 時分まで

大学等からの援助

人件費

光熱水費

設備

消耗品

その他

あり

あり

あり

あり

なし

内訳
給与,健康保険,介護保険，
厚生年金保険,労働保健

内容

利用対象者
教職員､学生

その他 入院(本院)患者(一時的に利用可能）

その他の特記事項

内容 備考

保育施設名 徳島大学医学部附属病院授乳所 無認可

設置者＊ 徳島大学医学部附属病 屍授乳所運営委員会

運営者＊ 徳島大学医学部附属病 廃授乳所運営委員会
設立臼二/認可年 設立昭和４７年 認可年

施設

敷地

建坪

施設等

(部屋数）

１３３６｢Tｆ

335ｎｆ

保育室４

給食室０

職員室１ 食堂０調理室１ 事務室０

ホール１ 休憩室０ 会議室０ その他０

児童誉〔(定員） 4０人

対象年齢範囲 ０歳～６歳 0歳からの場合産休明|ﾅから

職員数（人）
園長１

主任０

保育者７

栄養師(調理師）１

保育士パート３

その他０

保育士パート３は,保
育者7の内数

保
育
時
間

平日

土曜

AＭ８時０分～ PＭ６

延長ＰＭ７
ＡＭ 持分～ ＡＭ

延弓臣ＡＭ

痔０分

痔０分まで
時分
時分まで

大学等からの援助

人件費

光熱水費

設備

消耗品

その他

あり

あり

あり

なし

なし

内訳
人件費Ⅲ施設維持費,光熱
費

内容

利用対象者

その他の特記事項

教職員､学生

矛'1用対象者の｢学生｣は大学院生



Ｂ大学別保育施設･設備等の設置状況

７４４ｍ

･Ｐ ４７６

等

二屋数）

士ハー

主任 栄養５１その

人件

その他

116

６４４ｍ

：職員室Ｏ調Ｏ事

１才ル0体Ｏ会窒至Ｏそ

等

凸屋数）

菫数(定

ﾒ､象年齢範

保育ハート１５

３栄５その他

人件

1０２

【九州大学】

② 内容 備考

保育施設名 杉の子保育園 認可

設置者＊ 社会福祉法人わらべ福祉会

運営者＊ 社会福祉法人わらべ福祉会
設立年/認可年 設立西暦１９６１年 認可西暦１９７７年

施設

敷地

建坪

施設等

(部屋数）

１１６７ｎｆ

644ｎｆ

保育室８

給食室１

土地無償貸与

職員室１ 食堂０調理室０ 事務室１

ホール０ 休憩室０ 会議幸０ その他０

児童蛍【(定員） 1２０人

対象年齢範囲 ０歳～６歳 0歳からの場合産休明[ﾅから

職員数（人）
園長

主任３

保育者１７

栄養師(調理師）５

保育±パート１５

その他２

主任は､保育者の数
|こ含まれます。

保
育
時
間

平日

土曜

AＭ７時０分～ ＰＭ１０時０分

延長ＰＭ１０時０分まで
AＭ７時０分～ PＭ６時０分

延長ＰＭ６時０分まで

大学等からの援助

人件費

光熱水費

設備

消耗品

その他

なし

なし

なし

なし

なし

内訳

内容

利用対象者 教職員､学生､一般

その他の特記事項

｢はとぽつぼルーム｣という病院保育を行っています｡毎月２回、小児科に入院中のお子様でベッド
から動ける方､看護されているお母様を対象|こ､絵本の読み聞かせなどをしています。

① 内容 備考

保育施設名 まつぽっくり保育園 認可

設置者＊ 社会福祉法人わらべ福祉会

運営者＊ 社会福祉法人わらべ福祉会
設立年/認可年 設立西暦１９５４年 認可西暦１９７７年

施設

敷地

建坪

施設等

(部屋数）

744ｒｒｆ

476ｒＴｆ

保育室６

給食室１

土地無償貸与

職員室１ 食堂０調理室０ 事務室１

ホール１ 休憩室０ 会議室０ その他０

児童誉〔(定員） 9０人

対象年齢範囲 ０歳～６歳 0歳からの場合産休明けから

職員数（人）
園長

主任０

保育者２０

栄養師(調理師）５

保育士パート０

その他２保
育
時
間

平日

土曜

AＭ７時０分～ｌＰＭ６時０分

延長ＰＭ９時0分まで

AＭ７時０分～ PＭ６時０分
延長ＰＭ６時０分まで

大学等からの援助

人件費

光熱水費

設備

消耗品

その他

なし

なし

なし

なし

なし

内訳

内容

利用対象者
一般

その他 福岡７了民

その他の特記事項

なし



Ｂ大学別保育施設･設備等の設置状況

【長崎大学】

1８５

１０４ｍ

保＝士ハー

【熊本大学】

Ｏ凋

呂屋数）ＯホールＯ休憩圭Ｏ会窒室也トイレ
童数(定

対象年齢閉

主任２１その他

その

1０３

内容 備考

保育施設名 長崎大学医学部･歯学部附属病院院内保育所 無認可

設置者＊ 長崎大学医学部･歯学部附属病院

運営者＊ 長崎大学医学部･歯学部附属病院長
設立年/認可年 設立昭和４６年 認可年

施設

敷地

建坪

施設等

(部屋数）

１８５ｒＴｆ

１０４ｒｒｉ

保育室２

給食室

職員室 食堂 調理室１ 事務室１

ホール 休憩室 会議室 その他

児童姿〔(定員） 2０人

対象年齢範囲 ０歳～３歳 0歳からの場合産休明|ﾅから

職員数（人）
園長

主任

保育者

栄養師(調理師）

保育±パート４

その他保
育
時
間

平日

土曜

AＭ８時０分～ PＭ６時３０分
延長時分まで

AＭ時分～ 時分
延長時分まで

大学等からの援助

人件費

光熱水費

設備

消耗品

その他

あり

あり

あり

なし

なし

内訳
通勤手当、社会保険料､基
本給

内容

利用対象者
教職員、学生

その他 大学関係者

その他の特記事項

内容 備考

保育施設名 こばと保育園 無認可

設置者＊ 熊本大学医学部附属病院長

運営者＊ こぱと保育園運営委員会委員長(父母代表）
設立年/認可年 設立昭和４５年 認可年

施設

敷地

建坪

施設等

(部屋数）

600ｒｒｆ

133ｒＴｉ

保育室３

給食室０

職員室１ 食堂０調理室１ 事務室１

ホール０ 休憩室０ 会議室０ その他トイレ

職員室と事務室は兼
用

児童姿【(定員） 3５人

対象年齢範囲 ０歳～６歳 0歳からの場合産休明|ﾅから 小学校就学前まで

職員数（人）
園長０

主任１

保育者４

栄養師(調理師）１

保育士パート４

その他２保
育
時
間

平日

土曜

AＭ７時0分～ PＭ６時０分

延長ＰＭ８時０分まで
時AＭ分～ 時分

延已長時分まで

土曜日は父母から要

望があれば児童を預
かることがある。

大学等からの援助

人件費

光熱水費

設備

消耗品

その他

あり

あり

あり

あり

あり

内訳
給与，労働者保険等

内容 ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞﾜｸﾁﾝ接種

利用対象者
教職員､学生

その他 研究生

その他の特記事項



Ｂ大学別保育施設･設備等の設置状況

晋屋数）

Ｏ栄出Ｏその

人件

許伍

ｌ６４ｍ

ｌ６４ｍ

等

音屋数）

」し童数(定

対象年齢範囲

保育ハート

1０４

【鹿児島大学】

【琉球大学】

保育施設名

内容

厩可嶌ｦ已革~屑葬而FT両言亨弓葆胄薗７－Ｆ無認可
備考

設置者＊ 共同保育所

運営者＊ 教職員組合を中心とする運営委員会

設立年/認可年 設立昭和４６年 認可年

施設

敷地

建坪

施設等

(部屋数）

１６７ｒｒｆ

５８ｒＹｆ

保育室２

給食室０

土地無償貸与

職員室０食堂０ 調理室１ 事務室０

ホール０ 休憩室０ 会議室０ その他１

児童勘〔(定員） 2０人

対象年齢範囲 ０歳～３歳 ０歳からの場合産休明けから

職員数（人）
園長０

主任０

保育者０

栄養師(調理師）０

保育士パート３

その他０保
育
時
間

平日

土曜

AＭ８時０分～ｌＰＭ６時０分

延長ＡＭ 時分まで

時AＭ分～ 時AＭ分

延長ＡＭ 時分まで

大学等からの援助

人件費

光熱水費

設備

消耗品

その他

あり

あり

なし

なし

なし

内訳
2名分(労災､雇用保険含
む）

内容

利用対象者 教職員、学生

その他の特記事項

内容 備考

保育施設名 琉球大学医学部附属病院授乳施設 無認可

設置者＊ 琉球大学医学部附属病院授乳施設長

運営者＊ 父母会，大学

設立年/認可年 設立昭和５１年 認可年

施設

敷地
建坪

施設等

(部屋数）

164ｎｒｆ

164ｒｒｉ

保育室４

給食室０

土地無償貸与

職員室０食堂０調理室１ 事務室１

ホール０ 休憩室１ 会議室０ その他０

医学部敷地内にあり
授乳施設の敷地がわ|ナ
られていないため．敷地

面積は,－階の建坪を
記入

児童費〔(定員） 4０人

対象年齢範囲 ０歳～３歳 0歳からの場合産休明けから

職員数（人）
園長０

主任０

保育者０

栄養師(調理師）０

保育±パート７

その他１

父母会が運営のため

特|こ園長はいない

保
育
時
間

平日

土曜

AＭ７時３０分～ PＭ６時３０分

延長ＰＭ７時0分まで
AＭ８時３０分～ ＰＭ１２時３０分

延長時分まで

臨時(要望があると
き）

大学等からの援助

人件費

光熱水費

設備

消耗品

その他

あり

あり

あり

なし

なし

内訳
人件費､交通費手当

内容

利用対象者
教職員､学生､一般

その他 非常勤職員

その他の特記事項



C・第３回追跡調査票(インターネット調査票）

国大協企画第１９１号

平成１７年９月ＳＯＢ

各会員校代表者様

社団法人国立大学協会

企画委員会男女共同参画ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾙｰﾌﾟ

座長浜田道代

『国立大学における男女共同参画の推進状況に関する調査一一ご協力のお願い』

国立大学協会は、平成１２年６月の総会において、『国立大学における男女共

同参画を推進するために----報告書---』を採択しました。さらに翌年の６月総

会時に開|崔された第３常置委員会において、今後１○年間にわたって男女共同参

画推進状況を継続的に調査することを決定いたしました。これに基づき、これま

でに平成１３年１０月と平成１４年１２月の２回にわたり、追跡調査が実施され

ております。

国立大学の法人化後に新たに社団法人として再出発した国T7大学協会におきま

しては、企画委員会が上記の追跡調査の任務を受け継ぐこととなり、これを実施

させるために企画委員会の下に「男女共同参画ワーキンググループ」を設置いた

しました。そこでこの体制でもって、この度、第３回の追跡調査を実施いたしま

す。

公務ご多'忙のところ誠に恐縮ですが､各国立大学学長の皆様におかれましては、

アンケートの以下の各構成部分につき、それぞれ最適任の方|こ指示して回答欄に

記入させ、来る平成１７年１１月１１曰（金）までに、国立大学協会事務局に宛

てて回答を送信していただけますよう、ご協力方よろしくお願い申し上げます。

1０５



Ｏ第３回追跡調査票(インターネット調査票）

アンケートの構成

第１部統計調査・その１（男女共同参画の現状）・…学内の人事構成の状況を

把握されている事務担当者に数値等をご記入いただくことを期待しています。

第１部統計調査・その２（女性学・ジェンダー研究関連授業開講状況）・・・・学

内の授業開講状況を把握できる立場にいらっしゃる方に、客観的な状況をご記入

いただくことを期待しています。

第１部統計調査・その３（育児・介護支援制度の利用と施設・設備の整備状況）

・・・･学内の育児・介護支援制度の利用状況や保育施設の状況を把握できる立場に

いらっしゃる方に、客観的な状況をご記入いただくことを期待しています。

第Ⅱ部男女共同参画の推進状況に関する質問調査・・・・１７の設問から成ってお

り、検討中の事項についても回答をお願いしています。学内で男女共同参画の推

進を担当しておられる責任者（副学長、学長補佐、委員会の委員長など）にご記

入いただくことを期待しています。

第Ⅲ部男女共同参画の推進状況に関する報告・…薑大学における男女共同参画

の推進状況につき、所定のスペースに自由に記載していただきます。学内で男女

共同参画の推進を担当しておられる責任者（副学長、学長補佐、委員会の委員長

など）にご記入いただくことを期待しています（学長自らご執筆いただくことも

もちろん歓迎します）。

なお、この部分につきましては、これをそのまま報告書に掲載いたしますので、

全国に向けての自大学の取組みの紹介などに、存分ご活用ください。

1０６



Ｏ第３回追跡調査票(インターネット調査票）

アンケートの記入にあたって

舅学における男女共同参画を推進するための取組について，調査日現在又は

平成１６年度の実施状況を記入してください。部局ごとに取組を行っている場

合は，部局ごとの回答内容（本調査書）も添付してください。

設問は，第２回追跡調査に１項目加えて、１７項目あります。それぞれの項

目|こついて「実施中」，「検討中」，「未検討」のいずれか該当する○又は□

をクリックしてください。

特記事項欄には，より具体的内容，問題点や課題，意見，経験に基づく助言

等を自由に記入してください。

なお、調査には女'性教員比率について方針を伺う欄もあります。

設問の内容は，国立大学協会報告書『国立大学における男女共同参画を推進

するために』（２０００年:平成１２年５月）第２部「国立大学における男女共

同参画を推進するための提言」に基づいています。この報告書については全文

を本協会ホームベージに掲載していますので，ご参照ください。

報告書ＵＲＬ :／／ｗｗｗｉａｎｕｊ /ａｃｔ ｉｖｅ／txt6-２／ｈ１２５.ｈｔｍｌhtt

１０７



Ｏ第３回追跡調査票(インターネット調査票） 回答ご担当者

｢男女共同参画０

全体取りまとめ～協会への回答（送1言）ご槌

【｣

雷
霞

'71年｜月に

幽雨一一一一名一一塁一一氏一一一一鴎一一位一一鴎

肝
円

０８

菫'三
■■Ｉ

ｌ役職名を入力してください。

ｌお名前を入力してください。

役職名を入力してください。

ｌお名前を入力してください。

役職名を入力してください。

ｌお名前を入力してください。

１．１

現状

役職 ｌ役職名を入力してください。
氏名 ｌお名前を入力してください。Ⅱ

役職名を入力してください。

お名前を入力してください。

１．２

科目名

役職 役職名を入力してください。

氏名 ｌお名前を入力してください。Ⅱ
役職名を入力してください。

お名前を入力してください。

１．３

育児関係

役職 役職名を入力してください。

氏名 ｌお名前を入力してください。

１１

￣

役職名を入力してください。

お名前を入力してください。

Ⅱ

推進状況

役職 ｌ役職名を入力してください。
氏名 ｌお名前を入力してください。Ⅱ

役職名を入力してください。

お名前を入力してください。

、

状況報告

役職 ｌ役職名を入力してください。
氏名 ｌお名前を入力してください。Ⅱ

役職名を入力してください。

お名前を入力してください。



C,第３回追跡調査票(インターネット調査票）

１．１現状

『回答ご担当者』シートの大学名を選択してください

【ｌ統計調査】 1．男女共同参画の現状

大学の教員および意思決定機,関而の構成員､非常勤講師､学生､職員の現状について
平成１７年５月'1日現在で記入してください。

表1．１職階別･性別教員数単位:人

＊非常勤理事を除く．

＊理事が副学長を兼ねている場合は､理事の欄にのみ記入し､副学長の欄には記入しないこと。
*＊副学長が教授を兼ねている場合は､副学長の欄にのみ記入し､教授の欄には記入しないこと。

表1．２大学の意思i決定機関等における性別構成単位人

■■■■ﾛ■■Ⅱ■■

副学長を除く

学外委員､非常:動を除く

経営協議会､教育二研究評議会の学外委員

＊

＊
拝
絆

1０９

男 女 計
女性

比率％

学長

理事＊

副学長＊＊

教授

助教授

講師(常勤）

小計

助手

計

男 女 計
女性
比率％

学長補佐等＊

経営協議会､教育研究評議会委員*＊

部局長等

監事＊＊

小言

非常勤理事

大学運営に参画する外音l委員等＊*＊

非常勤監事

小計

計



Ｏ第３回追跡調査票(インターネット調査票）

１．１現状

■■■■■■■■
■ﾛ■■ﾛ■■ﾛ■■ﾛ■■ﾛ■■ﾛ■■ﾛ■■■■■ﾛ■■
■ﾛ■■ﾛ■■ﾛ■■ﾛ■■ﾛ■■■ﾛ■■■■■■■ﾛ■■
■ﾛ■■ﾛ■■Ⅱ■■ﾛ■■ﾛ■■■ﾛ■■■■■■■ﾛ■■
■■■Ⅱ■■ﾛ■■ﾛ■■■ﾛ■■■■■ﾛ■■
■■ﾛ■■Ⅱ■■ﾛ■■ﾛ■■■ﾛ■■■■■■■Ⅱ■■
■■ﾛ■■Ⅱ■■ﾛ■■ﾛ■■■ﾛ■■■■■Ⅱ■■
■ﾛ■■ﾛ■■ﾛ■■ﾛ■■ﾛ■■■ﾛ■■■■■■■■■Ⅱ■■
ﾛ■■■ﾛ■■ﾛ■■ﾛ■■ﾛ■■ﾛ■■ﾛ■■■■■■■■■Ⅱ■■
■ﾛ■■ﾛ■■Ⅱ■■ﾛ■■ﾛ■■ﾛ■■ﾛ■■■■■■■■■ﾛ■■
■ﾛ■■ﾛ■■ﾛ■■ﾛ■■ﾛ■■■ﾛ■■■■■■■ﾛ■■

ロ■■ﾛ■■ﾛ■■■ﾛ■■■■■■■■■ﾛ■■

ﾛ■■ﾛ■■ﾛ■■U■■
ﾛ■■ﾛ■■Ⅱ■■U■■ﾛ■■Ⅱ■■ﾛ■■U■■ﾛ■■■■U■■
ﾛ■■Ⅱ■■ﾛ■■U■■Ⅱ■■Ⅱ■■ﾛ■■U■■ﾛ■■■■U■■

ロ■■ﾛ■■ﾛ■■Ⅱ■■ﾛ■■■■Ⅱ■■

政職員等状;昴霊４教菖数（本務者）巳

l］0

平成１７年度学校基本調査様式第７号「学生教職員等状況表４教員数(本務者）Ｂカード｣に記載した人数を記入してください

表１．３非常勤講師の構成単位:人

＊企業,国公私立研究機関,予備校その他の機関の常勤の勤務者。
*＊勤務先が全て非常勤の場合はここに入れてください。

男 女 計
女性
比率％

専任教員の本務を持つ者

教員以外の本務を別に持つ者＊

本務を持たない非常勤講師(６０歳以上)*＊

本務を：寺たない非常勤講師(６０歳未満)*＊

計

教員数(本務者）

教

一
堂 助孝 h授 講師(常勤） 助手 小言

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計
女性

比率％

学部

学部

学部

学部

学部

学部

学部

学部

学部

学部

学部

学部

教養部(一般教育）

大学院

附属病院

附置研究所
その他

計



Ｏ第３回追跡調査票(インターネット調査票）

Ｌ１現状

＊専攻分野の分類は学校基本調査｢付属資料一学科系統分類表｣に従って記入してください。

*＊同上．担当する学生の分類に従って､学部･大学院の教員の合計を記入してください。

表1．６常勤教員の採用･昇任(旧表１５）
単位:人

１６■。Ｌ矛亘萄

＊他機関からの昇任･転任を含む。

*＊学内者であっても､技官や非常勤教員等､本務教員以外からの異動の場合は採用に入れてください。

1１１

表1．５専攻分野別学部q大学院の卒業(修了)者数および教員数 篁付２人

平成16年度中に異動した教員数を記入してください

専攻分野＊＊

教授

男 女

助教授

男 女

講師(常勤）

男 女

小計

男 女 計
女性

比率％

助手

男 女

人文科学

社会科学

理学

エ学

農学

保健

商船

家政

教育

芸術

その’ 也

合計

合計(自動計算）

専攻分野＊

学音

７
』
～

男 女

崖業者

計
女性

比率％

勝
．

男

5±課１

女

畠修了：

計

昔

女性

比率％

0【
可

男

;±課ネ

女

皇修了：

計

昔

女性

比率％

人文科学

社会科学

理学

エ学

農学

保健

商船

家政

教育
芸術

その‘ 也

合計

合計(自動計算）

任用形態 異動後の職名 男 女 計

採用･転入
＊

教授

助教授

講師

助手

小計

学内昇任
＊＊＊

教授

助教授

講師

小計



C・第３回追跡調査票(インターネット調査票）

１．１現状

１１２

裏１．７職系別･職名月Ⅲ職員数 単位:人

＊職系の分類は､学校基本調査に従ってください。

*＊技術長､技術部主任､看護師長､看護主任等の役職者は､対応する職名(課長､係長､主任等)の欄に、
その外は｢その他の一般職員｣の欄に記入してください｡対応する職名の判断は各大学組織の実情に合わせて決めてください。

(参考例）

職名

事務系＊

男 女

技術技能系＊

男 女

医療系＊

男 女

教務系＊

男 女

その他＊

男 女

計

男 女 計
女性

比率％

課長相当職以上

課長補佐､専門員等
係長､専門職員等
主任等

その他一般職員

計

事務系 技術技能系 医療系

課長相当職以上 行政職(－)７級以上 看護部長､扇||看護部長 技師長

課長補佐､専門員等 〃 ６級以上 技術専門官 副技師長 昌11薬剤部長

係長､専門職員等 '’４級以上 技術専門職員、主任技術職員 看護師長 主任技師 薬剤主任

主任等 〃 ３級以上 副看護師長

その他一般職員 看護師､看護助手 技師 薬剤師

｢案内｣へ 「このシートの先頭｣へ 「回答状況｣へ



Ｏ第３回追跡調査票(インターネット調査票）

１．２科目名

蕊1--栂

馴寸．急い'ま脇３劃蜜

ﾛＤ掌漕

■汀

＝｡｡

・
・
■
■
。

｜
回
・
・
・
・
■
■
・
・
■
■
。

。■■■■■。
・
・

’
。■■■■■■■■■■■。

｜｜｜ ｜｜’
・・

。■■■■■■■■■■。
｜

’
・・

。■■■■■■■■■■。
。■■■■■■■■■■■。

。■■■■■■■■■■■■■■■■■■。
。

’
。■■。

。

1１３

Ｉ
E_-ケ一

1F

P

U-’01Ⅱ ･･''1----入ﾛｰ‐い-1,

Ⅷ-｢斗'一一題i麩:'麹ＷＹ圏､iい:｢"=’＿
▲lIL Ｉ

『回答ご担当者』シートの大学名を選択してください！

【Ｌ統計調査】２女性学･ジエンダー研究関連授業開講状況

部局名 科目名
受講者概数

男 女

学部

ⅡＩ 学部

ⅡＩ 学部

学部

学部

学部

学部
,．’

11

学部

学部

学部

学部

学部

学部

学部

学部

学部

学部
'-.ｋ１

学部

学部

学部

学部

学部

学部

学部
｜’
}１ 学部

学部

学部

学部

学部

学部

学部

学部

学部

学部

学部

合計数 開講科目数



Ｏ第３回追跡調査票(インターネット調査票）

Ｌ２科目名

’’三一二二二二二｜・
朝【|｛傷士)課

唖■■■■。
・・

。■・
園■■■■。

・・
。■。

。■。
。
■
・
・
■
■
。

。■■■■■■■。
・・

。■■。
。■■■■■■■。

・・

・・

４

■し‐一…巻工用戸’‐二と’ｆ」＝'二'二ﾊﾋｚ－３Ｅ１コ:上幻ニー篭＝戸:汗ｆ－Ｌｗ盲愛豆'二澪;i■

②ｒ博士前期!(|修土） 課程 ゴｉｉｎＩ〔flw単位

部局名 科目名
担当教員

男女 専任 非常勤

受講者概数

男 女

研究ｆ

研究ギ

研究ギ

研究了

研究ネ

研究ギ

研究ネ

研究科

研究赤

研究ポ

研究ボ

研究ポ

研究ボ

研究ボ

研究ギ

研究ボ

研究ギ

研究ｆ

研究ボ

研究矛

研究赤

研究矛

研究禾

研究ポ Ｉ
研究ポ Ｉ
研究丁 Ｉ
研究矛 Ｉ
研究Ｔ Ⅱ
研究ギ Ｉ
研究Ｔ Ｉ

研究判

研究判 β’

研究剣

研究側

‐
‐
‐
‐
□
ど

（到乃の沖〈△’

研究科１

合計数｜開講科目数

ｑ）チヨ，’川口」
ご
Ｏ
庄
跨
？
両



Ｏ第３回追跡調査票(インターネット調査票）

２科目名Ｉ

・
・
■
■
・
・
・

。■■■■。
・・

￣

負う





C・第３回追跡調査票(インターネット調査票）

１．３育児関係

｢回答ご担当者』シートの大学名を選択してください

■
■
■
■

【Ｉ統計調査】３育児･介護支援制度の利用と施設･設備の整備状況

育児介護休業等の利用者数及び代替教員数を､表３．１に記入してください。
保育施設･設備等の設置状況を､表３．２に記入してください。
学内保育施設又は提携保育施設のそれぞれの具体的状況を､表３．３に
記入してください。

表３３及び表３４に記載した保育施設･設備等以外に､学外の保育機関との協力体制があれば、
その内容を表３．４に記入してください。

表３．１育児介護休業等の利用者数(平成１４～１６年度）

＊休業期間中の講義､演習､実験等教育を代行する教員(非常勤含む)を採用した場合に記入してください。

*＊介護休業を取得した延べ人数を記入してください。

表3.2保育施設ﾛ設備等の設置状況

置数

＊父乢母会,､運営委員会等大学が関)与している保育所(室)及び社会福祉法人等ｶｶﾞ運営している大学関連の保育所〈室）

*＊上記以外の施設`設備(例;授乳室等）

１１７

制度名
利用教員数

男 女

利用職員数

男 女

代替教員数＊

男 女

代替教員に
よるコマ数

１４年度

育児休業 部分休業

育児休業

介護休業＊＊

１５年度

育児休業 部分休業

育児休業

介護休業＊＊

１６年度

育児休業 部分休業

育児休業

介護休業＊

施設の種類 設置数 名称または特徴等

(1)学内保育所(室)及び提携保育所(室）＊

(2)その他の学内保育施設･設備＊＊



Ｏ第３回追跡調査票(インターネット調査票）

Ｌ３育児関係

一一一一一一一一ニーーー￣￣－－－－￣￣-￣-5--.~･－ｺﾞｰ＝－－１=－F÷面巨:--.･幸一合＝ユーーニーニ自〒…二・・一.~二-...,-2--'｣‘二号------ﾖｰﾑ',----..,-..-.'､-.[L-.-

表a･ｌ３（各保育施設澱億等の具体的な状況

一‐’一・・・、
二
‐
・
‐
二
‐
戸
二
‐

｜‐‐一一‐詔一一‐「

■》》■Ｄ「□」。『‐’一□印
し
粕
‐
七
－
．
Ⅲ
‐
｜
ヤ

ーイーョニ■■ロ」』ニ

ー
・
‐
ロ
マ
ー
ー
‐

□
尹
一
｜
」
□
胡
一
へ
『
一

i-軸|;_

…,ｉ
Ｐ－１０,Ⅲ

雪?■粥i1jjl蕊騨章i艤唇瓢貯口痒Ｗ､弓雲り■ゴピノニ:ii)汁臭
｜』＿

￣’

王齢翫UＥＥ

＊設置者:や運｣営の1主i体者の組織等を記入してください６
－－－--,P--へ｡---.--,,’一二-＝･-.--.-.,--,_-ヒロ-F.･0..-,--.,ﾛｰﾆﾛｰ･F_,`一・二1--,．ａ‐」-｢,『--,-トー''_『-｣c-‐_,百一-,,._

（例設置者):｢共同保育所､運営11(I病,院長を委員長とする運営委Ｉ員=会,､|父母会ﾐﾆ教職'員組合11など）

1１８

-.---.-，〕二・・澪::,:2弓匠こそ二二－７｣:２１１，

① 内容 備考

保育施設名 行認可

短無認可

設置者＊

運営者＊

設立年/認可年

縁昭和

設立伝平成年

編西暦

旗昭和

認可煩平成年

伝西暦

施設

敷地

建坪

施設等

(部屋数）

２

、
み】
￣

、

保育室

給食室

｢￣土地無償貸与

職員室 食堂 調理室 事務室

ホール 休憩室 会議室 その他

児童数(定員） 人

対象年齢範囲 歳～歳 ｒｏ歳からの場合産休明けから

職員数（
園長

主任

保育者

栄養師(調理師）

保育士パート

その他

保
育
時
間

平日

土曜

旗ＡＭ

渡ＰＭ
時分～

ＰＡＭ

仁 ＰＭ
時分

延長
伝ＡＭ

伝 ＰＭ
時分まで

伝ＡＭ

伝ＰＭ
時分～

(÷ＡＭ

侭ＰＭ
時分

延長
(ずＡＭ

ＦＰＭ
時分まで

大学等からの援助

人件費

光熱水費

設備

消耗品

その他

その他

その他

万円 内訳

｢~￣援助あり

1-援助あり

「援助あり

ｒ援助あり 内容

「援助あり 内容

「援助あり 内容

利用対象者

(複数回答可）

ｒ教職員

「学生

r￣一般

r￣その他

その他の特記事項







Ｏ第３回追跡調査票(インターネット調査票）

１３育児関係

璽営の主ｲ本者の絆

土同ｲ呈了否百斤i;Ｉｉ宙豈 言一父母会志;教職員組合

1コI

ＩＤ－●←P、｡‐_

_,’ﾛｰﾑ=｡-"
輪'し<『設置者や運営の主体者の組織等を記入してください｡Ｔ:=〔そＴ－－．ｺ

)}衛W霧責範鐸諏雲篝這購毫委員長と寸騨委員会父

+Ｉ

母会！（!:教職員組合■など）
～…Ｔｌ:＝手写へＴ…～￣、：

④ 内容 備考

保育施設名 伝．認可

伝 無認可

詔i晉者＊

運営者＊

設立年/認可年

侭昭和

設立行平成年

伝西暦

ｒ、昭和

認可行平成年

侮西暦

施設

敷地

建坪

施設等

(部屋数）

２

、

Ｚ

、

保育室

給食室

ｒ土地無償貸与

職員室 食堂 調理室 事務室

ホール 休憩室 会議室 その他

児童数 人

対象年齢範囲 歳 Ｐ￣ 歳 ｒｏ歳からの場合産休明けから

職員数（人）
園長

主任

保育者

栄養師(調理師）

保育士パート

その他

保
育
時
間

平日

土曜

伝ＡＭ

ＰＰＭ
時分～

緯ＡＭ

伝 ＰＭ
時分

延長
億ＡＭ

仁ＰＭ
時分まで

ＰＡＭ

行ＰＭ
時分～

ＰＡＭ

(でＰＭ
時分

延長
行ＡＭ

侭ＰＭ
時分まで

大学等からの援助

人件費

光熱水費

設備

消耗品

その他

その他

その他

万円 内訳

ｒ援助あり

ｒ援助あり

ｒ援助あり

ｒ援助あり 内容

ｒ援助あり 内容

ｒ援助あり 内容

利用対象者

(複数回答可）

「教職員

Ｆ学生

「一般

「その他

その他の特記事項



ｏ第３回追跡調査票(インターネット調査票）

１．３育児関係

1２２

完忽－４子のｲ１１mの掌外俣寶蝋(関との協力Ｉ2k割

＊表３．２，３３に記載した以外の学外保育機関との協力体制について記入してください。

その他の学外保育機関との協力体制＊

｢案内｣へ 「このシートの先頭｣へ 「回答状況｣へ｢案内｣へ 「このシートの先頭｣へ 「回答状況｣へ



C・第３回追跡調査票(インターネット調査票）

Ⅱ推進状況

ロＹ帯ＩＩロ

］］」目

Ｉま’

■■

めに』脇会報告書|｢国山川

Ⅱ】Ⅱ土

‐で
Ｕ】

■ＵＲ

后１に為．】古亘

○回答敵○実施中○検討中○

○実施中○検討中○ ○回答取

○回答印○実施中○検討中Ｃ

○回答酌○実施中○検討中Ｃ

○回答印○実施中○検討中○

厄

1２３

Ⅱ ロ

『回答ご担当者｣シートの大学名を選択してください！

【Ⅱ男女共同参画の推進状況に関する調査】

１ 報誌等

２ ホームページ

３ シンポジウム

４ 講習会

５ 学生ガイダンス等

６ その他



Ｏ第３回追跡調査票(インターネット調査票）

Ⅱ推進状況

穿菖旱ﾛ

1２４

ＩＦ．

L=

"』

Ｉ
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２ 学長指示等(口頭） ○実施中○検討中○未検討○回答取り消し

３ 指針(規貝'１.規程)を制定 ○制定済○検討中○未検討○回答取り消し

４ 学内規定等に附記 ○附記済○検討中○未検討○回答取り消し

５ その他 ○実施中○検討中○回答取り消し

内
容

１Ｍ；
爵〃
Ⅱd-B 鍬葛女共筒参画菱濯遙寸灘T当【組繊萎覺臺等Iji設薑
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実施(検討)状況 ○設置済○検討中○未検討○回答取り消し

組織名，構成等

ョ
●

｢－１
トーヨ
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仁一.

設置時期 平成 年 月
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ｌ
ｊ
Ｌ
‐
ｌ
‐













C・第３回追跡調査票(インターネット調査票）

Ⅱ推進状況

の７－而’価

件うち学#

大学院生仏

教Ｉと

#

1３０

|匡遜=□■■－Ｍ
件

件

件

件

【平成16年度】

(13）大学の意思決'定ODI場への女性の登用

設問(13)についての特記事項

○実施中○検討中○未検討○回答取り消し

内
容

(１４）教職員の待遇に関する不服申立制度の整備

設問(14)についての特記事項

○整備済○検討中○未検討○回答取り消し

申立件数件【平成16年度】

１ ガイドライン制定 ○制定済○検討中○未検討○回答取り消し

２ 相談窓口の設置 ○設置済○検討中○未検討○回答取り消し

３ 相談員の研修 ○実施中○検討中○未検討○回答取り消し

４ 防止のための措置･啓発活動 ○実施中○検討中○未検討○回答取り消し

５
プライバシー保護･二次被害防止の
ための措置

○実施中○検討中○未検討○回答取り消し

６ その他 ○実施中○検討中○回答取り消し

内
容



Ｃ第３回追跡調査票(インターネット調査票）

Ⅱ推進状況

1３１

’１

,|

’’

１，

(116）

．:』

'=:'、--J･F』．￣,｡~-~－弓'『園･'ｆ~，-'二.2,-.'三へ'一二･.￣ま卍'--J'･古『~：',｢':',,'弓一『_-..-合一,~--.,,'.■:』.-ミニT･ES一二一三.ﾑｰｰ--.三一一三~-－．Ｚ--゛イ■,ES,--

;育児環境の塾I職L介護との|両立支:援に'うjいての継続的i改善

●.」
~■~- と_とニニ；､ヨ

－Ｌｊ－－等：…－

▽Ｉ１．１

１Ｊ.
よ~｣－，Ｌ_

+'

-㎡ＩＩ

ｒＩ－ⅡI

１ 保育施設設置以外の育児支援策 ○実施中○検討中○未検討’○回答取り消し

内
容

２ 育児支援に関するニーズ調査 ○実施中○検討中○未検討○回答取り消し

３ 大学院生の育児支援 ○実施中○検討中○未検討○回答取り消し

４ 留学生の育児支援 ○実施中○検討中○未検討○回答取り消し

５ 介護支援に関するニーズ調査 ○実施中○検討中○未検討 ○回答取り消し

６ その他 ○実施中○検討中○回答取り消し

内
容

(irﾗﾌﾞiLfその他の対策霞蕊】雰溌藤:丁？

↓￣戸'･･-,.-Ｐ､---.ﾛﾕｺﾞｷﾞｰF,,,~6二,_ニー．
ﾄｺﾞ._

い■D －．上要』二.ご|－．．－１－．－．．．，－１

t評穗÷：:旨炉:;;・トs-f-，.-藍::…:ｨ弔・学=…-.--.1.-▲■=」==..I■－二=.

←諺〒ごﾊﾟｰ,Ⅱ,幻汁

}．!=.Ⅱ”，!｣.j‘’１減一一一一一二＝.子ぺ－５.曰'-..友.÷二･一._，

○実施中○検討中○回答取り消し
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内
容

｢案内｣へ 「このシートの先頭｣へ 「回答状況｣へ｢案内｣へ 「このシートの先頭｣へ 「回答状況｣へ



Ｏ第３回追跡調査票(インターネット調査票）

Ｉロ’’四＝

1３２

ご協力ありがとうございました。

責学における男女共同参画に関する調査資料,報告書,学長声明,指針,規則等の関連資料，

広報活動のポスターや配付資料など,参考にさせて頂ける資料がありましたら国立大学協会

事務局宛１部お送りください。

『回答ご担当者｣シートの大学名を選択してください！

【Ⅲ男女共同参画の推進状況に関する報告】

男女共同参画に関する現状と方針

貴大学は男女共同参画の推進に向けて､どのような取り組みをこれまで行ってこられましたか。

また､今後どのような方針ないし具体策を採用するご予定ですか。

以下の｢現在の女性比率｣の欄､および｢第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載」

の欄に該当事項を記入した上で､「男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方'針｣について’一

自由にご記入ください。

なお､この部分につきましては､これを原稿としまして､そのまま報告書に掲載いたしますので､ご了承ください。

大学名

学長名

平成１７年５月１日現在の女性教員比率 ％総教員数 名中女'住教員数 名

第１期中期目標･中期計画における男女共同参画に関する記載

男女共同参画の推進に関する本学の現状と今後の方針



立 大学の女性比率 實国

ｐ
Ｈ
柾
聖
叶
詳
蝉
帥
房
偶
ｌ
剛

【平成１７年５月１日現在】

表１．１職階別･性別 教員数

▲

一
』
》

判
▲

大学名

合計(助手除く）

男女
女性比率
(髄）

学長

男 女

理事

男女

畠'1学長

男 女

教授

男 女
女性比率

(妬）

助教授

男 女
女性比率
(牝）

講師

男女
女性比率
(飴）

助手

男 女
女性比率

(恥）

平成１０年度
教授･助教授･講師(助手除く）

男 女
女性比率

(％）

国立大学全体 40,736４，１６０ 9,3 8７ ２ 327４ 7５ ３ 20,488 1,390 6.4 1５，６１２ 1,927１１．０ 4,147 834 1６．７ １３，６７８ 2，６１７ １６」 39,036 21733６６

お茶の水女子大学

東京外国語大学

大阪外国語大学

奈良女子大学

政策研究大学院大学
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奈良教育大学

福岡教育大学

上越教育大学

大阪教育大学

東京学芸大学
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１

1２

１２

０
３
４

０
３
９

５
３
２

１’
６
５

1６８ 3３３

2０，１２ 37.5

０
０
３

８

９

｜
’
０
５２

０
０
１

３

０

27.3

0.0

1００１９ 1６．０

1６７３０１５．２
と

1４２２１１２９

262

304

4０１３．２

４８１３．６

京都教育大学

滋賀大学

鳴門教育大学

一橋大学

愛知教育大学

1０１

1９６

1３１

298

226

2１ 1７．２

4０ 1６．９

2５ 1６０

３
０

５
４ 帽]

1５０

１

１

１

１

0

０

０

０

0

２ 0

２ 0

２’０

３０

２ 0

００

００

００

００

00

5５９ 1４．１

1０７１５１２．３

-６６１３

203１８

1６５

8J

1３３ 1７ 1１３

3７

7４

２
７

５
６

7９

1０２１．３

1９２０４

９１４,８

2０２３０

1７１７７

６Ⅱ２

1２６

250

33.3

1０３ 23.1

2４１５’３８５

1１６３５．３

００

１３ 75.0

９４ 3０８

1６７４８２２

５４４４．４

1２１ 1７ 1２．３

1９１ 3６ 1５．９

1３４ 2１ 1３．５

２５７２０

２４７３３

7２

１１８

兵庫教育大学

宮城教育大学

滋賀医科大学

浜松医科大学

東京医科歯科大学

1４１

１１３

｡■

2３

１８

1１４ 1８

1２９２０

3３１５０

14.0

1３．７

１３．６

1３．４

1３．１

１

１

１

１

１

0

0

０

０

０

１０

３０

２０

３０

３，０

１０

１０

０，

２１

｡’

０

０

0

8０ ２

８
８
４

０２

９
９
７
９

６
４
４
２
１

2.4

４
０
８
４

０
４
７
３

１
１

１

5０ 1４２１９

７
６
９
０

１２
５
４
１

１
１
１

０
７
７
５

１
１

６
８
０
１

３
３
４
２
１

８ ７４６．７

０
１
．
０
３

０
’
’
０
６

１
》
２
１

０
３
９

３

５１

４
６
７

２
３
７

７６４６２

０５２１３

加一川
３７１

麺
一
朗
匝

０
’
０

３
’
１

１
１

８４２

1４７１６ 9８

１
９
０
８

９
７
３
１

１
１
１

ｌ
‐
‐
‐
「
『
鰺

２
４
１
１

０
４
２
６

１

８１
８３

０
４

２
８

１
２

北海道教育大学

埼玉大学

鹿屋体育大学

千葉大学

福島大学

353５３ 1３．１

3６９，５３ 1２．６

4９７１１２．５

８０６１１５１１２５
JＦ、￣~￣￣胆一一一一

２２９３２１１２３

０
０

１
’
１

０
０
’
０

１
１

１

０
０

Ⅱ’１１－－‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

４
’
３
２
５
４

０
０
０

５
１
０
０
１

０
０
０
０
０

1８３

２１８

2０ 9.9

2３９．５

９
１
４

Ｉ
８
０

１
１

５３２

７
４

３
１

９
０

１
２

４
１

1４７３０

１３４２２

１６．９

１４］

1９２

296’５７

1００

9.5

1６．１

1８１５．３

1３

１２

３
８

188

40.0

４ ０

8５２１

３０

0.0

1９．８

0.0

0 １

5０７

100.0

1２．３

1２１ 7.7

267８１２３．３

２ ２５０．０

3７８１５１

３８２’ 4０

4４７

790８９

222 2９

1１．９

9.5

1３．７

１０．１

１１．６

小樽商科大学

東京芸術大学

富山大学

筑波大学

高岡短期大学

1５ 1１．９

2３１１．７

４９１１．６

1８６１１．５

６１１．５

0

１０

１０

１１

１１

0

０

２ 0

３ 0

０
０
０

凸

４
８
２

0 ０

00
０
０
０

２
１
０

6０３）４．８

9５１１’１０４

１
８
７

７
６
’
０

５１
０４

１３

５
７
５

９
４
２

１
５

4８ 1２２０．０

6６ 1１１４．３

1３８

４４９

1０

2６１５．９

６３１２．３

2１１６７

0０

８１１１．１

3４８１９．０

Ｗ８ｉ－
1６５

１１．１

３

1９

3９

７３

３

５６２．５

８ 29.6

1２

１７

３

23.5

18.9

500

１１１１１１１
1６６

9.0

1４７８

３９９５

9７６．９



層１１N溌階品 ロ
メ
祉
切
一
一
汁
博
蝉
皿
渓
偶
－
剛

*２

*３

*４

＊５

》
←

＊６

１２０４

*９

壷１．１職階:小性別教員数

大学名

合計(助手除く）

男 女
女性比率

(％）

学長

男 女

理事

男女

副学長

男女

教授

男 女
|女性比率

(％）

助教授

男 女
女性比率

(飴）

講師

男 女
女性比率

(妬）

助手

男 女
:女性比率

(恥）

平成１０年度
教授｡助教授･講師(助手除く）

男女
|女性比率

(蝿）

大分大学

富山医科薬科大学

三重大学

宇都宮大学

旭111医科大学

354 4６

1７２２２

481６１

308３８

1２２１５

1１．５

１１３

1１．３

１１０

1０．９

0

１

１

０
０

１０

１０

５

３１

５

0

0

0

４

３

-０
０

0

0

０

0

0

０
0

0

’
０
０

1８０

6５

228

1７８

4４

1８

４

2念

９．１

５．８

1０．２

1２

６

6.3

1２０

1２４

5８

1４

1４

1８０２８

１０]

1９．４

１３．５

1１１２１

4０ ２

1５．９

4,8

4４

４５

６７

1４ 24.1

４８．２

７９．５

1４５

３４７

26.3

1７．１

1５５

1３３

１６８

３９

３８

3３

20.1

222

1６．４

3７ １ 2６

1２３ 2４ 1６．３

344３２

１５９１
＝１

４９２１

2１

５５

￣５００－－面

1１．７

1１１ 1４ 1１．２

弘前大学

茨城大学

琉球大学

金沢大学

山ロ大学

483

468

557

684

6４１

5８ 1０７

5６ 1０．７

6６１０．６

8１，

７５１

1０．６

１０．５

１０

Ⅱ：

１
１

０
０

４ 0

２
’
５

１
０
０
０

ｌ
」
Ｉ

５
’
４

0 ０

０ ０

Ｏ’０

０ －－０
２０

227 1５ 6２

245２０

２８０１９

５
４

７
６

361
-Ｉ

2９ 7.4

3１９１２３６．７

1７９ 2８１３５

1８０

２１４

2６１２．６

3６ 1４４

2３７

２４１

４２，

７Z5T

１５．１

９．４

7２ 1５

０
７
’
０
４

４
５
’
８
７

９

１１

1０

２７

1７２

1８．４

１６２

11.1

26.7

1３９

4９

1６６

2６１５．８

６

3６

｡'■

1０．９

１７．８

219５５

１６３４１

20.1

20.1

430

453

’３'’６７
４０’８．１

572’５０8.0

679６９

614 3０

9.2

4.7

佐賀大学

和歌山大学

460

236

5３

2７

1０３

1０．３

１
１

０

０

５０

４０

０
０

０
０

2２２

１２５

1６６．７

５３８

３
１

２
２

「
Ｉ
！
’

１
９

８
８

１

1１．３

1９．１

５
６

１２４１１５

５１７１

1３９

1９ 「
3９

１０

219

345

434

222

3７

1９

7.9

7９

島根大学

山形大学

山梨大学

482

523

363

5４

５８

4０

1０．１

1００

9９

１
１

０
０

１ 0

０
０

５
５

３ ０

０
０

０

’
０
０

0

242

263

1７４

1５

２０

1５１

5.8

7.1

7.9

1８７２７

200 2７

1２．６

１１．９

1３４１２１ 1３．５

4７１２２０．３

5４１１ 1６．９

5１ ４ 7.3

1３９

１６９

1６５

2８

3７１８．０

3１１５．８

４６８

５５４

2８ 5.6

４５７．５

346 3２８．５

横浜国立大学

宮崎大学

4７３１ ５２

393４３

9.9

9９

１０

１０

４

４

０

０

0

１

0

0

285 2１

1８２１６

６９

8］

1６１

1６３

2５１３４

1９１０．４

2２ ６

4２ ８

２１４

1６０

7０ 2４

1６８３０

25.5

15.2

450３３１６．８

3８１ ２１ 5２

群馬大学

岐阜大学

456４９ 9.7

5３１５７９．７

０
０

１
１

４

４

０

０

_Ｏｌ
Ｏｌ

0

0

210２３

2７３１２２

9.9

7.5

1７５

200

1８９．３

2７ 1１．９

6６

5３

８

８

1０．８

1３．１

1９１４３

1６０ 3３

1８．４

1７．１

444

495

4４

2６

9.0

5０

筑波技術短期大学 8４ ９，９．７ １ 0 １ 0 0０ 4１ １ ２４ 3５ ７ 1６．７ ６ １ 1４．３ 1８ ４ 1８．２

高知大学

香111大学

新潟大学

熊本大学

名古屋大学

４１５

441

787

637

1,204

4４１９．６

4６ 9.4

１
５

８
６

９．３

1２１ 9.1

１

１

１

１

１

０

0

0

０

０

５

６

０

0

５ 0

５０

６０

００

０）0

４，１

0

0

０

０

210

237

407

3２４

６１７

1７ 7.5

２１81

2１４．９

1６

3５

4.7

5.4

1５６１２１

１６０１８

303４４

236３２

460 5７

1１．９

１０．１

1２７

1１．９

１１０

4３１６１２２
￣’

3７７１５，９

6７１５１８．３

７１１７ 1９３

1２０ 2９ 1９．５

1３５

1３３

2５１

1９６

４１１

3２１９．２

4５２５．３

５８）１８．８

４８１ 1９．７

8５ 1７．１

415 3０ 6.7

399 3７８．５

762４１，５．１

601３９ 6.1

1，１１１６８ 5.8

長崎大学

岡山大学

神戸大学

秋田大学

静岡大学

617

865

1,011

358

605

6１

8５

9９

3４

5６

9.0

８．９

8.9

８．７

８．５

１

１

１

１

１

0

0

０
０

０

５０

５’０

７

４

４

０

０

０

－７
0

０

０

0

０
０
０
０

0

2８２

４３１

1７

3３

542

159

352

3３

1１

１９

5.7

7.1

5.7

6.5

5.1

216

322

3８６

１３０

234

2７

４６

1１．１

１２５

5３

1４

3４

1２．１

9.7

1２７

1０６

1０６

7５

6４

１４

1７

６

1３

９
３

1３．８

5.4

1４．８

1２．３

１７．６

239 7５

322７６

2４１１６６

1４６

6６

3２

９

23.9

1９．１

２１．５

18.0

12.0

5６６１３２

８１５

945

349

588

4９

７２

1３

4０

5.4

5.7

7.1

３．６

６．４



表Ｔ１職階別･性別 教員数 ロ
メ
粧
餉
｜
｜
叶
詳
蝉
皿
澆
掛
ｌ
剛

０＊
＊

＊1２

］
い

※平成１０年度の数値については、以下のとおりである。

＊１筑波大学と図書館情報大学の合計＊５山梨大学と山梨医科大学の合計

＊２大分大学と大分医科大学の合計＊６宮崎大学と宮崎医科大学の合計

＊３佐賀大学と佐賀医科大学の合計＊７高知大学と高知医科大学の合計

＊４島根大学と島根医科大学の合計＊８香jll大学と香川医科大学の合計

※理事が副学長を兼ねている場合は理事として計上している。

※高'１学長が教授を兼ねている場合は副学長として計上している。

*９神戸大学と神戸商船大学の合計

*１０福井大学と福井医科大学の合計

*1１東京商船大学と東京水産大学の合計

*ｌ２九州大学と九州芸術工科大学の合計

▲については､統計データが無いため不明

大学名

合計(助手除く）

男 女
|女性比率

(牝）

学長

男女

理事

男 女

畠I｣学長

男女

教授

男 女
女性比率
(鮎）

助教授

男 女
女性比率

｜（恥）

講師

男 女
女性比率

(％）

助手

男 女
|女性比率

(牝）

平成１０年度

教授･助教授･講師(助手除く）

男 女
女性比率

(兜）

鳥取大学

信州大学

福井大学

愛媛大学

徳島大学

468

7１１

３７３

600

5６２

4３８．４

6５， ８．４

3４１

5４

8.4

8.3

5０ 8.2

１０

１

’’
１

０

０

０

１ ０

４

６
３

４

５

0

０
０

0

０

３ ０

３
０

０
０

２ 0

０ ０

213

3５６

１８１

282

260

1３ 5.8

2６６．８

1１

1７

5.7

5.7

２１ 7.5

1６７ 1５

273 2７

1３９ 1３

2５１２７

1９６ 1４

8２

9.0

8.6

9.7

6.7

8０

７２

4９

６０

1００

１５１１５８
￣.

１２１４３

1０16.9

1０ 1４３

1５ 1３．０

1５２

１９４

4４１

421

2２．４
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